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　１２月定例会は、１１月２９日から１２月１３日までの１５日間開かれ、
市長提出議案２７件、議員提出議案３件、その他１件について審議等
を行い、議決いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　○○の中の数字は議案番号(順不同)

■一般会計補正予算など３１件を議決

令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号　●２

87
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

96
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

　

定
に
つ
い
て

　
　

児
童
援
護
事
業
の
障
害
児
通
所

　
　

 

等
給
付
費
負
担
金
の
内
容
は
。

　
　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
　

の
延
べ
利
用
者
や
障
害
児
相

談
支
援
の
増
加
に
伴
い
障
害
児
通

所
等
給
付
費
負
担
金
を
見
込
み
に

よ
り
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

台
風
第
19
号
の
被
災
状
況
は
。

　
　

道
路
、
河
川
、
民
地
を
含
め

　
　

た
被
災
件
数
は
11
月
末
現
在
で

３
６
３
件
で
、
斜
面
の
崩
壊
、
土
砂

流
出
に
よ
る
市
道
、
水
路
へ
の
堆

積
、
河
川
の
洗
掘
な
ど
が
主
な
も
の

で
、
現
在
災
害
申
請
し
て
い
る
箇
所

は
10
か
所
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道
の

う
ち
、
42
路
線
が
被
害
を
受
け
、
被

害
額
が
３
億
１
２
６
０
万
円
と
積
算

し
、
う
ち
災
害
復
旧
へ
の
査
定
申
請

を
行
う
予
定
は
７
路
線
で
、
被
害
額

は
２
億
４
６
５
０
万
円
の
査
定
申
請

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
８
７
８
万
４

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０

億
４
８
８
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
３
２
１
２
万
５

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
９

億
８
１
０
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

　

飯
能
市
東
吾
野
医
療
介
護
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
提
案
す
る
も
の
。

97
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

　

定
に
つ
い
て

　

飯
能
市
農
林
産
物
加
工
直
売
所

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め

提
案
す
る
も
の
。

　

飯
能
市
防
災
行
政
無
線
再
整
備

工
事
の
契
約
を
締
結
す
る
た
め
提

案
す
る
も
の
。

主な追加の内容(万円未満切り捨て)
 歳入
国庫支出金
県支出金
寄附金

 歳出
ふるさとはんのう応援事業
障害者自立支援事業
児童援護事業
ムーミン基金積立金

　
3,787万円
1,812万円
5,000万円

　
3,212万円
3,888万円
3,361万円
2,783万円

主な追加の内容(万円未満切り捨て)
 歳入
国庫支出金
県支出金
市債

 歳出
道路橋りょう施設災害復旧事業
公園施設災害復旧事業
林業施設災害復旧事業
体育施設災害復旧事業

5億1,190万円
1億2,900万円
2億7,010万円

5億2,700万円
1億5,970万円
1億5,792万円
6,750万円

▼
討
論
▲

　　

他
自
治
体
の
非
公
募
要
件
と
比

較
し
て
も
基
準
が
不
足
し
て
い
る
。

非
公
募
理
由
は
、比
較
に
よ
る
客
観

的
な
指
標
を
用
い
て
示
す
べ
き
。評

価
内
容
は
良
好
以
外
の
説
明
が
な

く
、経
費
は
増
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

反
対
す
る
。

　

施
設
の
性
格
や
設
置
目
的
、
業

務
の
専
門
性
な
ど
公
募
に
な
じ
ま

な
い
場
合
、
特
定
の
専
門
的
な
法

人
等
を
限
定
し
て
非
公
募
に
よ
り

申
請
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
事
業
評
価
で

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
継
続
し
て

最
良
の
Ｓ
評
価
と
な
っ
て
お
り
、

基
本
方
針
で
定
め
ら
れ
た
非
公
募

特
命
指
定
事
由
の
実
績
等
の
評
価

が
良
好
な
場
合
に
該
当
し
、
非
公

　
　

指
定
管
理
を
非
公
募
と
し
た

　
　

理
由
は
。

　
　

医
療
法
人
靖
和
会
は
、
指
定

　
　

管
理
者
制
度
導
入
以
降
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
域
に
根

差
し
た
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

の
医
療
機
関
と
し
て
の
目
的
達
成
な

ど
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　

審
査
基
準
等
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
農

　
　

林
業
の
振
興
や
地
域
の
課
題
解

決
を
目
指
す
施
設
の
設
置
目
的
の
達

成
が
図
れ
る
か
と
い
う
点
、
地
域
と

の
連
携
、
地
域
活
力
を
い
か
に
創
出

す
る
か
と
い
う
点
、
事
業
の
採
算
性

と
い
う
３
点
に
重
点
・
配
点
も
重
き

を
置
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

防
災
行
政
無
線
再
整
備
に
よ

　
　

る
機
能
は
。

　
　

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

　
　

の
移
行
は
、
２
８
０
メ
ガ
ヘ

ル
ツ
帯
の
機
能
に
な
り
、
建
物
浸

透
性
や
到
達
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、

常
に
明
瞭
な
音
声
で
聞
こ
え
、
山

間
地
域
を
抱
え
る
本
市
に
は
最
適

な
方
法
で
あ
る
。
工
事
は
現
在
あ

る
防
災
行
政
無
線
を
併
用
し
な
が

ら
順
次
交
換
を
し
て
い
く
。
防
災

ラ
ジ
オ
は
既
存
の
も
の
と
交
換
す

る
以
外
に
、
自
治
会
や
避
難
所
に

設
置
し
て
い
き
た
い
。

募
を
選
択
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。
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　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査する　議会に提出された議案や請願は、専門的に、より詳しく審査する
ためため、総務総務、厚生文教厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　１２月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。　１２月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。
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●
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●

　

令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
台
風
第
19
号
の
影
響
に
よ
り
発
生

し
た
土
砂
災
害
等
に
伴
い
、
道
路
の

復
旧
等
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
こ

と
。
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
、
想
定
し
て
い
た
予
備
費
残
高

３
０
０
０
万
円
で
は
足
り
な
い
と
判

断
、
ま
た
、
災
害
査
定
を
受
け
る
た

め
に
は
１
か
月
以
内
に
測
量
、
設
計

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ

り
緊
急
的
に
補
正
予
算
を
編
成
し
た

こ
と
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
を
５
年

間
か
ら
３
年
間
と
し
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
と
す
る
こ
と
。

　

平
成
29
年
か
ら
小
児
科
が
開
設
さ

れ
、
15
歳
以
下
の
患
者
は
増
加
し
て

い
る
こ
と
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
29
床
の
小

規
模
施
設
で
市
内
患
者
が
優
先
で
、

ほ
ぼ
市
内
の
患
者
で
あ
る
こ
と
。

　

岩
沢
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
災
害

復
旧
工
事
は
、
全
体
面
積
１
万
７
０

０
０
㎡
の
う
ち
、
１
万
㎡
に
つ
い
て

表
層
を
削
っ
て
、
10
㎝
の
路
盤
を
作

り
、
そ
の
上
に
５
㎝
の
グ
リ
ー
ン
サ

ン
ド
を
入
れ
固
め
る
こ
と
。

　

生
活
保
護
管
理
事
業
は
、
進
学

準
備
給
付
金
創
設
に
伴
う
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
情
報
連
携
の
シ
ス
テ
ム
改

修
、
生
命
保
険
会
社
に
対
す
る
照
会

様
式
を
統
一
し
出
力
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
な
ど
で
あ
る
こ
と
。

　

母
子
保
健
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
乳
幼
児
健
診
の
受
診
の
有

無
な
ど
電
子
情
報
を
転
居
時
に
市

町
村
間
で
引
き
継
が
れ
る
仕
組
み
や

本
人
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用

　

一
般
的
な
住
宅
を
建
て
替
え
る
場

合
、
条
例
施
行
前
に
敷
地
面
積
が
１

２
０
㎡
未
満
の
場
合
に
は
、
１
２
０

㎡
未
満
で
あ
っ
て
も
建
築
可
能
で
あ

る
が
、
新
た
に
建
築
す
る
建
物
は
、

　

道
路
橋
り
ょ
う
施
設
災
害
復
旧
工

事
費
は
、
河
川
災
の
唐
沢
川
が
５
０

０
万
円
、
道
路
災
の
有
間
ダ
ム
事
務

所
横
が
１
億
９
０
０
０
万
円
、
農
林

産
物
加
工
直
売
所
や
ま
せ
み
近
く
が

２
億
円
、
橋
り
ょ
う
災
の
赤
沢
の
下

原
橋
が
９
０
０
０
万
円
、
公
園
施
設

災
害
復
旧
工
事
の
美
杉
台
緑
地
が
１

億
１
９
５
０
万
円
等
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
２
月

中
に
概
ね
発
注
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
て
い
る
こ
と
。

　

林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
、
工
事
請
負
費
は
市
が
管
理
す

る
林
道
４
路
線
の
復
旧
工
事
で
、
い

ず
れ
も
国
庫
補
助
事
業
分
で
あ
る
こ

と
。
内
訳
は
、
大
字
北
川
地
内
の
林

道
岩
井
沢
線
３
５
０
０
万
円
等
。
林

業
事
業
費
補
助
金
は
、
西
川
広
域

森
林
組
合
が
管
理
す
る
林
道
６
路

線
の
復
旧
に
係
る
補
助
金
で
、
内

訳
は
、
国
庫
補
助
事
業
分
が
３
路

線
、
県
単
独
事
業
分
が
３
路
線
で

あ
る
こ
と
。
災
害
申
請
は
、
１
か

所
40
万
円
以
上
が
補
助
対
象
と
な

る
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
も
一
般
職
職
員
の
期

末
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定

を
考
慮
、
提
案
し
て
お
り
、
今
回
も

同
様
の
対
応
を
し
て
い
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

歳
入
に
お
い
て
第
18
款
寄
附
金

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
付
窓
口
と

し
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
、

寄
附
者
に
対
し
て
利
便
性
が
高
く

な
っ
た
こ
と
で
見
込
み
に
よ
り
増
額

し
、
今
年
度
は
約
２
億
円
を
想
定
し

て
い
る
こ
と
。

　

市
債
は
、
災
害
復
旧
事
業
に
係
る

事
業
債
を
新
た
に
計
上
し
た
こ
と
、

予
備
費
は
、
２
０
０
０
万
円
増
額
す

る
こ
と
、
地
方
債
補
正
は
、
災
害
復

旧
事
業
に
係
る
地
方
債
に
つ
い
て
、

４
つ
の
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
。

●3　　令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号

80
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

　

に
つ
い
て（
令
和
元
年
度
飯
能
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
））

81
飯
能
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

　

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
案
第
81
号
同
様
、
近
隣
市
に

倣
っ
て
特
別
な
こ
と
が
な
い
限
り
改

正
す
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

82
飯
能
市
の
市
長
、
副
市
長
及
び

　

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

87
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

87
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

96
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

　

定
に
つ
い
て
（
飯
能
市
東
吾
野

　

医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
）

85
飯
能
都
市
計
画
双
柳
南
部
地
区

　

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

　

築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例

壁
面
後
退
は
必
要
と
な
る
こ
と
。

　

最
低
敷
地
面
積
と
壁
面
後
退
は

条
例
で
規
定
す
る
が
、
垣
柵
は
形
態

等
の
考
え
方
に
個
人
差
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
地
区
整
備
計
画
に
規
定
す

る
だ
け
に
と
ど
め
た
こ
と
。

し
て
、
健
診
情
報
歴
を
確
認
で
き

る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
。

市議会だより154.ai   3   2020/01/09   15:27:33



人　

事　

案　

件

令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号　●4

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
引
き
続
き
加

藤
美
佐
子
氏
、
椙
田
あ
さ
氏
、
中
嶋
文
代
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
異
議
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
高
橋
弘
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き
同
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

加藤　美佐子 氏椙田　あさ 氏中嶋　文代 氏高橋　　弘 氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

新
井

重
治

坂
井

悦
子

関
田

直
子

大
津

力

野
口

和
彦

内
田

健
次

平
沼

弘

栗
原

義
幸

中
元

太

松
橋

律
子

滝
沢

修

山
田

利
子

新
井

巧

金
子

敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長

恒
夫

鳥
居

誠
明

加
涌

弘
貴

野
田

直
人

81
飯能市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例

○ ☓ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

82
飯能市の市長、副市長及び教育長の給与等に
関する条例の一部を改正する条例

○ ☓ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

96
公の施設の指定管理者の指定について（飯能
市東吾野医療介護センター）

○ ☓ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
番号

議決結果

80 承　認

83 原案可決

84 原案可決

85 原案可決

86 原案可決

87 原案可決

88 原案可決

89 原案可決

90 原案可決

91 原案可決

92 原案可決

93 原案可決

94 原案可決

95 原案可決

97 原案可決

98 原案可決

99 原案可決

100 原案可決

101 原案可決

102 原案可決

諮問1 異議はない

諮問2 異議はない

諮問3 異議はない

103 同　意

選挙5 選　挙

議提5 原案可決

議提6 原案可決

議提7 原案可決

派　遣

「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書

豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な対策を求める意見書

議員派遣の件

人権擁護委員候補者の推薦について（加藤　美佐子 氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（椙田　あさ 氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（中嶋　文代 氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任について（高橋　　弘 氏）

埼玉県都市競艇組合議会議員選挙

令和元年台風第１９号等からの復旧・復興に向けた対策を求める意見書

公の施設の指定管理者の指定について（飯能市農林産物加工直売所）

市道路線の認定について（大字中山地内）

市道路線の廃止について（大字大河原地内）

市道路線の認定について（大字双柳地内）

契約の締結について（飯能市防災行政無線再整備工事）

令和元年度飯能市一般会計補正予算（第７号）

令和元年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市水道事業会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市下水道事業会計補正予算（第１号）

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

飯能都市計画双柳南部地区地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例

飯能市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

令和元年度飯能市一般会計補正予算（第６号）

令和元年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

■全会一致の議案等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

議　　　　　　　　　　案　　　　　　　　　　名

専決処分の承認を求めることについて（令和元年度飯能市一般会計補正予算（第５号））

飯能市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

■賛否が分かれた議案 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名
　
　
　　議 案 名

議決
結果

令和元年１２月定例会　　議決結果
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市は新しい商工会議所会館にどのようなことを
期待しているか。

飯能市として具体的な支援策の考えは。

一 般 質 問

一　
 

般　
 

質　

 

問

問

問

●5　　令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号

　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
市
長
（
執
行

部
）
に
対
し
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
し
、
説

明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
は
、
質
問
内
容
を
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

本
会
議
に
お
け
る
持
ち
時
間
は
１
人
１
時
間
で
す
。

　

原
稿
は
、
質
問
者
自
ら
が
執
筆
し
た
も
の
を
発
言
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
14
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
を
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
該
当
議

員
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
（　
　

）の
中
は
会
派
名
で
す
。

市
政
に
対
す
る

大津　　力（ＮＥＸＴはんのう）

商工会議所について

新会館建設イメージ　出典：会館建設計画新会館建設イメージ　出典：会館建設計画新会館建設イメージ　出典：会館建設計画

答

答 新会館の建設は「ゴール」ではなく、林業を含
めた今後の産業振興や中心市街地での観光振興
を進めていく上での「スタート」である。
「まちなか再生」のきっかけとし、個人商店や
商店街の新たな賑わい創出を現実的なものとし
ていくため、市と飯能商工会議所との連携をよ
り一層強固なものとして、本市の発展都市に向
けた勢いを商業、産業、そして商店街からバッ
クアップしてもらい、５０年、１００年続く商
店街の構築に繋げてもらいたい。更には、産業
だけでなく、「観光はんのう」の拠点あるいは発
信基地として地域観光の発展や西川材の普及に
も繋げてもらうことを大きく期待している。

市からの支援策については、人的なものと財政
的なものとがあり、バランス良く実施していく
方法が良策であると考えている。人的支援とし
ては、中心市街地に新たな魅力を創出していく
ために、商店街振興や観光振興といった垣根を
取り払うことが必要であり、市、飯能商工会議
所、奥むさし飯能観光協会が強い連携のもとに
事業をスムーズかつスピーディーに展開してい
くことが重要である。そのためには、行政側か
らの人材を派遣するなど、今後、飯能商工会議
所等と協議を進めていく。また、財政的な支援
としては、３つのイメージを持っている。面の
強化として、新しい会館と小町公園や絹甚といっ
た周辺施設との連携したイベントの支援など、
線の強化として、既存のがんばる商店街等応援
補助金の補助枠の拡大など、点の強化として、
特に個人商店への支援である。

市議会だより154.ai   5   2020/01/09   10:31:29



一 般 質 問

問 誰でも避難所を開設できる「避難所開設キット」
を導入し、各自治会、各避難所に備えが必要と
考えるが。

避難所の国際基準「スフィア基準」をどう考え
るか。「福祉避難所」や「避難所ヘルプカード」、
「ペット対応」も同時に考えるべきだが。

災害時は水、電気、ガスの供給が止まることも
ある。粉ミルクの備蓄だけでは不十分である。
「液体ミルク」の備蓄は。

自助、共助の意識を醸成していくためにも「地
区防災計画」が必要だが。

提案している「防災タイムライン」導入の進捗
は。

被災市民へ生活再建のため、市として何らかの
支援が必要と考える。市独自の支援制度を。

清川橋は緊急輸送道路であり、生活道路でもあ
る。歩行者の規制解除、新橋架け替えの工期短
縮はできないか。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

消費税増税分を財源として幼児教育・保育の無
償化がスタートしたが現状と課題は。

子ども権利条約に「子ども達を権利を持つ主体
と位置づけ、人権を認めることが未来を担う子
どもの権利を守り、この先の人類も人権が守ら
れていく」とあるが児童虐待の実態と対応は。

地域包括ケアシステムにおける地域ケア会議の
内容は。

免許返納後の高齢者の引きこもりを懸念する。
移動交通は介護予防と高齢者の地元雇用創出に
も繋がるが今後の展開は。

高齢者肺炎球菌ワクチンの接種率が低く、経過
措置から1年が過ぎたが今後は。

市が認める危険区域に水路工事の実施を。

令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号　●6

松橋　律子（公明党）

児童虐待防止対策について
地域ケア会議について
災害危険水路について他

中元　　太（公明党）

市で「液体ミルク」備蓄を！
市独自の災害支援制度の創設
清川橋の規制解除と工期短縮

市
作
成
の「
幼
児
教
育・保
育
の
無
償
化
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

液体ミルク　　出典：公明新聞

活用している自治体の取り組みなどを参考にし
ながら研究する。

居住空間やプライバシーの確保は、当然必要で
あると認識している。今後は、避難された方に
配慮した避難所運営ができるよう取り組んでい
く。福祉避難所も関係部署と連携していく。

価格、賞味期限に課題がある。今のところ導入
には至っていない。

地域コミュニティにおける防災力の向上に繋が
ると考える。導入に向けて研究する。

防災の研修に参加した職員を中心に、タイムラ
インの作成に着手している。

他市で実施している災害見舞金制度の創設を含
め、どのような支援ができるか関係部署と連携
を図り、前向きに検討する。

規制解除に向けて、警察等の関係機関と協議に
入りたい。工期短縮も協議し調整している。

利用料が軽減する児童は、約１，６００人。子
育て家庭の経済的な負担軽減を図れていると考
える。今後、教育・保育施設への入所希望者の
増加も予想されるが、希望者の適正な入所・入
園を事業者と連携しながら運営に努める。

子育て支援拠点６ヶ所の相談件数は１１，１９７
件、支援を図るために要保護児童対策地域協議
会を設置している。

地域ケア会議には地域課題型と自立支援型の会
議がある。民生委員や自治会等が参加し、各地
区に必要な取り組みを明確にして施策に反映さ
せるもので平成30年度は７回開催した。

移動交通は市内全域の課題。現在は送迎車両を
有効活用できるよう、担い手の育成・拡充は協
議会を通し、専門家も交え検討中である。

国が５年間の効果をまとめる予定。ワクチンの
免疫効果は５年程度だが個人差がある。２回目
の接種は必要性等を医師に相談して欲しい。

民地の利用状況等も確認しながら、問題点を改
善するための方策等を地域の方々を交えて協議
していきたい。
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一 般 質 問

なかなか見通しが立たない元加治駅南口の開設
だが、入間市及び西武鉄道株式会社との協議は
どの程度進展したのか伺う。

駅前広場及びその周辺では、用地確保が大分進ん
できている。今後入間市とはどのような協議を進
めていくのか伺う。

精明東部地区は地理的、地形的に企業誘致に適し
ているが、農地法の強い縛りがあるため土地利用
に制限がある。しかし、昨年農地法が改正され規
制が若干緩和されたと聞いたがいかがか。

市は昨年精明東部地区において、植物工場等の農
業事業者誘致のため、企業立地奨励金制度を改正
し「農業を営む事業所」を新たに加えた。今後積
極的に誘致に取り組むべきと思うがいかがか。

阿須八高線ガードの拡幅は周辺状況の変化によ
り、その重要性が高まっている。埼玉県はこの状
況をどのように捉えているのか伺う。

ビニールシートを張ったままの場所が沢山放置
されている。減災・防災の観点から大きな被害
ではなくても、早期に手当をすれば、大きな災
害につながらないものも多い。被害が見られる
市道、河川の護岸や擁壁などを総点検し、渇水
期に全て対応してもらいたいが。

この間、私が実施した住民アンケートでは、「防
災無線が聞こえなかった」、「個別の受信機が欲
しい」という声が圧倒的だった。秩父市のように
防災ラジオを６５歳以上の方だけの世帯、土砂
災害警戒区域に指定されている地域の全世帯と
希望者に貸与して欲しいが。

今回新たに一部損壊（１０％以上）という基準
が設けられ、３０万円の住宅応急修理が支援さ
れる。１０月２３日に遡って要領が作成された
が、床上浸水が５０棟あっても一部損壊は９軒
とわずかだ。罹災証明が出されている方でも断
熱材の壁の内部も張り替えが必要というように
被害が拡大している場合、二次判定は可能か。

自然災害は豪雨だけではない。多くの自治体で
「災害見舞金制度」がある。災害見舞金制度の
創設を検討する必要があるのではないか。

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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新井　　巧（日本共産党）

台風１９号を教訓として生かし、
　早期復旧に全力を

新井　重治（清風会）

元加治駅南口の開設
精明東部地区への企業誘致
阿須八高線ガードの拡幅

土砂崩壊現場土砂崩壊現場土砂崩壊現場 元加治駅南口予定地元加治駅南口予定地元加治駅南口予定地

答

答

答

答

答

答

答

答

答

入間市とは飯能市側の区画整理の進捗状況や駅
周辺のお互いの動向など意見交換、情報共有に努
めているところである。

南口開設の必要性は高まってきているが、解決す
べき課題がまだ多くあるため、引き続き入間市や
西武鉄道株式会社との連携協力により一日も早
い開設に向け取り組んでいきたい。

農作物栽培高度化施設の用に供される土地につ
いては、一定要件が満たされれば耕作に該当する
ものとみなされることになった。このことによ
り農地の土地活用において、企業の農業参入によ
る企業立地が活発化する可能性が高まるものと考
えている。

今後は農業事業者の誘致を図り、地域の活性化に
繋げるよう積極的に取り組んでいきたい。

埼玉県としても重要性は認識している。施工方法
等ＪＲと打合せを実施したが、事業化については
検討段階とのことである。

業者対応が必要な箇所は、土木災害協力会の協
力を得て復旧にあたっており、職員対応が可能
な箇所は随時復旧を行っている。復旧や予防保
全に全力で取り組んでいく。

デジタル化にともない、これまでの１，７００
台から２，５００台に増設する。増設分は災害
時に地域のリーダーとなる自治会長などに貸与
する。放送と同時にスマートフォンなどへ情報
が配信されるようになることから、これ以上の
増設は今のところ考えていない。

要望があれば、二次判定は可能である。工期も
延長できる。

今後、積極的に検討していきたい。
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一 般 質 問

有間ダムは「放流」とは違い「越流」であるが
放流と思い緊張感を持たれた方も多い。緊急時
の分かりやすい情報発信の研究、有間ダムの構
造や機能を正しく把握してもらう取り組みは。

福祉避難所に関する利用方法が利用者に発信さ
れていないのが問題である。ＨＰ、ハザードマッ
プでの周知及び健康福祉部等と連携し、平時か
らの情報提供が必要である。対応を伺う。

生きがいを求め定年後も仕事をしたい方と現在
人材不足の業種で、専門的知識がなくてもでき
る仕事を洗い出しマッチングするシステムを市
が主体となって作り上げてはどうか。

高齢者の仕事探しの方法としてハローワーク、
インターネットで検索する以外の方法は。情報
発信の一つとして、ハローワークと連携し地区
行政センター等人が多く集う場所を利用し求人
情報を掲示してはどうか。

明石市の「養育費立替パイロット事業」他、不
払いがひとり親家庭貧困の原因とされ、本来は
子どもの権利である「養育費」の確保を支援する
動きが全国の自治体である。飯能市でも検討し
ては。

養育費の法的支援は、保証促進補助金制度、公
正証書作成促進補助金、訴訟費用貸付など、市
民に最も近い各自治体でできることをやろうと
いう事例多数。法的手続きの費用等に、新規支
援の検討も必要では。

地方消費税交付金は、増税分も地方自治体に配
分。社会保障４経費の財源確保が目的。市では
児童関連２７％、国保、介護、高齢者医療分野
４０％充当。飯能市政は子育て支援施策に重点
配分でなかったか。今後どこを重点とするか。

土地開発公社における長期保有土地の早期解消
を仮定すると行革効果額は。令和４年度解散前
提では、簿価と路線価参考売却額の差は。

遅延している分野と金額面の影響はいくらか。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号　●8

坂井　悦子（日本維新の会）

ひとり親家庭支援・養育費確保
税財源の活用と計画行政
土地開発公社・長期保有土地

関田　直子（ＮＥＸＴはんのう）

台風１９号の災害対応について
高年齢者の雇用について

出典：明石市ＨＰ出典：明石市ＨＰ出典：明石市ＨＰ
有間ダム有間ダム有間ダム

答

答

答

答

答

答

答

答

答

有間ダムは、一般的なダムのように人為的にゲー
トを操作して水を放流するのではなく一定の水
位を超えると非常用洪水吐から自然と水が越流
し、流れ出す仕組みである。今後防災行政無線
の整備とともに、他の情報伝達手段と組み合わ
せ改善する。またダムの構造や機能を理解して
いただくため広報はんのう等で周知する。

周知の必要があると判断し、早速、HPに福祉
避難所利用にあたっての説明を掲載した。ま
た、福祉避難所の説明パンフレットも作成し
た。今後は災害時要援護者との繋がりのある健
康福祉部と連携を図る。

高齢者雇用の仕組みづくりについては、関係機
関、関係部署と連携し研究・検討する。

働く意欲のある高齢者が多くいると思われる
中、周辺地域の求人情報を地区行政センターで
情報提供することは、大変有益である。担当課
と調整を図り、実施する。

市独自の同様の制度創設の検討はない。法務省
発行の小冊子配付、県の無料法律相談など、周
知と啓発に努め、相談支援を進める。

市単独での新規事業の検討はない。個別面接で、
相談や支援を案内している。

特定分野に偏らず、社会保障経費全般に活用し、
一般財源割合に応じて充当。児童福祉事業の構
成比、事業費に占める一般財源額は高く、充実
を図っている。重点化と併せ、世代間バランス
を考慮し、事業展開を図っている。

現在の簿価約１７億３千万円で、解散まで売却
や買戻しの方が効果は高いと見積る。簿価と近
傍価格での売却額の差は、約１１億４，５００万円。

「飯能市土地開発公社の経営健全化計画」との
進捗比較で平成30年度末約6億円の差額。
市一丸で早急に解消できるよう努力する。
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要
望

一 般 質 問

カインズホーム裏側に西武鉄道所有の遊水池が
ある。草木や土砂の撤去など行い、機能が果た
せるよう西武鉄道に整備を申し入れて欲しい
が。

原町・前田公園に地下浸透貯留槽の設置を。

飯能高校の線路北側の水路は草木が繁茂してい
る。溢水の原因にもなり整備して欲しいが。

智観寺東側水路の水を中山の旧道の公共下水へ
流れ込むよう位置の変更をしてはどうか。

水路の上流には、武蔵丘ゴルフ場があり、池の
水が土手の下から池のような所に流れ込んでい
た。ここも遊水池としての機能が果たせるよう
申し入れて欲しいが。

原町・上ノ台公園周辺の方は、浸水により家の
建て替えなどの被害にあわれている。大雨のた
びに不安にならないような雨水対策を要望し
た。

第４回の飯能高校及び飯能南高校の統合並びに
新校に関する協議会が開催され、新校開校まで、
飯能南高校は維持継続される統合案が示され
た。この間の事務レベルの協議内容は。

令和５年度には飯能南高校はなくなり新校とし
て１学級増え７学級となる。しかし、１２０名
分の枠がなくなる。中学生への進路指導は。

生徒数の減少や予算を理由に統廃合を進める
と、無理がかかるのは生徒たちとなる。教育の
主役は生徒。統廃合はすべきではない。
市所有の阿須山中土地の事業は基本協定を締
結、賃貸借契約に向け協議を進めるとされてい
る。事業全体の計画は示されたのか。

現地は広葉樹がほとんどである。雑木山の保水
能力などについて、どの様に考えるのか。

現地は里山の自然が残されている。散策や地元
小中学校の自然観察の場所として残せば素晴ら
しい場所となる。自然が好きな人など市民の意
見を取り入れて整備を進め、里山として残すべ
きだ。

問問

問

問

問 問

問

問

問

要
望

要
望
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山田　利子（日本共産党）

遊水池や地下浸透貯水槽の設置、
　水路整備で原町・前田地域の
　　住民が安心できる雨水対策を

滝沢　　修（日本共産党）

飯能高校・飯能南高校の統合
阿須山中（やまなか）土地は
　自然公園として残すべき

阿須山中土地の広葉樹林阿須山中土地の広葉樹林阿須山中土地の広葉樹林

原
町
・
上
ノ
台
公
園
周
辺
の
浸
水

答

答

答

答

答

答

答

答

答

遊水池の管理者である西武鉄道へ管理の徹底を
お願いするよう調整中である。

浅間保育所の駐車場に雨水貯留浸透施設を設置
する。状況を確認し、原町地域に有効な対策と
なるのかなど研究していく。

生い茂った樹木の伐採や浚渫など順次対応して
いく。

この水路の水が流入する管きょの処理区域は、
西側が智観寺の北、東側が加治神社の少し手前
までが最上流となり、中山旧道の下水道は周辺
４００世帯の汚水を受ける重要な管きょとなっ
ている。今までの流入口を上流、下流に変更す
ることでこれまで流下機能に影響が少なかった
区域や影響がなかった区域へ何らかの影響が発
生することが考えられるため、非常に困難であ
ると考えている。

他の部署とも連携して対応していく。

協議の中で、生徒募集の方法や施設利用について
は、令和３年度から４年度まで飯能南高校の生徒
募集を継続すること。飯能高校の施設のキャパシ
ティの解決策については、令和３、４年度に飯能
南高校に入学した生徒は令和５、６年度には飯能
南高校を仮称「加治キャンパス」として学ぶとい
う方法となった。

進学先を確保できるよう、県教育委員会と各中学
校の進路指導を支援していく。

全体計画については、県への申請書類の差し替え
や一部見直しもあり得る。計画の全容を示せるの
は、審査が終了した段階になる。

約７割弱が広葉樹になるが、事業によりほとんど
は伐採される。保水能力が減少するが、雨水排水
施設が整備される。
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一 般 質 問

飯能市では台風１９号の被害はどうだったか。

床上浸水は県とも相談しているようだが。

大きく陥没した道路や孤立した場所もあったが
県・市ともに復旧は早かった。大変感謝してい
る。道路陥没や倒木等についての被害状況は。

防災行政無線が聞こえないとの声があったが、
今議会に提出された議案の防災行政無線再整備
工事に期待している。他の伝達方法は。

原市場小に４４０人、原市場地区行政センター
に１７０人避難した。どちらも手狭になり教室
や保育所を開放したが、原市場福祉センターの
開設はなぜできなかったのか。

情報が欲しいのでテレビの設置を望むが。

森林林業再生に向けて重要な人材育成・人材確
保に取り組むべきと思うが。

中藤地区の住民主体による尾根整備の支援は。

第８期介護保険事業計画（令和３～５年度）の
準備に入る時期である。計画策定にあたって実
施するアンケート調査では、高齢者世帯の生活
は大変厳しくなっているので、生活実態を充分
に把握し計画に反映させて欲しい。アンケート
調査の特徴と市独自の考え方を伺う。

任意事業の「紙おむつ支給事業」は、在宅介護
をしている世帯では大変喜ばれている。次期計
画の中でも継続して実施して欲しいが。

豪雨・熱波と気候変動・地球温暖化対策は人類
が取り組むべき緊急の課題。２０５０年までに
ＣＯ２排出ゼロを実現するため、市として「気
候非常事態宣言」し、ＳＤＧｓ未来都市をめざ
すことを要望した。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

要
望
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内田　健次（飯能みらい）

台風第１９号に学んだ危機管理
林業施策 ①人材育成
　　　　 ②中藤地区の尾根整備

金子　敏江（日本共産党）

第８期介護保険事業計画は高齢
　者の生活実態を反映し、
　　紙おむつ事業は継続を

中沢地区の洗掘による道路陥没中沢地区の洗掘による道路陥没中沢地区の洗掘による道路陥没

在
宅
生
活
を
支
え
る
介
護
職
員

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

第８期計画策定にあたり今年度、介護認定を受
けていない６５才以上の方に「介護予防・日常
生活圏域ニーズ調査」を実施する。成年後見制
度や地域包括支援センターがどのくらい周知
されているのかも調査に加える。また、介護
認定を受けている６５才以上の方に「在宅介護
実態調査」を実施し、介護保険料についての設
問を考えている。さらに、「施設入所者調査」で
施設利用者の声を聞き、「ケアマネージャー調
査」では、介護サービス基盤整備や市との連携
を聞き、「サービス提供事業者調査」では利用
者へのサービス提供方法、サービスの質の確保
等を調査する。様々な立場の方の意見を聞いて
実態を把握し、次期計画に生かしたい。

紙おむつ支給事業では、要介護認定を受けてい
る在宅の要介護者の生活支援と介護者の経済的
負担の軽減を図るために、介護に必要な紙おむ
つを支給している。平成３０年度実績は、年間
６,６８２件、月平均５５６．８人である。介護保
険料により給付される事業なので適正に支給し
ていきたい。

全壊2件、床上浸水４５件、床下浸水１０１件、
一部破損１１件。河川の溢水は、原市場地区が
多く被害を受けている。

半壊・準半壊合せて１０棟に災害救助法の住宅
応急修理制度の案内を個別に郵送している。

３６３件受け付けた。道路は１７０件、河川水路
１２０件等だが早期復旧に努めている。

登録制メール配信、フェイスブック、ツイッター、
ヤフー防災速報、飯能市ご当地アプリ、市ホー
ムページと連携し情報発信している。

職員配置の問題と備蓄倉庫がないことから開設
を見送った。今後は検証し、改善する。

防災行政無線再整備工事で全ての避難所にラジ
オを配備するので防災情報を確認して欲しい。

林業をやりたいと考える方は経営規模に関係な
く積極的に受け入れ、育成支援したい。具体的
には初期投資の負担軽減、高性能林業機械の取
得支援は大きなインセンティブになる。

市も地域住民と連携し必要な支援をする。

市議会だより154.ai   10   2020/01/09   10:31:32



一 般 質 問

こども六法は、いじめが法律に触れていること
を説明。子ども、大人共に有益。学校へ配備を。

調整区域で公共下水道利用世帯には下水道料金
の割り増し、又は都市計画税賦課で税を公平に。

空家等対策特別措置法で空き家を解消し、環境
改善、人口増や固定資産税の増収等を図るべき。

新焼却場となった。プラごみの分別収集を廃止
し、年間７～８千万円の経費削減をすべきでは。

台風１９号で避難所へ行ったが がかかっていた
とか、事前に連絡を入れるようにとかあったが。

耐震性のない加治東、第二区、浅間、吾野の４
保育所は来年度予算で耐震化策を講ずるべき。

耐震性のない７施設は指定避難所から外すべき。

平成３０年３月に、指定緊急避難場所を策定す
るよう質問した。約２年経過したが進捗状況は。

道路冠水等で避難所へ行けない所は別の場所を。

台風１５、１９号での課題や改善すべき点は。

台風１９号で避難所へ来た中高生の行動は。

地区防災訓練に医療関係者も参加して欲しいが。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

飯能新校が発展的で夢があり、未来の埼玉県と
飯能市のために資する、新しい県立高校となる
よう期待している。県と合意した新校のビジョ
ン、飯能南高校の募集継続、そして今後の市の
取り組みについて伺う。

大字原町・新町地区の度重なる浸水被害に対し、
３５０名の署名を添えて、浸水や冠水被害の防
止対策についての要望書を提出したがその見解
を伺う。

問

問

大久田から新町方面への水路図大久田から新町方面への水路図大久田から新町方面への水路図

●11　 令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号

鳥居　誠明（清風会）

こども六法
下水道料金、空き家対策等
台風、避難所問題等

芦
苅
場
地
区
の
道
路
冠
水

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

加藤　由貴夫（みどりの会）

飯能高校及び飯能南高校の統合
　並びに新校について
大字原町地区等の浸水被害防止

答

答

市内小中学校の約半数で購入または購入予定。

受益者負担金に差を設けているのでできない。

空家等対策協議会で積極的に推進していく。

現施設の処理方法を変更する必要があり不可能。

避難所開設の周知方法を検証し改善する。開所
前の自主避難は地区行政センターとする。

来年度予算で４保育所の耐震化の予定はない。

耐震強度不足の施設は避難所として開設せず、
近隣の小中学校の体育館等を避難所とする。

年内を目途に県からアドバイスをもらう予定。

自治会長会議等へ出向き連携を図りたい。

避難者名簿作成、備蓄品の数量、避難所や災害
の情報提供等に課題。今後自治会等と協議する。

奥武蔵小学校で職員の手伝い、重い荷物の運搬
や非常食を作る・配る等の活躍をしてくれた。

医療関係者の意向もあり今後の課題としたい。

合意した新校のビジョンは、森林やメッツア、
地域の大学など、飯能市の資源を活用し、市民
との協働によって素晴らしい高等学校を創るこ
と。部活動を充実させ、文武両道を目指すこと。
探究的で協同的な学びによって、生徒を一人残
らず伸ばす学校とすること。令和４年度まで飯
能南高校の生徒を募集する方法として、令和5年
度、6年度まで飯能南高校の施設を活用する。ま
だ道半ばであるが、県と市がしっかりと協議し、
発展的統合という結論に至り、お互いの信頼関
係をしっかりと構築したと思う。飯能高校、飯
能南高校は地元の宝。計画は実行の始まりであ
り、しっかりと対処したい。一人のもれもない
飯能市民の応援を心からお願いする。

地域の切実な思いが伝わる要望書を受け取っ
た。浸水・冠水被害の防止または軽減のため、
引き続き水路や管きょの適切な維持管理を実
施する。また、雨水貯留施設の整備については、
他地区の整備効果を検証し、この地区に有効な
浸水対策を研究したい。藤田堀の上流にある調
整池は草木が生い茂っていることから、しっか
り管理し十分な能力が発揮できるよう西武鉄
道株式会社へ申し入れたい。このことは、既に
担当部署へ指示を出している。今後も、部を越
えた連携を図り、この地区の浸水被害防止のた
め、できることはしっかり対応していきたい。
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一 般 質 問

大久保市政における代名詞とも言える地方創生
をはじめ、観光振興や産業振興の今までの取り組
みと後期計画に向けた今後の地方創生の方向性
は。

飯能市の宝とも言えるメッツァ、ムーミンバレー
パークと連携し、１０年後、２０年後、そして
３０年後と飯能市が発展し続けていくためには、
インバウンド対策が必要不可欠であり、そのイン
バウンド対策を講じる上では、訪日外国人の消費
額４０％を超える中国にターゲットを絞った施
策が必要であると考える。そして、中国人観光客
を誘致する上で最も適したツールは、約１１億人
の中国人が利用しているWeChatというＳＮＳサー
ビスである。独自のホームページを制作すると
いうミニプログラム機能や、昨今の日本でキャッ
シュレスサービスとして認知度が高いpaypayのよ
うに、WeChatの中で決済ができるWeChatPay
という機能がついているWeChatの活用は。

問

問

◆ 市民に身近で開かれた議会を目指して、
　　　　議場見学を受け入れています ◆　

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆ 

令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号　●12

　８月５日にりそなキッズアカデミーの３０
名、１１月２７日に駿河台大学法学部の学生
２９名、１２月１６日に名栗幼稚園の園児１５
名が議場を見学されました。

（令和元年１２月末日現在）

 

月  日 市町村議会名 

11

３

11

６

６

７

３

８

３

８

18

 

市町村議会行政視察受入一覧

令和元年１０月１０日～令和２年１月８日　

視察内容 人数

メッツァメッツァメッツァ

野田　直人（みどりの会）

後期計画に向けた今後の方向性
インバウンド対策
Ｗe Ｃhat の活用

答

答

昨年の交流人口はメッツァオープンなどにより
３１５万人となり、今年は上半期で既に200万
人を突破している。今後の計画では、基本的な視
点を投資すべき事業への積極的な財政出動、行政
改革の推進、協働によるまちづくりを掲げ、山間
地域の振興、中心市街地の活性化など重点を明確
にした計画づくり、実効性の高い計画づくりなど
を基本的な考えとしている。

メッツァ効果やインスタグラムなどのＳＮＳ普
及により、本市を訪れる外国人観光客は増えて
いると感じている。インバウンド対策については、
たくさんの方々から様々な情報やご意見などを
いただいているので、ご提案の内容を含め情報
の整理から行っていく。

10月15日（火）

10月18日（金）

10月2３日（水）

10月2４日（木）

10月2５日（金）

1０月２９日（火）

11月  ６日（水）

11月  ７日（木）

11月15日（金）

11月18日（月）

11月19日（火）

大阪府泉大津市議会
総務都市委員会

愛知県議会
会派　自由民主党

　

愛知県半田市議会
議会運営委員会

　

秋田県八峰町議会
総務民生常任委員会

　

岩手県大船渡市議会
議会運営委員会

　

長崎県島原市議会
議会運営委員会

　

京都府舞鶴市議会
公明党議員団

　

山形県川西町議会
産業厚生常任委員会

　

山口県山陽小野田市
議会　会派　新政会

　

北海道鹿追町議会
総務文教常任委員会

　
　
埼玉県議会
産業労働企業委員会

・魅力ある都市回廊空間
　づくりのためのブラッ
　シュアッププロジェクト
　
・ムーミンバレーパーク
　の誘致・整備・運営等

・議会のＩＣＴ化・議会
　改革（タブレット端末
　の導入）

・ＩＯＴを活用した鳥獣
　被害対策

・議会におけるタブレッ
　ト端末の導入

・議会運営全般
・議会ＩＣＴ化・タブレッ
　ト端末導入

・聴覚障害者支援事業

・有害鳥獣対策

・タブレット端末の導入

・農のある暮らし「飯能
　住まい制度」
・飯能市立図書館の取り
　組み

・地域連携による観光振興
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提
出
者

　

河
野　

正
樹

提
出
者

　

埼
玉
県
宅
建
政
治
連
盟

　

彩
西
地
区地

区
長　

奥
冨　
　

浩

　

台
風
第
19
号
等
の
影
響
に
よ
り

東
北
、
信
越
、
関
東
、
東
海
に
か

け
て
、
河
川
の
堤
防
の
決
壊
、
越

水
に
よ
る
浸
水
被
害
等
が
広
範
囲

に
渡
り
多
数
発
生
し
、
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
台
風
第

15
号
に
よ
る
被
害
の
爪
痕
が
残
る
地

域
で
は
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
事
態

と
な
っ
た
。

　

政
府
は
、
被
災
直
後
か
ら
迅
速
な

救
助
・
救
出
活
動
、
避
難
支
援
等
の

応
急
対
応
と
と
も
に
、
様
々
な
取
り

組
み
に
総
力
を
挙
げ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
も
「
被
災

者
第
一
」
で
、
今
後
の
生
活
支
援
、

早
期
の
住
ま
い
の
確
保
等
、
被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
措
置
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

被
災
者
の
生
活
再
建
の
た
め
、

　

既
存
制
度
の
対
象
拡
大
等
の
弾
力

　

的
な
運
用
を
行
う
こ
と
。

２　

医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、

　

学
校
教
育
施
設
等
の
復
旧
、
再
開

　

に
向
け
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う

　

こ
と
。

３　

商
工
業
、
農
林
水
産
業
の
早
期

　

事
業
再
開
の
た
め
、
事
業
用
建
物

　

等
の
復
旧
を
支
援
す
る
補
助
制
度

　

を
創
設
す
る
こ
と
。

４　

被
災
地
の
風
評
被
害
払
拭
の

　

た
め
、
宿
泊
料
金
の
割
引
等
に
対

　

し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

５　

被
災
地
の
切
れ
目
な
い
復
旧
・

　

復
興
の
推
進
の
た
め
、
補
正
予
算

　

の
編
成
を
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
。

６　
「
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化

　

の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」の

　

計
画
通
り
の
遂
行
と
継
続
し
た
予

　

算
措
置
を
行
う
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、総
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
復
興
大
臣
、
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
あ
て

　
「
あ
お
り
運
転
」に
よ
る
事
件
・

事
故
が
相
次
ぐ
中
、
あ
お
り
運
転

を
は
じ
め
と
し
た
極
め
て
悪
質
・

危
険
な
運
転
に
対
し
て
、
厳
正
な

対
処
を
望
む
国
民
の
声
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
今

や
社
会
問
題
化
し
て
い
る
あ
お
り
運

転
の
根
絶
に
向
け
、
安
全
・
安
心
な

た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
感
染
地
域

も
広
が
り
、
終
息
が
見
通
せ
な
い
ど

こ
ろ
か
、
さ
ら
な
る
広
域
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
今

回
の
事
態
を
国
家
レ
ベ
ル
の
危
機
事

案
と
受
け
止
め
、
養
豚
農
家
が
今
後

も
安
心
し
て
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
豚
コ
レ
ラ
終
息
に
向
け
た
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
緊
急
か
つ
具
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

記

１　

飼
養
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　

速
や
か
に
進
め
、
取
引
価
格
の
下

　

落
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ

　

る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

２　

今
般
の
拡
大
の
主
要
因
と
な
っ

　

た
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
や

　

戦
略
的
な
経
口
ワ
ク
チ
ン
ベ
ル
ト

　

の
構
築
を
行
う
こ
と
。

３　

ア
ジ
ア
で
拡
大
し
て
い
る
ア
フ

　

リ
カ
豚
コ
レ
ラ
の
国
内
侵
入
を
防

　

止
す
る
た
め
、
水
際
対
策
の
強
化
、

　

徹
底
を
図
る
こ
と
。

４　

営
農
を
再
開
で
き
る
よ
う
、
収

　

入
が
途
絶
え
る
期
間
の
生
活
費
の

　

支
援
な
ど
養
豚
農
家
に
対
す
る
経

　

営
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
あ
て

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

⑧
棒
ノ
嶺
の
登
山
道
に
公
衆
ト
イ

　

レ
を
設
置
す
る
こ
と
に
関
す
る

　

陳
情

⑨
陳
情
書（
空
き
家
対
策
の
推
進
に

　

関
す
る
件
、
市
町
村
公
的
審
議

　

会
等
委
員
へ
の
公
益
社
団
法
人

　

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

会
員
の
登
用
に
関
す
る
件
等
）

令
和
元
年
台
風
第
19
号
等
か
ら
の

復
旧・復
興
に
向
け
た
対
策
を
求
め

る
意
見
書
（
抜
粋
）

「
あ
お
り
運
転
」に
対
す
る
厳
罰
化

と
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書
（
抜
粋
）

豚
コ
レ
ラ
の
早
期
終
息
に
向
け
た

緊
急
か
つ
具
体
的
な
対
策
を
求
め

る
意
見
書
（
抜
粋
）

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

市
議
会
か
ら

　
　
　

国
等
へ
提
出

交
通
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　
「
あ
お
り
運
転
」の
規
定
を
新

　

た
に
設
け
、厳
罰
化
に
つ
い
て
は
、

　

実
効
性
の
あ
る
法
改
正
と
な
る

　

よ
う
、
早
急
に
検
討
を
進
め
る

　

こ
と
。

２　

運
転
免
許
更
新
時
に
、
あ
お

　

り
運
転
等
の
危
険
性
や
違
反
行

　

為
に
対
し
て
は
取
締
ま
り
が
行
わ

　

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
講
習
も
行

　

う
こ
と
。

３　

あ
お
り
運
転
を
受
け
た
場
合

　

の
具
体
的
な
対
処
方
法
に
つ
い

　

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

　

広
報
誌
な
ど
を
効
果
的
に
活
用

　

し
、
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
あ
て

　

昨
年
９
月
に
国
内
で
26
年
ぶ
り
に

発
生
し
た
豚
コ
レ
ラ
は
、
関
係
者
に

よ
る
懸
命
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
年
間
に
14
万
頭
を
超
え
る
殺

処
分
が
行
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
も

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提

出
し
た
も
の
。
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可
能
に
す
る
こ
と
や
結
婚
祝
い
金

を
支
給
す
る
等
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
利
用
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

　

現
時
点
で
は
法
的
に
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
も
多
く
あ
る
が
、
自
然
と
当

事
者
に
心
を
寄
せ
る
社
会
が
確
立

で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
て
い
た
。

兵
庫
県
宝
塚
市
（
10
月
17
日
）

「
宝
塚
市
の
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ

ー
シ
テ
ィ
宝
塚
行
動
計
画
」に
つ

い
て

「
宝
塚
市
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
」に
つ
い
て

　

生
駒
市
は
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
の
協
創
で
築
く
低
炭
素
循
環
型
住

宅
都
市
と
し
て
、
内
閣
府
か
ら
環
境

モ
デ
ル
都
市
に
選
定
さ
れ
た
。

　

市
が
誇
る
市
民
力
を
活
か
し
、
課

題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
、
産
業
構
造

の
弱
さ
に
対
応
す
る
た
め
、
自
治
体

新
電
力
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
を
設
立

し
た
。
電
力
供
給
に
よ
る
電
力
の
地

産
地
消
、
地
元
雇
用
の
促
進
、
地
域

内
の
経
済
付
加
価
値
、
市
税
収
入
の

増
加
等
の
経
済
波
及
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

今
後
は
、
一
般
家
庭
５
０
０
０
世

帯
へ
の
供
給
を
目
指
し
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ

電
源
の
積
極
的
な
買
い
取
り
な
ど
再

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
拡
大
を
図
り
、

日
本
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
モ
デ
ル

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
非
常
に
高
い
志
を
感
じ
た
。

大
阪
府
太
子
町
（
10
月
17
日
）

「
太
子
町
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ

事
業
」
に
つ
い
て

奈
良
県
生
駒
市
（
10
月
18
日
）

「
生
駒
市
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て

先
進
事
例
の
調
査
視
察

総
務
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

　

豊
明
市
は
、
市
内
の
引
き
こ
も
り

を
約
６
０
０
人（
義
務
教
育
終
了
か

ら
64
歳
ま
で
）と
想
定
し
、
市
役
所

内
に
引
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
相
談
員
２
名
が
常
駐
す
る
ほ

か
、
月
２
回
医
療
機
関
か
ら
派
遣
さ

れ
る
専
門
職
が
対
応
し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
義
務
教
育
終
了
後

の
引
き
こ
も
り
へ
の
対
応
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、費
用
対
効
果

や
数
字
に
よ
る
成
果
を
問
題
視
す
る

の
で
は
な
く
、
一
人
の
孤
独
者
・
孤

立
者
も
作
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
で
国

の
事
業
も
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
今

後
の
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

　

長
岡
市
で
は
、
地
域
内
の
路
線
バ

ス
が
休
止
や
大
幅
減
便
と
な
り
、
バ

ス
事
業
者
に
代
わ
る
将
来
的
な
運
行

方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
。

　

地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
会

員
制
の
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
と
し
て
運

行
を
行
っ
て
い
る
中
、「
や
ま
こ
し

復
興
交
流
館
お
ら
た
る
」を
拠
点
と

し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
が
、
国
土

交
通
省
の
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
に

選
定
さ
れ
た
。
こ
の
実
験
に
は
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

し
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
を
持
続
可

能
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
狙
い

で
、
車
両
は
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式

会
社
の
定
員
６
人
乗
り
の
ゴ
ル
フ

カ
ー
ト
型
を
使
用
し
た
。
実
験
を
通

じ
て
、
手
動
介
入
や
車
両
セ
ン
サ
ー

の
誤
検
知
等
、
車
両
技
術
、
運
行
管

理
に
お
い
て
多
く
の
課
題
事
象
が
確

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
様
な
収
入

の
確
保
が
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

と
し
て
は
厳
し
い
こ
と
が
判
っ
た
。

愛
知
県
豊
明
市
（
10
月
18
日
）

「
豊
明
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
」

に
つ
い
て

新
潟
県
長
岡
市
（
10
月
３
日
）

「
長
岡
市
の
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

活
用
」に
つ
い
て

　

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

は
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

宝
塚
市
は
こ
の
考
え
方
に
賛
同
し
、

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
宝
塚

行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

市
民
公
募
の「
お
互
い
さ
ま
の
ま

ち
づ
く
り
縁
卓
会
議
」を
実
践
隊
と

し
、
居
場
所
づ
く
り
部
会
、
健
康
生

き
が
い
就
労
部
会
、
広
報
情
報
部
会

に
分
か
れ
、
地
域
課
題
解
決
の
方
策

を
協
働
で
検
討
、
実
行
し
て
い
る
。

　

高
齢
化
が
加
速
す
る
本
市
で
も
さ

ら
な
る
地
域
づ
く
り
の
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
高
齢
者
の
働
き
場
所
の
創

出
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
宝
塚
市
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
宣
誓
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
要
綱
を
制
定
し
、
入
院
時
の
連
帯

保
証
人
に
患
者
と
連
名
で
サ
イ
ン
を

　

太
子
町
で
は
、介
護
保
険
制
度
の

総
合
事
業
と
し
て
、道
路
運
送
法
上

の
許
可
や
登
録
が
不
要
な
移
動・外
出

支
援
＋
訪
問
Ｄ（
移
送
前
後
の
生
活
支

援
）で
、
マ
イ
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自

宅
か
ら
の
個
別
送
迎
を
行
っ
て
い
る
。

　

住
民
が
必
要
と
す
る
外
出
支
援
を

行
政
と
住
民
が
と
も
に
考
え
、試
行

錯
誤
し
な
が
ら
実
践
し
、国
土
交
通

省
、陸
運
局
等
と
何
度
も
交
渉
し
、実

施
し
た
こ
と
は
、本
市
に
お
い
て
も
高

齢
者
の
外
出
支
援
の
道
が
開
け
る
の

で
は
な
い
か
と
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

総務委員会総務委員会

厚生文教委員会厚生文教委員会

総務委員会

厚生文教委員会
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◆議場に名栗幼稚園の園児たちによる作品を展示しました◆

●15　 令和２年２月１日　はんのう市議会だより　第154号

群
馬
県
中
之
条
町
（
10
月
４
日
）

「
一
般
財
団
法
人
中
之
条
電
力
の

事
業
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て

経済建設委員会経済建設委員会経済建設委員会

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員（
２
名
ま
た
は
３
名
）が

必
要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、原

則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、議
場

に
陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ

り
等
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または記名押印）をお願いします。

請願・陳情の提出方法について　･･･市民の声を市政に･･･

 
本文（例）  

 

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・

　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 

住 所 

氏 名         ㊞
 

外○名 

紹介議員   ◇◇◇◇ 
同     ▽▽▽▽ 
同     □□□□ 

飯能市議会議長 ○○○○様 

署名簿（例） 

住 所 氏 名 印  

　

し
か
し
、
道
の
駅
等
を
拠
点
と

し
た
、
自
動
運
転
車
両
が
集
落
等

を
巡
回
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
本
市
の
山
間
地
域

に
お
け
る
人
流
の
確
保
と
物
流
の
確

保
の
双
方
が
可
能
と
な
る
と
感
じ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
と
併
せ
て
、
観

光
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
も
展
開
で

き
る
こ
と
も
感
じ
た
。

　

平
成
25
年
に
一
般
財
団
法
人
中

之
条
電
力
を
設
立
し
、
国
内
初
の
事

例
と
し
て
第
一
発
電
所
の
事
業
化
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
電
力
事
業
で
の
供

給
先
は
、
公
共
施
設
、
高
圧
施
設
、

一
般
家
庭
以
外
に
も
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
電
力
と
し
て
お
り
、
太
陽
光
発

電
で
は
、
年
間
２
０
０
０
万
円
ほ
ど

の
利
益
が
出
て
い
る
。

　

全
国
で
初
め
て
自
治
体
新
電
力
を

設
立
し
た
背
景
と
経
緯
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、産
み
の
苦
し
み
が
と
て
も
よ

く
伝
わ
っ
た
。ま
た
、地
域
の
特
徴
と

し
て
は
、本
市
と
同
じ
よ
う
な
山
間

地
域
の
人
口
減
少
と
森
林
の
利
活
用

の
課
題
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、大

変
参
考
に
な
っ
た
。

　

中
之
条
町
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
現
場
の
視
察
を
通
し
て
危
機

感
を
抱
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」宣

言
を
し
、
電
力
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
に
よ
り
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
き
た
。
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◎◎鳥居誠明　　○○坂井悦子　　関田直子
　松橋律子　　　滝沢　修　　砂長恒夫

11月29日

12月 4日
5日
9日
10日
11日
13日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑、議案の委員会付託
常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
埼玉県都市競艇組合議会議員選挙
議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
閉会

広報委員会
埼玉県都市競艇組合議会定例会

全国市議会議長会基地協議会関東部会総会
代表者会議
全員協議会
議会運営委員会
第４回定例会（12月13日まで）
広報委員会

広報委員会

9日
28日

11日
12日
19日
26日
29日

8日

　令和元年１２月定例会の一般質問は、１４名の議員が
登壇しました。
　台風第１９号による被害が甚大だったこともあり、多
くの議員が災害対策に関する質問を取り上げていました
が、非常時こそ地域や現場を知る議員力が求められるこ
とを痛感しました。また、「避難所における中高生の積極
的なボランティア活動がとても素晴らしかった。」との答
弁もあり、飯能市に「希望」を感じることもできました。
　議員は、一般質問の際、現地写真や地図、グラフ等の
補足資料を使用することができます。傍聴席からは、そ
れらの補足資料を８５インチの大型モニターでご覧いた
だくことができます。是非、傍聴にいらしてください。

（松橋）

https://www.city.hanno.lg.jp

１２月定例会では延べ２２８名の方が傍聴されました。

次回の３月定例会は
２月２８日開会予定です。
会期日程等は２月２５日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で
　一般質問の様子を録画放映しています。
☆ライブ中継をしています
　 　市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問
　 をライブ中継しています。

１２月定例会

１０月

１１月

１月

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
2/7～2/12、2/16～2/21、3/1～3/5、3/15～3/18
お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

日本フィンランド外交関係樹立１００周年記念事業日本フィンランド外交関係樹立１００周年記念事業日本フィンランド外交関係樹立１００周年記念事業
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令和２年度一般会計・特別会計・企業会計予算案などを可決
議会の新体制を決定

～３月定例会一般質問の取り下げについて～
　市議会では、新型コロナウイルス対策について熟慮した結果、一般質問通告者全員が質問を取り下げましたので、
市民の皆さまにはご理解賜りますようお願いいたします。

梨の花（精明地区）

桜と雪化粧（３月29日）桜と雪化粧（３月29日）桜と雪化粧（３月29日）
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３月定例会が開催されました
　３月定例会は、２月２８日から３月１７日までの１９日間開かれ、
市長提出議案３１件、議員提出議案４件、その他１件について審議
等を行い、すべて議決いたしました。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○の中の数字は議案番号(順不同)

令和２年５月１日　はんのう市議会だより　第155号　●２

⑲
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

　
　

予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

　　
　

歳
出
に
お
い
て
社
会
保
障
関

　
　

係
経
費
等
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、
歳
入
の
う
ち
自
主
財
源

と
し
て
最
も
重
要
な
市
税
は
、
国

や
地
域
経
済
の
動
向
等
の
指
標
等

を
勘
案
し
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等

を
踏
ま
え
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　

給
与
所
得
者
の
所
得
の
階
層

　
　

別
の
状
況
に
つ
い
て
は
。

　
　

所
得
２
０
０
万
円
以
下
の
方

　
　

は
、
前
年
度
比
93
人
の
減
で

１
万
７
７
２
６
人
、
２
０
０
万
円

か
ら
４
０
０
万
円
の
方
は
１
５
６

人
増
の
８
１
１
７
人
、
４
０
０
万

円
か
ら
７
０
０
万
円
の
方
は
35
人

増
の
２
６
７
５
人
、
７
０
０
万
円

以
上
の
方
は
42
人
増
の
７
４
２
人

と
各
階
層
で
伸
び
て
お
り
、
所
得

は
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

飯
能
消
防
団
第
６
分
団
２
部

　
　

車
庫
詰
所
の
建
設
の
内
容
は
。

　
　

令
和
２
年
９
月
に
工
事
着
工

　
　

し
、
年
度
末
の
完
成
に
向
け

て
準
備
を
進
め
る
。
木
造
２
階
建

て
の
床
面
積
は
１
７
２
㎡
で
、
１

階
部
分
は
車
庫
・
倉
庫
・
ト
イ

レ
、
２
階
部
分
は
詰
所
・
ト
イ
レ

の
予
定
で
あ
る
。

　
　

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
目

　
　

的
や
効
果
は
。

　
　

学
校
、
保
護
者
、
家
庭
、
地

　
　

域
の
連
携
に
よ
り
学
校
の
問

題
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
子

供
た
ち
の
生
き
抜
く
力
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
組
織

的
・
継
続
的
な
学
校
運
営
体
制
を

構
築
で
き
、
目
標
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
た
活
動
が
期
待
で
き
る
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　
　

実
現
と
教
員
の
働
き
方
改
革

と
の
関
係
は
。

　
　

本
市
が
目
指
す
学
び
の
改
革

　
　

は
、
創
造
的
で
探
究
的
、
協

同
的
な
学
び
に
よ
り
知
識
の
活
用

能
力
や
問
題
解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
21
世

紀
型
の
学
校
づ
く
り
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
と
っ
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
は
有
効
で
あ
る
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ
り
、

職
員
会
議
等
の
た
め
に
作
成
す
る

膨
大
な
資
料
の
印
刷
作
業
が
な
く

な
る
等
の
教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
学
年
通

信
や
学
級
通
信
の
配
信
、
家
庭
と

の
連
絡
ツ
ー
ル
や
休
校
と
な
っ
た

場
合
の
家
庭
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て

大
変
有
効
で
あ
る
。

　
　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
教
職
員

　
　

の
派
遣
に
つ
い
て
は
。

　
　

教
職
員
の
派
遣
は
、
夏
ま
で

　
　

に
教
職
員
４
名
、
事
務
局
１

名
で
実
施
す
る
と
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
か
ら
、
時
期
等
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
学

力
世
界
一
に
な
っ
た
教
育
現
場
を

視
察
し
、
教
育
理
念
や
方
針
、
具

体
的
な
授
業
等
を
学
ぶ
こ
と
で
、

一
層
改
革
を
推
進
で
き
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　

阿
須
小
久
保
線
阿
須
工
区
の

　
　

整
備
状
況
は
。

　
　

今
後
の
協
議
で
阿
須
工
区
へ

　
　

の
信
号
機
設
置
を
求
め
て
い

く
こ
と
、
県
か
ら
阿
須
ガ
ー
ド
の

拡
幅
は
阿
須
工
区
の
整
備
や
阿
須

運
動
公
園
入
り
口
の
交
差
点
改
良

等
と
連
携
し
、
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
路
線
と
し
て
考
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
。

　　
　

令
和
２
年
10
月
１
日
開
始
予

　
　

定
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
ほ
か
、
高
齢
者
用
肺
炎
球

菌
、
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
、
17
種
類
の
予
防
接
種
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
想
接
種
者
数

は
、
平
成
30
年
度
の
年
間
出
生
数

を
基
に
２
５
０
人
、
３
回
分
で
予

算
計
上
し
て
い
る
。

　
　

空
家
対
策
に
お
け
る
空
き
家

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援
は
。

　
　

空
家
等
対
策
計
画
で
は
、
事

　
　

業
者
等
と
の
連
携
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

空
家
バ
ン
ク
に
よ
り
住
宅
の
取
得

を
検
討
し
て
い
る
方
に
は
、
自
分

で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
方
も
多
く

い
る
た
め
、
市
内
の
事
業
者
に
よ

る
専
門
的
な
情
報
提
供
、
技
術
的

な
支
援
等
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

地
方
創
生
に
資
す
る
森
林
の

　
　

利
活
用
モ
デ
ル
と
は
。

　
　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
を
拠

定
例
会
初
日
に
は
、
令
和
２
年
度
予
算
案
の
概
要
説
明
が
市
長
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
億
５
０
０
０
万
円
、
率
に
し
て
２
・
６
％
増
の
総
額
２
９
８
億
円
と
し
、

一
般
会
計
に
８
つ
の
特
別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
の
予
算
を
合
算
し
た
市
全
体
の
予
算
総
額
は
、
５
３
５
億
８
３
０

８
万
４
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
５
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
オ
ー
ル
飯
能
体
制
で
実
行
す
る
と
と
も
に
、「
住
み

た
い
ま
ち
」、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」、「
訪
れ
た
い
ま
ち
」を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
発
展
都
市
へ
の

飛
躍
、
真
の
森
林
文
化
都
市
へ
の
躍
動
、
そ
れ
に
向
け
た
挑
戦
の
気
持
ち
を
も
っ
て
編
成
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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め
議
論
が
十
分
で
は
な
く
、
後
年
度

の
財
政
負
担
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
等

か
ら
、
反
対
す
る
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
引
き

続
き
黒
字
を
堅
持
し
、
財
政
健
全
化

に
も
配
慮
し
た
予
算
編
成
で
あ
る
こ

と
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
大

幅
な
処
遇
改
善
と
な
る
こ
と
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
行
政
事

務
を
効
率
化
す
る
こ
と
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
本
市
の
教
育

改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
こ
と
等
か

ら
、
賛
成
す
る
。

歳 入

歳 出

●3　　令和２年５月１日　はんのう市議会だより　第155号

⑫
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
２
億
３
７
１
７
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
１

２
億
１
８
１
８
万
円
と
す
る
た
め

提
案
す
る
も
の
。

⑳
令
和
２
年
度
飯
能
市
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
事
業
勘
定
は
85
億
８
７
６
２

万
円
、
南
高
麗
診
療
所
勘
定
は
７

３
３
６
万
２
千
円
、
名
栗
診
療
所

勘
定
は
６
７
６
６
万
２
千
円
と
定

め
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

⑱
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

飯
能
市
土
地
開
発
公
社
か
ら
飯

能
市
大
字
阿
須
字
山
中
８
９
６
番

ほ
か
４
筆
の
土
地
を
取
得
す
る
た

め
提
案
す
る
も
の
。

点
と
し
て
、
都
市
部
か
ら
本
市
へ
の

人
の
流
れ
、
経
済
の
流
れ
を
つ
く
り

出
し
、
森
林
の
保
全
と
利
活
用
を

同
時
に
か
な
え
る
循
環
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
具
体
的
な
施
策
は
、

観
光
協
会
等
の
関
係
団
体
と
意
見

交
換
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

　
　

の
役
割
等
に
つ
い
て
は
。

　
　

子
ど
も
家
庭
支
援
員
、
虐
待

　
　

対
応
専
門
員
が
必
ず
配
置
さ

れ
、
実
情
の
把
握
、
情
報
の
提

供
、
相
談
、
調
査
、
指
導
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
等
を
業
務
と

し
、
本
市
の
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
し
て
い
く
た
め
の
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

市
民
会
館
の
窓
口
業
務
等
の

　
　

民
間
活
用
に
つ
い
て
は
。

　
　

令
和
２
年
度
の
新
規
事
業
と

　
　

し
て
取
り
組
み
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
人
材
派
遣
に
シ
フ
ト
す

る
も
の
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
労
務
管
理
業
務
の
削
減
等
、

大
き
な
効
果
や
成
果
が
上
が
る
と

考
え
て
い
る
。

▼
討
論
▲

　　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間

を
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
個
人
情
報

保
護
に
不
安
が
あ
る
た
め
普
及
率
が

低
い
こ
と
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
導
入
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
た

　
　

阿
須
山
中
の
土
地
取
得
目
的

　
　
は
当
初
自
然
公
園
で
あ
っ
た
が
。

　
　

当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
自
然

　
　

公
園
に
限
定
せ
ず
、
本
市
の

貴
重
な
資
産
で
あ
る
当
該
土
地
を

貸
し
付
け
る
こ
と
で
、
財
政
負
担

の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す

る
目
的
と
し
た
こ
と
は
自
然
な
流

れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
方
創
生
と
な
っ
た
意
味
と

　
　

内
容
は
。

　
　

地
方
創
生
は
、
少
子
・
高
齢

　
　

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域

の
人
口
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小

を
克
服
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
成

長
力
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
世
界
的
ラ
イ
セ
ン

ス
を
使
っ
た
サ
ッ
カ
ー
事
業
を
通

し
て
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
、

交
流
人
口
の
増
加
等
を
実
現
し
て

い
く
も
の
で
、
本
市
が
目
指
す
地

方
創
生
の
姿
と
も
合
致
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。

▼
討
論
▲

　

平
成
３
年
に
土
地
開
発
公
社
が

先
行
取
得
し
た
共
有
持
分
の
一
部

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　
　

昨
年
の
台
風
第
19
号
に
係
る

　
　

災
害
復
旧
事
業
の
状
況
は
。

　
　

市
道
15
カ
所
に
つ
い
て
災
害
査

　
　

定
が
終
了
し
、
交
付
申
請
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
７
カ
所
は
工
事

発
注
済
み
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道
７

路
線
に
つ
い
て
も
災
害
査
定
は
終
了

し
、
４
月
以
降
に
工
事
を
発
注
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
施
設

　
　

整
備
事
業
の
費
用
対
効
果
は
。

　
　

本
事
業
に
よ
り
、
農
林
産
物
加

　
　

工
直
売
所
の
利
用
者
数
が
現
状

の
約
５
万
人
か
ら
約
２
万
人
増
え
る

と
見
込
み
、
埼
玉
県
の
経
済
波
及
効

果
を
試
算
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
約

２
億
４
０
０
０
万
円
の
経
済
波
及
効

果
に
つ
な
が
る
と
の
試
算
結
果
に

な
っ
て
い
る
。

▼
討
論
▲

　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
施
設
整
備

事
業
は
、
公
の
施
設
の
目
的
と
相
違

が
あ
る
こ
と
、
観
光
客
に
過
度
に
期

待
し
た
事
業
で
あ
り
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
暮
ら
し
を
温
め
る
予
算
の

使
い
方
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
た

め
、
反
対
す
る
。

　

事
業
の
財
源
措
置
は
一
般
財
源
を

充
て
る
こ
と
な
く
、
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
等
の
特
定
財
源
だ
け
で

予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
山
間
地
域
振

興
や
雇
用
拡
大
、
新
た
な
森
林
利
活

用
モ
デ
ル
と
な
る
先
進
的
な
取
り
組

  主な追加の内容(万円未満切り捨て)
  
国庫支出金　　　　　　　　  　 2億1,883万円
寄附金　　           　　　　　    1億2,400万円
繰入金　　　　　　　　　　   △3億3,138万円
　

生活保護扶助事業　      　　   　1億円
旧ごみ処理施設解体事業  　     △2億  217万円
農林産物加工直売所施設整備事業　 2億  975万円

で
あ
る
１
１
６
分
の
４
の
取
得
経

緯
が
不
明
瞭
で
あ
り
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
、
太
陽
光
発
電
と
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
運
営
が
本
市

の
地
方
創
生
に
役
立
つ
と
は
言
え

な
い
こ
と
等
か
ら
、
反
対
す
る
。

　

提
案
事
業
は
、
世
界
的
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導

入
し
、
本
市
か
ら
世
界
に
羽
ば
た

く
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
育
成
す
る
も

の
で
、
運
営
経
費
を
太
陽
光
発
電

事
業
で
調
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
有
資
産
を
有
効
活
用
し
た
地
方

創
生
に
資
す
る
事
業
で
あ
る
た

め
、
賛
成
す
る
。

　
　

国
保
加
入
者
の
構
成
は
。

　　
　

所
得
階
層
と
し
て
は
、２
０
０

　
　

万
円
未
満
が
約
８
割
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

特
定
健
診
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　
　

医
薬
品
の
使
用
状
況
は
。

　
　

本
市
の
特
定
健
診
受
診
率
及

　
　

び
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利

用
率
は
、
県
内
平
均
よ
り
も
高

く
、
こ
の
取
り
組
み
は
医
療
費
適

正
化
の
ほ
か
、
保
険
者
努
力
支
援
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㉖
令
和
２
年
度
飯
能
市
後
期
高
齢

　

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
10
億
７
０
９
７
万
７
千
円
と

定
め
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

制
度
の
評
価
指
標
と
な
っ
て
お

り
、
補
助
金
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
今
後
も
さ
ら
に
努

力
し
て
い
く
。

▼
討
論
▲

　

保
険
料
率
の
改
正
は
な
い
も
の

の
基
礎
課
税
額
を
58
万
円
か
ら
61

万
円
に
、
賦
課
限
度
額
を
93
万
円

か
ら
96
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
あ
り
、
全
体
の
影
響
額
が
約
５

０
０
万
円
で
あ
れ
ば
、
市
の
裁
量

で
引
き
上
げ
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
法

令
に
基
づ
き
、
所
得
の
高
い
世
帯

に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
応

能
負
担
の
考
え
か
ら
も
や
む
を
得

な
い
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　
　

全
体
の
予
算
の
組
み
立
て
は
。

　　
　

加
入
者
の
増
に
よ
り
、
後
期

　
　

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
そ
れ

に
伴
う
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
よ
り
増
額
計
上
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

75
歳
以
上
の
一
部
負
担
金
を

　
　

１
割
か
ら
２
割
に
す
る
こ
と

へ
の
見
解
は
。

　
　

国
で
議
論
を
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　

高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
が
増

え
て
い
く
中
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
に
制
度
設
計
の
見
直
し
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
一
方
で
、
必

要
な
医
療
へ
の
受
診
抑
制
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
特
に
低
所
得
者

に
配
慮
し
た
制
度
の
あ
り
か
た
を

検
討
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

▼
討
論
▲

　

保
険
料
率
の
改
定
に
よ
り
均
等

割
は
据
え
置
か
れ
た
も
の
の
所
得

割
は
７
・
86
％
か
ら
７
・
96
％
に
な

り
、
賦
課
限
度
額
も
62
万
円
か
ら

64
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
相
次

ぐ
社
会
保
障
費
の
負
担
増
に
よ
り

高
齢
者
の
生
活
は
深
刻
で
あ
る
た

め
、
反
対
す
る
。

　　

本
市
は
健
康
増
進
と
医
療
費
適

正
化
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
保
険

料
率
に
つ
い
て
も
埼
玉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
剰
余
金
を

活
用
し
て
保
険
料
率
の
上
昇
を
抑

え
て
い
る
こ
と
、
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
将
来
に
わ
た
る
安
定
運
営

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成

す
る
。

◆
議
長
・
副
議
長
◆

　　

議
長　
　

平
沼　
　

弘

　

副
議
長　

野
口　

和
彦

◆
委
員
会
の
構
成
◆

　
　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会
（
定
数
７
人
）

◎
中
元　
　

太　

○
関
田　

直
子

　

坂
井　

悦
子　
　

内
田　

健
次

　

新
井　
　

巧　
　

鳥
居　

誠
明

　

砂
長　

恒
夫

総
務
教
育
委
員
会
（
定
数
７
人
）

◎
関
田　

直
子　

○
内
田　

健
次

　

坂
井　

悦
子　
　

栗
原　

義
幸

　

滝
沢　
　

修　
　

砂
長　

恒
夫

　

野
田　

直
人

生
活
福
祉
委
員
会
（
定
数
６
人
）

◎
新
井　

重
治　

○
松
橋　

律
子

　

大
津　
　

力　
　

平
沼　
　

弘

　

山
田　

利
子　
　

新
井　
　

巧

経
済
建
設
委
員
会
（
定
数
６
人
）

◎
金
子　

敏
江　

○
加
藤
由
貴
夫

　

野
口　

和
彦　
　

中
元　
　

太

　

鳥
居　

誠
明　
　

加
涌　

弘
貴

　

定
数
19
名

（
令
和
２
年
３
月
17
日
現
在
）

議会人事

就任あいさつ
　３月定例会において、副議長に
就任いたしました。
　本市では、地方創生に向けた、
積極的な施策の展開で、発展都市
への歩みを進めています。
　市議会も、市政の発展、議会
改革の推進に全力で取り組んで
まいります。
　ご支援、ご指導賜りますよう
お願いいたします。

　令和２年３月定例会において、副議長の選挙が行われ
ました。選挙の結果は以下のとおりです。
【副議長選挙の結果】
野口　和彦議員　 １４票
無効　　　　　　　５票

副議長
野口　和彦

◆ 常任委員会の所管を変更しました ◆

　市議会では、より議論を深め審査の充実を図るため、
常任委員会の名称及び所管を変更しました。
　令和２年６月定例会から、下記の常任委員会で審査を
行います。

常任委員会名

総務教育委員会

　
生活福祉委員会

経済建設委員会

　　　　所　　管
企画
総務
財務
教育
他の委員会に属さないもの
市民生活
健康福祉
産業環境
建設
上下水道

20.04市議会だより155.ai   4   2020/04/13   13:13:59



　議会に提出された議案や請願は、専門　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査をする的により詳しく審査をする
ため総務ため総務、厚生文教厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託され経済建設の３つの常任委員会に付託されました。ました。
　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）○の中の数字は議案番号（順不同）

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査をする
ため総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されました。
　３月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）
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飯
能
市
学
校
運
営
協
議
会
の
新

設
に
伴
い
、
会
長
報
酬
を
日
額
４

０
０
０
円
、
そ
の
他
の
委
員
報
酬

を
日
額
３
５
０
０
円
と
す
る
こ
と
。

　

飯
能
市
市
民
後
見
推
進
審
議
会

を
廃
止
し
、
新
設
す
る
飯
能
市
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
審
議
会
の

会
長
報
酬
を
日
額
９
０
０
０
円
、

そ
の
他
の
委
員
報
酬
を
日
額
８
０

０
０
円
と
す
る
こ
と
。

　

生
活
保
護
費
負
担
金
は
、
高
額

に
な
る
入
院
等
が
多
か
っ
た
た
め

歳
出
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
併

せ
て
歳
入
も
増
加
と
な
っ
た
こ
と
。

　

ノ
ー
ラ
名
栗
の
総
事
業
費
は
大

き
く
膨
ら
ん
だ
が
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
森
林
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
拠
点
で
あ
り
、
農
林
水
産
業

費
国
庫
補
助
金
と
し
て
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
及
び
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
計
上
し
た
こ
と
。

　　　

平
成
３
年
に
土
地
開
発
公
社
が
先

行
取
得
し
た
共
有
持
分
１
１
６
分
の

４
は
、登
記
嘱
託
書
等
が
残
っ
て
い
な

　

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
は
、米

中
貿
易
摩
擦
等
の
影
響
に
よ
り
日

本
企
業
の
業
績
悪
化
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、税
収
が
伸
び
悩
む
公
算
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、令
和
２
年
度
は

対
前
年
度
比
23・１
％
の
減
収
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　

近
年
、自
然
災
害
が
大
規
模
化
す

る
中
、森
林
整
備
は
災
害
対
策
・
事

前
防
災
対
策
に
有
効
で
あ
り
、総
務

省
で
は
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、森
林
環
境
譲
与
税
を
増
額

す
る
改
正
を
行
う
こ
と
。

　

法
人
税
の
減
収
分
約
７
０
０
０

万
円
は
、法
人
事
業
税
交
付
金
に
よ

り
約
６
０
０
０
万
円
が
補
て
ん
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
分

に
つ
い
て
、地
方
消
費
税
２・２
％
の

う
ち
22
分
の
12
を
社
会
保
障
財
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
。

　

市
債
は
、な
る
べ
く
交
付
税
措
置

の
あ
る
も
の
等
を
選
択
す
る
ほ
か
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮

し
、後
年
度
へ
の
過
度
な
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
る
こ
と
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
事
業
に
つ

い
て
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
の
大
き
な

バ
ナ
ー
に
よ
り
、引
き
続
き
見
や
す

い
情
報
提
供
を
し
て
い
く
こ
と
。

　

消
防
団
事
業
の
う
ち
、第
６
分
団

２
部
車
庫
詰
所
の
建
設
工
事
費
４

０
０
０
万
円
は
、消
防
施
設
整
備
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
。ま
た
、

積
載
車
２
台
の
購
入
費
３
３
０
０
万

円
は
、消
防
施
設
整
備
事
業
債
に
よ

り
対
応
す
る
こ
と
。

　

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
に
つ

い
て
、防
災
士
の
資
格
取
得
者
は
２
名

お
り
、令
和
２
年
度
に
３
名
分
の
資

格
取
得
費
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

い
が
、並
行
し
て
進
め
て
い
た
他
の

共
有
地
の
登
記
嘱
託
書
等
に
寄
附
を

売
買
と
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
た

め
、当
該
用
地
も
同
様
の
誤
り
が

あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
、公
費
支
出

も
確
認
で
き
な
い
た
め
、寄
附
で
あ
っ

た
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
。

　

阿
須
山
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、事

業
者
が
運
営
す
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
の
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
が
、対
外

試
合
等
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
。

　

サ
ッ
カ
ー
事
業
運
営
の
た
め
の
太

陽
光
発
電
事
業
は
、上
限
約
10・２
メ

ガ
ワ
ッ
ト
で
経
済
産
業
省
の
認
可
を

受
け
て
い
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）
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②
飯
能
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

⑫
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

⑲
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

㉚
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
９
号
）

⑥
飯
能
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

　

審
議
会
条
例

⑦
飯
能
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

⑫
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

⑱
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

本
審
議
会
を
活
用
し
な
が
ら
、令

和
３
年
度
末
ま
で
に
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
策
定
し
、

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

　

賦
課
限
度
額
と
な
る
の
は
、給
与

所
得・年
金
所
得
で
９
０
０
万
円
以

上
の
方
で
、
本
市
の
対
象
人
数
は

３
９
６
人
、対
象
世
帯
は
１
７
３
世

帯
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
。

　

西
部
11
市
中
10
市
が
賦
課
限
度

額
を
地
方
税
法
で
定
め
た
と
こ
ろ

ま
で
上
げ
て
お
り
、残
り
１
市
も
今

後
、段
階
的
に
上
限
額
ま
で
上
げ
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て
、本
市
は
、奥
武
蔵
小
学

校
、奥
武
蔵
中
学
校
に
お
い
て
既
に

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
し
て
お
り
、市
債
も
有
利
な
補

正
予
算
債
を
活
用
で
き
る
こ
と
。

　

保
育
所
等
支
援
事
業
は
、市
内
の

民
間
保
育
園
に
お
け
る
一
時
預
か

り
事
業
の
拡
大
に
伴
い
、既
存
の
施

設
を
一
部
変
更
し
、定
員
が
13
名
か

ら
35
名
に
な
る
こ
と
。

　

生
活
保
護
扶
助
費
の
補
正
額
１

億
円
は
、通
常
の
手
術
に
か
か
る
費

用
よ
り
か
な
り
高
額
な
手
術
を
数
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⑲
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

⑲
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

予
算

㉘
令
和
２
年
度
飯
能
市
水
道
事
業

　

会
計
予
算

㉙
令
和
２
年
度
飯
能
市
下
水
道

　

事
業
会
計
予
算

　

本
市
は
、医
療
費
の
適
正
化
事
業

に
力
を
入
れ
、保
険
税
の
収
納
率
も

高
い
こ
と
か
ら
交
付
金（
保
険
者
努

力
支
援
分
）が
多
く
交
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
社

会
保
険
に
移
行
す
る
方
を
考
慮
し
、

加
入
者
数
を
５
２
０
名
の
減
少
と

見
込
ん
で
い
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

⑳
令
和
２
年
度
飯
能
市
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
予
算

　

成
年
被
後
見
人
は
一
律
に
印
鑑

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、所
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場

合
に
は
登
録
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

　

現
行
２
名
で
あ
る
連
帯
保
証
人

を
１
名
と
し
、連
帯
保
証
人
が
保
証

す
る
極
度
額
を
６
月
分
の
家
賃
に
相

当
す
る
金
額
と
す
る
が
、他
市
と
比

べ
て
低
い
設
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

清
算
金
を
分
割
徴
収
ま
た
は
分

割
交
付
す
る
場
合
に
お
け
る
清
算

金
に
つ
い
て
、利
子
の
利
率
改
正
は

初
め
て
で
あ
り
、現
在
の
６
％
か
ら

３
％
と
な
る
こ
と
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
平

均
単
価
は
、１
件
１
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、１
件
当
た
り
の
寄
附
金
額

２
万
５
０
０
０
円
〜
３
万
円
を
平
均

単
価
と
し
て
い
る
こ
と
。

　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
の
施
設

整
備
事
業
の
工
事
内
容
は
、宿
泊
エ

⑧
飯
能
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

⑩
飯
能
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

⑪
飯
能
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画

　

整
理
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

⑫
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

㉖
令
和
２
年
度
飯
能
市
後
期
高
齢

　

者
医
療
特
別
会
計
予
算

件
行
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
は
、初
乗
運
賃
相
当
額
の

５
０
０
円
を
助
成
す
る
こ
と
、サ
ー

ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
利
用

券
の
枚
数
を
増
や
す
こ
と
等
、県
か

ら
対
応
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
。

　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
で
は
、原

市
場
か
た
く
り
ク
ラ
ブ
の
分
割
工

事
に
よ
り
、空
調
及
び
キ
ッ
チ
ン
等

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

　

障
害
児
通
所
等
給
付
費
負
担
金

の
増
額
理
由
は
、放
課
後
等
に
児
童

へ
の
生
活
能
力
向
上
訓
練
を
行
う

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
増
え

て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
。

　

駅
前
に
で
き
る
ニ
コ
ッ
ト
飯
能
は

定
員
60
名
で
、運
営
体
制
が
園
長
１

名
、保
育
士
９
名
、栄
養
士
１
名
、調

理
師
２
名
で
あ
る
こ
と
。

　

空
調
設
備
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

加
治
小
学
校
で
約
８
５
０
０
万
円
、

精
明
小
学
校
で
約
４
０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

導
入
予
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、家
庭

学
習
や
校
外
で
の
調
べ
学
習
で
活

用
で
き
る
利
点
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｔ
搭
載

型
と
し
た
こ
と
。

　

市
民
プ
ー
ル
の
廃
止
に
よ
り
、

市
民
水
泳
大
会
は
民
間
の
施
設
や

他
市
町
村
の
公
営
プ
ー
ル
等
で
継

続
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
最
大
限

努
力
す
る
こ
と
。

　

給
食
施
設
15
施
設
の
う
ち
11
施

設
で
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
導

入
し
て
い
る
が
、令
和
２
年
度
か
ら

富
士
見
小
と
加
治
東
小
で
も
調
理
業

務
の
民
間
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

保
険
料
率
の
改
定
に
よ
り
軽
減

後
の
１
人
当
た
り
の
保
険
料
は
、平

成
30
・
31
年
度
の
７
万
４
０
１
８
円

か
ら
令
和
２・３
年
度
は
７
万
６
４

８
１
円
と
な
る
が
、低
所
得
の
方
に

は
介
護
保
険
料
の
軽
減
拡
充
等
の

支
援
が
あ
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

リ
ア
整
備
工
事
約
６
４
０
０
万
円
、

ト
イ
レ
設
置
工
事・管
理
棟
設
置
工

事
・
給
水
設
備
工
事
そ
れ
ぞ
れ
約

１
０
０
０
万
円
等
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

加
治
東
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
補
強
工
事
に
関
す
る
予
算
は
、

工
事
に
必
要
な
額
を
算
出
す
る
た
め

の
設
計
業
務
委
託
料
で
あ
る
こ
と
。

　

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、防
犯
灯
と

同
じ
方
式
で
10
年
間
の
リ
ー
ス
で

あ
り
、電
気
料
金
及
び
修
繕
料
の
削

減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

　

暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
移
動
交

通
手
段
の
導
入
に
向
け
、地
域
公
共

交
通
対
策
協
議
会
の
下
部
組
織
と

し
て
分
科
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
本
市
の

交
付
率
は
、令
和
２
年
１
月
末
現
在

13・６
％
で
あ
り
、制
度
開
始
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
予
算
は
約
４
億

円
で
あ
る
こ
と
。

　

旧
ご
み
処
理
施
設
解
体
工
事
は
、

今
後
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
汚
染
箇

所
で
あ
る
焼
却
炉
等
の
除
染
を
行

い
、除
染
を
確
認
後
、建
物
本
体
の

解
体
に
着
手
す
る
こ
と
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
、水

源
地
域
間
伐
事
業
に
３
７
７
０
万
円
、

西
川
広
域
森
林
組
合
の
経
営
基
盤
強

化
に
３
０
０
万
円
等
で
あ
る
こ
と
。

　

阿
須
小
久
保
線
の
用
地
買
収
の

進
捗
率
は
、令
和
元
年
度
末
時
点
で

約
41
％
、令
和
２
年
度
の
用
地
買
収

予
定
を
加
え
る
と
約
57
％
の
見
込

み
で
あ
る
こ
と
。

　

清
川
橋
は
、昨
年
10
月
の
台
風
に

よ
り
車
両
通
行
止
め
で
あ
る
が
、令

和
２
年
度
の
渇
水
期
か
ら
既
設
橋

撤
去
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
国
の
事

業
で
あ
り
、市
は
事
業
の
周
知
や
商

店
街
等
へ
の
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ（
日
本
の
Ｑ

Ｒ・
バ
ー
コ
ー
ド
決
済
用
の
統
一
規

格
）の
啓
発
等
を
行
う
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

県
水
受
水
量
に
つ
い
て
、年
間
総

給
水
量
の
１３
％
を
基
準
と
し
た
こ

と
は
、小
岩
井
浄
水
場
の
稼
働
率
も

考
慮
し
決
定
し
た
こ
と
。

　

県
水
を
県
水
受
水
場
で
受
け
て

か
ら
送
水
す
る
の
で
、一
部
の
地
域

へ
送
水
す
る
た
め
に
小
岩
井
浄
水
場

の
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、水
道

事
業
の
安
定
給
水
を
妨
げ
る
こ
と
。

（
反
対・賛
成
討
論
あ
り
）

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
工
事
は
、４

つ
の
沈
殿
施
設
の
う
ち
２
つ
の
耐
震

化
を
予
定
し
て
お
り
、躯
体
の
中
を

空
に
し
て
耐
震
化
を
行
う
こ
と
。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名

　　議　案　名

議決
結果

議案
番号

議決結果議　　　　　案　　　　　名

飯能市議会では、飯能市新型コロナウイルス感染症対策本部への
協力及び支援のため、令和２年３月５日に「飯能市議会新型コロナ
ウイルス感染症対策支援本部」を設置しました。

●7　令和２年５月１日　はんのう市議会だより　第155号

■賛否が分かれた議案

令和２年３月定例会　　　議決結果

　
　

■全会一致の議案等

新
井
 
重
治

坂
井
 
悦
子

関
田
 
直
子

大
津
　
 
力

野
口
 
和
彦

内
田
 
健
次

平
沼
　
 
弘

栗
原
 
義
幸

中
元
　
 
太

松
橋
 
律
子

滝
沢
 
　
修

山
田
 
利
子

新
井
 
 
巧

金
子
 
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
 
恒
夫

鳥
居
 
誠
明

加
涌
 
弘
貴

野
田
 
直
人

7
飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例

12 令和元年度飯能市一般会計補正予算（第８号）

16
令和元年度飯能市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

18 財産の取得について

19 令和２年度飯能市一般会計予算

20 令和２年度飯能市国民健康保険特別会計予算

26 令和２年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算

27
令和２年度飯能市訪問看護ステーション特別
会計予算

28 令和２年度飯能市水道事業会計予算

30 令和元年度飯能市一般会計補正予算（第９号）

31 令和２年度飯能市一般会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

1 原案可決地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例

2 原案可決飯能市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

3 原案可決飯能市奨学金基金条例

4 原案可決飯能市手数料条例の一部を改正する条例

5 原案可決飯能市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例

6 原案可決飯能市成年後見制度利用促進審議会条例

8 原案可決飯能市印鑑条例の一部を改正する条例

9 原案可決飯能市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例

10 原案可決飯能市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例

11 原案可決飯能都市計画事業土地区画整理事業施行規程の一部を改正する条例

13 原案可決令和元年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

14 原案可決令和元年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

15 原案可決令和元年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

17 原案可決令和元年度飯能市下水道事業会計補正予算（第２号）

21 原案可決令和２年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算

22 原案可決令和２年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算

23 原案可決令和２年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算

24 原案可決令和２年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算

25 原案可決令和２年度飯能市介護保険特別会計予算

29 原案可決令和２年度飯能市下水道事業会計予算

議提1 原案可決飯能市議会委員会条例の一部を改正する条例

議提2 原案可決新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書

議提3 原案可決新たな過疎対策法の制定に関する意見書

議提4 原案可決中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書

派　遣議員派遣の件
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陳　

情

策
定
協
議
会
が

　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

◇飯能市の先進事例を視察に来られました◇ 

令和２年５月１日　はんのう市議会だより　第155号　●8

　

議
会
は
、
飯
能
市
の
中
・
長
期

的
な
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い

て
、
市
長
等
に
対
し
、
議
会
と
の

協
議
の
場
を
設
け
る
よ
う
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
１
月
21
日
に

飯
能
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画（
第
２
次
飯
能
市
子
ど
も
・

子
育
て
ワ
ク
ワ
ク
プ
ラ
ン
）策
定
協

議
会
及
び
飯
能
市
空
家
等
対
策
計

画
策
定
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

　

〜
市
民
の
声
を
市
政
に
〜

　　
市
政
等
に
つ
い
て
の
意
見
や

要
望
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請

願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員（
２
名
ま

た
は
３
名
）が
必
要
で
、
議
会
の

審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常

任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、

本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い

ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し
て

議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら

ず
、
議
場
に
陳
情
の
写
し
を
配

付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が

市
議
会
だ
よ
り
等
で
公
開
さ
れ

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
者

油
谷　

勇

①
飯
能
市
原
町
新
町
地
区
浸
水
に

　

関
す
る
陳
情
書

提
出
者

油
谷　

勇

②
飯
能
市
笠
縫
大
径
雨
水
管
設
置

　

事
業
に
関
す
る
陳
情
書

提
出
者

油
谷　

勇

③
飯
能
市
情
報
公
開
条
例
に
関
す

　

る
陳
情
書

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

  

市 町 村 議 会 行 政 視 察 受 入 一 覧  
令和２年1月９日～令和２年4月６日 

月　日 市 町 村 議 会 名 　　　　　　　   　  　  人　数　　　　　    　　　 視 察 内 容 

策定協議会策定協議会策定協議会

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

・タブレット端末の導入

・聴覚障害者支援

・議会におけるタブレット端末の導入

・飯能市立図書館とすみっコ図書館

・公共交通のあり方

・エコツーリズムの取り組み

・議会におけるタブレット端末の活用

・タブレット端末等の活用

・シティプロモーションと地方創生

11

1

11

１

14

6

10

8

10

埼玉県大里郡寄居町議会　議会改革検討委員会

愛知県議会　会派　公明党愛知県議員団 

千葉県印旛郡栄町議会

三重県津市議会　会派　公明党議員団

山梨県上野原市議会　まちづくり特別委員会第一分科会

福島県田村市議会　産業建設常任委員会 

愛知県瀬戸市議会　議会運営委員会

栃木県下都賀郡野木町議会　ＩＣＴ化検討委員会 

滋賀県甲賀市議会　会派　凛風会・無所属

１月１５日（水）

１月１７日（金）

１月２２日（水）

１月２３日（木）

１月２４日（金）

１月２７日（月）

１月３０日（木）

２月　５日（水）

２月　６日（木）
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意
見
書

●9　令和２年５月１日　はんのう市議会だより　第155号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
意
見
書
（
抜
粋
）

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書
（
抜
粋
）

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る

実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め

る
意
見
書
（
抜
粋
）

市
議
会
か
ら

　
　
　

国
等
へ
提
出

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ

提
出
し
た
も
の
。

　

中
国
武
漢
市
を
中
心
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
い
ま
だ
に
治
療
法
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
世
界
中

で
感
染
が
広
が
り
、
日
本
経
済
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

　

政
府
に
お
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染

症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
」を

施
行
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め

て
い
る
が
、
無
症
状
病
原
体
保
有

者
も
確
認
さ
れ
、
市
中
感
染
の
拡

大
な
ど
、
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。 

　

感
染
予
防
と
し
て
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
消
毒
液
の
使
用
を
周
知
し

て
い
る
が
、
品
切
れ
に
よ
り
予
防

措
置
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
、感
染
症
対
策
本
部
を

設
置
し
、小
中
学
校
の
一
斉
休
校
、

市
主
催
事
業
の
中
止
な
ど
対
策
強

化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
か
れ
て
は
、国
民

の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
左
記
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
ワ

　

ク
チ
ン
開
発
や
検
査
体
制
、
治

　

療
法
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
。

２　

必
要
な
医
療
物
資
の
全
国
的

　

な
生
産・供
給
調
整
に
つ
い
て
、

　

在
庫
量
の
不
足
や
偏
り
を
早
期

　

に
是
正
す
る
こ
と
。 

３　

国
民
等
に
対
し
、
正
し
い
情

　

報
を
迅
速
に
提
供
し
、
感
染
者

　

の
人
権
に
配
慮
し
た
情
報
公
開

　

の
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
。

４　

感
染
症
に
よ
る
企
業
等
へ
の

　

被
害
、損
害
等
に
対
し
、国
の
責

　

任
に
お
い
て
必
要
な
支
援
施
策

　

の
充
実
、
十
分
な
財
政
的
保
障

　

を
講
ず
る
こ
と
。

５　

地
方
公
共
団
体
の
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対

　

し
、
国
の
責
任
に
お
い
て
十
分

　

な
財
政
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

６　

高
ま
る
不
安
や
風
評
被
害
に

　

対
応
す
る
た
め
、
障
が
い
者
へ

　

の
更
な
る
配
慮
、
多
言
語
に
よ

　

る
24
時
間
対
応
の
相
談
体
制
の

　

充
実
を
図
る
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
外
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
あ
て

　

過
疎
対
策
は
、昭
和
45
年
に「
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」を
制

定
し
て
以
来
、
過
疎
地
域
に
お
け

る
生
活
環
境
整
備
や
産
業
振
興
な

ど
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、人
口
減
少
と
高
齢
化
は

過
疎
地
域
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

公
共
交
通
機
関
の
廃
止
、
医
師
不

足
、森
林
荒
廃
な
ど
生
活・生
産
基

盤
の
弱
体
化
が
進
み
、
過
疎
地
域

は
深
刻
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
我
が
国
の
豊
か

な
自
然
や
歴
史・文
化
を
有
す
る
ふ

る
さ
と
の
地
域
で
あ
り
、
豊
か
な

環
境
を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

努
力
を
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

　

現
行
の「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
」は
令
和
３
年
３
月
末

で
失
効
す
る
が
、
過
疎
地
域
が
果

た
し
て
い
る
多
面
的・公
共
的
機
能

を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
か
れ
て
は
、新

た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
と
、総
合

的
な
過
疎
対
策
を
充
実・強
化
し
、

住
民
生
活
を
支
え
る
よ
う
、左
記
の

事
項
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

新
た
な
過
疎
対
策
法
を
制
定

　

し
、現
行
法
に
規
定
す
る「
み
な

　

し
過
疎
」と「
一
部
過
疎
」を
含

　

め
た
現
行
過
疎
地
域
を
継
続
し

　

て
指
定
対
象
と
す
る
こ
と
を
基

　

本
と
し
、指
定
要
件
、単
位
に
つ

　

い
て
は
、
過
疎
地
域
の
特
性
を

　

的
確
に
反
映
す
る
こ
と
。

２　

過
疎
地
域
に
お
い
て
特
に
深

　

刻
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
対

　

処
す
る
た
め
、産
業
振
興
、雇
用

　

拡
大
、
子
育
て
支
援
等
の
施
策

　

を
推
進
す
る
こ
と
。

３　

住
民
が
安
心・安
全
に
暮
ら
せ

　

る
よ
う
、医
療
の
確
保
、公
共
交

　

通
の
確
保
、
教
育
環
境
の
整
備

　

等
を
推
進
す
る
こ
と
。

４　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や
財

　

政
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、内
閣
総

理
大
臣
、財
務
大
臣
、総
務
大
臣
、文

部
科
学
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、経
済

産
業
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
あ
て

　

従
来
、
ひ
き
こ
も
り
は
主
と
し

て
若
年・青
年
層
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
が
、最
近
で
は
、就
職
氷
河
期
世

代
も
含
め
中
高
年
層
に
及
ぶ
大
き

な
社
会
問
題
で
あ
る
。

　

政
府
の
調
査
で
、
40
〜
64
歳
の

ひ
き
こ
も
り
が
全
国
で
約
61
万
人

と
い
う
推
計
は
社
会
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
高
齢
者
の
親
と
と

も
に
社
会
的
に
孤
立
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
今
後
は
、
よ
り
身
近
な

場
所
で
の
相
談
支
援
の
実
施
や
社

会
参
加
の
場
の
充
実
な
ど
、
就
職

氷
河
期
世
代
も
含
め
た
中
高
年
の

ひ
き
こ
も
り
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
実
効
性
あ
る
支
援
等
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
か
れ
て
は
、左

記
の
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

自
立
相
談
支
援
機
関
の
窓
口

　

に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
員
を
配

　

置
し
、
新
た
な
財
政
支
援
の
仕

　

組
み
を
創
設
す
る
こ
と
。

２　

市
区
町
村
に
よ
る「
ひ
き
こ

　

も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」の
さ
ら

　

な
る
強
化
を
図
る
こ
と
。

３　
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」や「
伴

　

走
型
支
援
」な
ど
、市
区
町
村
が

　

制
度
の
枠
を
超
え
て
包
括
的
に

　

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た

　

な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

４　

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
予
算
を
抜
本
的
に
増
額
し
、

　

支
援
拠
点
と
し
て
の
体
制・機
能

　

の
拡
充・増
設
を
は
か
る
こ
と
。

５　

す
べ
て
の
市
区
町
村
で
、
担

　

当
部
門
等
を
明
確
に
し
、相
談
に

　

応
じ
る
体
制
を
支
援
す
る
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、内
閣

総
理
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
あ
て
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◎内田　健次　　○関田　直子　　松橋　律子
　滝沢　　修　　　砂長　恒夫　　鳥居　誠明

2月28日

3月   4日
5日
6日
9日

    10日
  17日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑
議案質疑、議案の委員会付託
常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
常任委員会（厚生文教・経済建設）
委員長報告・質疑・討論・採決
議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
副議長の選挙
常任委員の選任
議会運営委員会補欠委員の選任
広域飯能斎場組合議会議員の補欠選挙
閉会

広報委員会
埼玉県都市競艇組合議会臨時会
飯能市子ども・子育て支援事業計画（第２次
飯能市子ども・子育てワクワクプラン）及び
飯能市空家等対策計画策定協議会
全国市議会議長会基地協議会総会
　
　
埼玉西部消防組合議会定例会
広域飯能斎場組合議会定例会
代表者会議
全員協議会
議会運営委員会
第１回定例会（3月17日まで）
広報委員会 

      
埼玉県都市競艇組合議会定例会
　
　
広報委員会

8日
20日
21日

29日
　
　

　5日
6日
12日
18日
25日
28日

　
　

26日
　
　
6日       

　連日「新型コロナウイルス」について報道され、私た
ちの生活も一変し、当たり前の生活を奪われています。 
　イベントは中止が相次ぎ、オリンピック・パラリンピッ
クの開催も１年延期となりました。
　市議会では、市職員が新型コロナウイルス感染症対策
に専念できるよう一般質問を取り下げたほか感染症対策
のため、「飯能市議会新型コロナウイルス感染症対策支
援本部」を設置しました。一日も早い終息を望み対応を
続けてまいります。

（内田）

https://www.city.hanno.lg.jp

３月定例会では延べ７名の方が傍聴されました。
次回の６月定例会は
６月５日開会予定です。
会期日程等は６月２日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で
　一般質問の様子を録画放映しています。
☆ライブ中継をしています
　 　市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問
　 をライブ中継しています。

5/9～5/12、5/22～5/25、6/13～6/16、6/19～6/22

３月定例会

１月

２月

３月

４月
（埼玉県都市競艇組合主催分）

梨の花（精明地区）梨の花（精明地区）梨の花（精明地区）

桜と雪化粧（３月29日）
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令和２年度一般会計補正予算を可決
市民プール条例を廃止する条例など可決、承認

飯能市議会では新型コロナウイルス感染症対策として、時間を短縮して一般質問を行いました。

気軽に行ける近場の旅…マイクロツーリズム気軽に行ける近場の旅…マイクロツーリズム（多峯主山）（多峯主山）気軽に行ける近場の旅…マイクロツーリズム（多峯主山）

オオムラサキ（市内撮影）

６月定例会
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　６月定例会は、６月５日から１９日までの１５日間開かれ、
市長提出議案３４件、請願２件について審議等を行い、すべ
てを議決いたしました。
　　
　　　　　　　　　　　　　　　○○の中の数字は議案番号(順不同)

６月定例会が開催されました

歳 入

歳 出

令和２年８月１日　はんのう市議会だより　第156号　●２

38
飯
能
市
長
等
の
給
料
の
特
例
に

　

関
す
る
条
例

48
令
和
２
年
度
飯
能
市
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

市
長
の
思
い
や
意
気
込
み
に

　
　

つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
つ
ら
く

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
市
民
や
事

業
者
に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も
痛
み

を
分
か
ち
合
え
れ
ば
と
考
え
、
市
長

自
ら
が
判
断
し
た
。

　
　

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
廃
止

　
　

と
す
る
結
論
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

設
置
か
ら
47
年
が
経
過
し
、
安

　
　

全
・
安
心
な
利
用
の
た
め
に
は

大
規
模
な
施
設
修
繕
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
増
加
に
よ
り

利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
。

▼
討
論
▲

　　

水
泳
大
会
の
可
能
な
50
ｍ
プ
ー
ル

で
あ
る
こ
と
、
飯
能
西
中
学
校
の
授

業
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
、
廃
止
決

定
ま
で
が
短
期
間
で
あ
り
議
論
が
尽

く
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
か

ら
、
反
対
す
る
。

　

代
替
性
の
あ
る
公
共
施
設
で
あ
る

こ
と
、
水
泳
大
会
の
会
場
確
保
に
市

が
最
大
限
尽
力
す
る
こ
と
、
関
係
機

関
や
団
体
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
こ

と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

▼
討
論
▲

　　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
に
必
要

な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

が
低
い
た
め
、
効
果
は
限
定
的
で
消

費
活
性
化
策
と
は
言
え
な
い
こ
と
、

一
部
が
恩
恵
を
受
け
る
景
気
対
策
で

は
な
く
消
費
税
率
を
引
き
下
げ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
誰
で
も

無
料
で
取
得
で
き
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
は
緊
急
経
済
対
策
に
位
置
付

け
ら
れ
た
効
果
の
期
待
で
き
る
事
業

で
あ
る
こ
と
、
市
民
生
活
の
向
上
や

地
域
経
済
等
の
発
展
を
推
進
す
る
た

め
必
要
不
可
欠
な
補
正
予
算
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

対
策
と
し
て
、
市
独
自
の
支
援

策
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

生
活
支
援
、
事
業
者
支
援
、
感

　
　

染
拡
大
防
止
、
離
職
者
・
学
生

等
雇
用
創
出
を
柱
と
し
、
市
内
経
済

活
動
の
回
復
や
市
民
生
活
を
守
る
こ

と
等
が
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
。

　

７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
、
市
長
、
副
市
長

及
び
教
育
長
の
給
料
の
支
給
額
を

減
額
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

42
飯
能
市
民
プ
ー
ル
条
例
を
廃
止

　

す
る
条
例

　

飯
能
市
民
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る

た
め
提
案
す
る
も
の
。

　

歳
入
予
算
を
補
正
す
る
た
め
提

案
す
る
も
の
。

51
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
６
５
０
５
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
８
５
億

２
６
３
２
万
円
と
し
、
地
方
債
を

補
正
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

追
加
し
、総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
８
４

億
６
１
２
６
万
６
千
円
と
す
る
た

め
提
案
す
る
も
の
。

50
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
億
２
０
９
６
万
４
千
円
を

　
　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
効
果

　
　
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
消
費

　
　

税
引
き
上
げ
に
よ
る
需
要
の
平

準
化
や
東
京
五
輪
後
の
消
費
の
下
支

え
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、新
し
い
生

活
様
式
の
視
点
を
踏
ま
え
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
増
加
を
地
域
経
済

再
生
に
向
け
た
消
費
活
動
の
ツ
ー
ル

と
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

昨
年
10
月
の
消
費
税
引
き
上
げ

　
　

の
影
響
を
鑑
み
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
に
よ
り
軽
減
措
置
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

保
険
料
の
軽
減
措
置
の
対
象
と

　
　

な
る
の
は
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
社
会
保

障
の
充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

主な追加の内容（万円未満切り捨て）

国庫支出金
県支出金
繰入金
　
 
介護保険特別会計繰出金
商工管理事業
河川整備事業

 5,543万円
2,685万円
△2,073万円

  
 

3,140万円
 515万円
 1,600万円
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生
活
福
祉
委
員
会

総
務
教
育
委
員
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
る
影
響
を
被
っ
て
い
る
市

民
生
活
や
市
内
経
済
の
影
響
等
を
鑑

み
、
減
額
期
間
を
７
月
か
ら
３
か
月

と
し
た
こ
と
。

　

傷
病
手
当
金
約
97
万
円
の
積
算
根

拠
に
つ
い
て
は
、
４
月
初
旬
の
国
立

感
染
症
研
究
所
等
の
報
告
を
基
に
対

象
日
数
を
22
日
、
人
数
を
10
人
と
想

定
し
た
こ
と
。

対
し
、
令
和
元
年
度
の
歳
入
は
約
43

万
円
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

水
質
保
全
の
た
め
の
ろ
過
装
置
の

不
具
合
、
給
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る

漏
水
、
シ
ャ
ワ
ー
の
故
障
等
を
修
繕

す
る
費
用
が
約
８
０
０
０
万
円
で
あ

る
こ
と
。

　

ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
の
公
共
施
設
相
互

利
用
に
よ
り
、
他
市
の
プ
ー
ル
も
同

料
金
で
利
用
で
き
る
こ
と
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
飯
能
市
体
育
協

会
、
飯
能
水
泳
連
盟
、
飯
能
西
中
学

校
等
と
協
議
を
行
い
、
教
育
委
員
会

定
例
会
で
も
検
討
し
て
き
た
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

令
和
２
年
５
月
末
現
在
、
本
市
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件
数

は
１
万
３
４
４
３
枚
、
交
付
率
は

17
・
０
％
で
あ
り
、埼
玉
県
の
交
付
率

16
・
１
％
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
。

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
し
て
も
寡

婦
控
除
と
同
条
件
で
控
除
を
適
用

し
、
寡
婦
に
寡
夫
と
同
様
の
所
得
要

件
を
設
け
る
こ
と
。
ま
た
個
人
市
民

税
の
非
課
税
措
置
の
範
囲
を
見
直

し
、
寡
夫
を
対
象
か
ら
除
き
、
ひ
と

り
親
を
対
象
と
す
る
こ
と
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
起
因
し
、
厳
し
い
経
営

環
境
に
直
面
し
て
い
る
中
小
企
業
者

等
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の
負
担
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
。

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
第
１
段
階

の
保
険
料
額
は
３
万
３
５
０
０
円
か

ら
２
万
１
０
０
円
に
な
り
、
対
象
人

数
が
約
３
３
０
０
人
で
あ
る
こ
と
。

第
２
段
階
の
保
険
料
額
は
４
万
６
９

０
０
円
か
ら
３
万
１
０
０
円
に
な

り
、対
象
人
数
が
約
１
４
０
０
人
で
あ

る
こ
と
。
第
３
段
階
の
保
険
料
額
は

５
万
３
０
０
円
か
ら
４
万
６
９
０
０
円

に
な
り
、
対
象
人
数
が
約
１
２
０
０

人
で
あ
る
こ
と
。

　

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
積
立

金
は
、
現
在
約
７
億
１
６
０
０
万
円

で
あ
る
こ
と
。

　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
指
定
管
理

料
に
つ
い
て
、
国
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
こ

と
、
加
工
直
売
所
前
の
駐
車
場
舗
装

工
事
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
の
内
示
を

受
け
た
こ
と
。

　

商
工
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
係
る
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
予
約
か
ら
申
し
込
み
ま
で

を
支
援
す
る
た
め
、
市
民
向
け
の
窓

口
を
７
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
末
ま

で
設
置
す
る
こ
と
。

　

河
川
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
台
風
第
19
号
に
よ
り
藤
田
堀
が

溢
水
し
、
浸
水
被
害
を
受
け
た
原

町
、
新
町
地
区
周
辺
の
雨
水
排
水
の

改
善
を
目
的
と
し
た
調
査
委
託
料
で

あ
る
こ
と
。（

反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
も
市
民
課
で
業
務
を
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
出
張
申

請
の
受
付
業
務
を
拡
大
し
た
こ
と

か
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

産
業
振
興
課
で
行
う
こ
と
と
し
商

工
費
の
財
源
振
替
の
補
正
と
な
っ

た
こ
と
。

　

プ
ー
ル
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
平

成
22
年
度
は
７
４
３
２
人
で
あ
っ
た

が
、
令
和
元
年
度
は
２
８
５
０
人
で

あ
っ
た
こ
と
。

　

年
間
約
１
０
０
０
万
円
の
経
費
に

●3　　令和２年８月１日　はんのう市議会だより　第156号

38
飯
能
市
長
等
の
給
料
の
特
例
に

　

関
す
る
条
例

39
飯
能
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

42
飯
能
市
民
プ
ー
ル
条
例
を
廃
止

　

す
る
条
例

37
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

　

と
に
つ
い
て（
令
和
２
年
度
飯
能

　

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
１
号
））

44
飯
能
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

　

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

47
飯
能
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

51
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

51
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

本
市
で
は
現
在
20
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
90
名
が
認
定
資
格
研
修
を

受
講
し
た
支
援
員
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
も
約
20
名
の
希
望
者
が
い
る

こ
と
。

　

都
道
府
県
知
事
の
み
が
認
定
資
格

研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
研

修
受
講
の
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
に

指
定
都
市
に
続
き
中
核
市
も
実
施
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
。

市議会だより156.ai   3   2020/07/09   13:25:50



議案
番号

議決結果議　　　　　案　　　　　名

令和２年８月１日　はんのう市議会だより　第156号　●4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名

　　議　案　名

議決
結果

■賛否が分かれた議案等 ※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員、「欠」は欠席の議員、「退」は退席の議員

令和２年６月定例会　　　議決結果

新
井
 
重
治

坂
井
 
悦
子

関
田
 
直
子

大
津
　
 
力

野
口
 
和
彦

内
田
 
健
次

平
沼
　
 
弘

栗
原
 
義
幸

中
元
　
 
太

松
橋
 
律
子

滝
沢
 
　
修

山
田
 
利
子

新
井
 
 
巧

金
子
 
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
 
恒
夫

鳥
居
 
誠
明

加
涌
 
弘
貴

野
田
 
直
人

42 飯能市民プール条例を廃止する条例 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 退 原案可決

51 令和２年度飯能市一般会計補正予算（第４号）

「阿須山中土地有効活用事業」の中止と白紙撤回を
求める請願書

（自家増殖を原則禁止とする）種苗法改定の取り下げを
求める意見書に関する請願

○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 退 原案可決

請願1 × × × 欠 × × － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × 退 不採択

請願2 × × × 欠 × × － × × × ○ ○ ○ ○ × × × × 退 不採択

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

　
　

50 原案可決

52 原案可決

32 承　認

33 承　認

34 承　認

35 承　認

36 承　認

37 承　認

38 原案可決

39 原案可決

40 原案可決

41 原案可決

43 原案可決

44 原案可決

45 原案可決

46 原案可決

47 原案可決

48 原案可決

49 原案可決

53 原案可決

諮問1 異議はない

54 同　意

55 同　意

56 同　意

57 同　意

58 同　意

59 同　意

60 同　意

61 同　意

62 同　意

63 同　意

64 同　意

農業委員会委員の任命について（梶川　政夫　氏）

農業委員会委員の任命について（柏﨑　光一　氏）

農業委員会委員の任命について（肥沼　健一　氏）

農業委員会委員の任命について（江原　良弘　氏）

農業委員会委員の任命について（大河原　佐智子　氏）

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度飯能市一般会計補正予算（第２号））

飯能市税条例の一部を改正する条例

飯能市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

飯能市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

農業委員会委員の任命について（綿貫　由美子　氏）

飯能市介護保険条例の一部を改正する条例

人権擁護委員候補者の推薦について（須田　浩　氏）

農業委員会委員の任命について（大久保　博司　氏）

■全会一致の議案等

専決処分の承認を求めることについて（飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例）

飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

令和２年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第１号）

専決処分の承認を求めることについて（飯能市国民健康保険条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第１号））

飯能市長等の給料の特例に関する条例

飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

農業委員会委員の任命について（小谷野　伸一　氏）

農業委員会委員の任命について（利根川　哲　氏）

農業委員会委員の任命について（吉田　勝紀　氏）

公平委員会委員の選任について（井上　孝治　氏）

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第３号）

令和２年度飯能市水道事業会計補正予算（第１号）

専決処分の承認を求めることについて（飯能市税条例等の一部を改正する条例）

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第５号）

飯能市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

市議会だより156.ai   4   2020/07/09   13:25:50



●5　　令和２年８月１日　はんのう市議会だより　第156号

議　

員　

表　

彰

人　

事　

案　

件
野田 直人 議員

議員２５年以上
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

須田　浩 氏

　

全
国
・
埼
玉
県
の
各
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
25
年
以
上
市
議

会
議
員
の
職
に
あ
る
者
と
し
て
、
野
田

直
人
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
嶋
田
豊
一
氏
が
令
和
２

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

の
で
、
新
た
に
須
田
浩
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
全
員
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

綿貫 由美子 氏 井上 孝治 氏

　

公
平
委
員
会
委
員
井
上
孝
治
氏
が
令
和
２
年
７

月
27
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き

続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同

意
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
委
員
が
令
和
２
年
７
月
19
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
江
原
良
弘
氏
、
大

河
原
佐
智
子
氏
、
大
久
保
博
司
氏
、
梶
川
政
夫
氏
、

柏
﨑
光
一
氏
、
肥
沼
健
一
氏
、
小
谷
野
伸
一
氏
、
利

根
川
哲
氏
、
吉
田
勝
紀
氏
、
綿
貫
由
美
子
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

大久保 博司 氏

肥沼 健一 氏

吉田 勝紀 氏

大河原 佐智子 氏

柏﨑 光一 氏

江原 良弘 氏

梶川 政夫 氏

利根川  哲 氏 小谷野 伸一 氏

◎野田　直人　　　　　平沼　　弘　　　　　　加藤由貴夫　　　　　　砂長　恒夫

◎大津　　力　　　　　関田　直子　　　　　　野口　和彦

◎新井　重治　　　　　鳥居　誠明

◎加涌　弘貴　　　　　内田　健次

◎栗原　義幸　　　　　中元　　太　　　　　　松橋  律子

◎金子　敏江　　　　　滝沢　　修　　　　　　山田　利子　　　　　　新井　　巧

◎坂井　悦子

会　派　の　構　成　　　　　◎代表者（令和２年６月５日現在）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

み ど り の 会

ＮＥＸＴはんのう

清 風 会

飯 能 み ら い

公 明 党

日 本 共 産 党

日 本 維 新 の 会
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一 般 質 問

一　
 

般　
 

質　

 

問

問

問

緊急事態宣言により、市民は長期間のステイホ
ームを求められ、商店、会社は休業や出勤自粛
により満足な経済活動ができず廃業、倒産、失
業の危機に直面しているところも増えている。
医療従事者の懸命な努力にもかかわらず有効な
ワクチン、治療薬は開発途上にあり、緊急事態
宣言が解除されても、第２波、３波の感染拡大
が危惧される中で、需要は戻らず満足な経済活
動を行えない状況が長く続くと思われ、市内経
済は重苦しい閉塞感が漂っている。未曽有の危
機にまずは感染拡大を防止し、市民の暮らしと
地元経済、雇用を守ることが最優先事項。国の
２次補正予算成立を受け、一刻も早く困窮する
市民に届けるため、追加となる市独自の緊急経
済対策の創設を会派としてお願いしたいが。

第２波による感染拡大の状況によっては再度の
休校も危惧される。ステイホームに備え、オン
ライン授業の導入に向けＧＩＧＡスクール構想
の環境整備を急ぐ必要があると思うがどうか。

令和２年８月１日　はんのう市議会だより　第156号　●6

　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
市
長
（
執
行

部
）
に
対
し
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
し
、
説

明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
は
、
質
問
内
容
を
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

原
稿
は
、
質
問
者
自
ら
が
執
筆
し
た
も
の
を
発
言
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
を
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
該
当
議

員
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
代
表
し
て

一
般
質
問
を
行
っ
た
「
会
派
」
が
あ
り
ま
す
。

　
（　
　

）
の
中
は
会
派
名
で
す
。

市
政
に
対
す
る

１０万円の特別定額給付金について、一日も早
く市民に届けるべく休日返上で取り組んでき
た。国の第２次補正を受け市民の命と健康を守
ることを最優先に感染拡大防止に取り組むとと
もに、ひとり親家庭への臨時特別給付金をはじ
め生活支援、事業者支援、離職者・学生等の雇
用創出を柱に追加の緊急経済対策を講じたい。

この度の長期休校によって、改めて社会全体が
GIGAスクール構想導入の必要性と重要性を確
信したところ。昨年度導入の奥武蔵創造学園の
活用実績を踏まえ、全ての公立小中学校の全児
童生徒にLTE型タブレットを導入する。現在、
２学期からの導入を目指し、発注に向けての手
続きを順調に行っている。双方向のオンライン
授業を実施するため教員のスキル向上に向けた
研修を夏季休業中に集中して行う予定。

加涌　弘貴（飯能みらいを代表して）

新型コロナウイルス対策
市独自の緊急経済対策の創設を
オンライン授業の状況は

すでにオンライン授業を導入しているすでにオンライン授業を導入している
奥武蔵創造学園の授業風景奥武蔵創造学園の授業風景
すでにオンライン授業を導入している
奥武蔵創造学園の授業風景

答

答

飯能みらい　会派構成（２名）
　加涌弘貴議員、内田健次議員
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一 般 質 問

３か月に及ぶ小・中学校臨時休業による学習の遅
れの現状と対策を伺う。

再び臨時休業となった際の対策について伺う。

運動会等の行事がなくなり、当事者である児童
生徒から落胆の声が届いているが。

マイナンバーカード利用の定額給付金オンライ
ン申請が不評であった要因及び受け取りが困難
なＤＶ被害者等にとって有効かを伺う。

生活福祉資金貸付制度について、例年にない多
くの方が貸付金の申請に来られている。手続き
は、より迅速かつ効率的な手続きが求められる。
申請時に必要な住民票や各種証明書の提出を緊
急的に不要にするか、無償にする等の対処は検
討できないか。

主に飲食店等の個人事業主にとって経済的な打
撃が深刻である。テナント、家賃等を経済的に
支援する固定費支援策は検討できないか。

生活者支援、地域経済の活性化へ市独自のプレ
ミアム付商品券の発行は検討できないか。

小・中学校では、長期の一斉休校から児童生徒
の学びの確保や教員の負担軽減が必要。支援策
として教員の加配や学習指導員等の増員は。

今後は、感染症対策を踏まえた「複合災害」の
対策が必要。これからの避難所運営は。

問問

問

問問

問

問

問

問

●7　令和２年８月１日　はんのう市議会だより　第156号

関田　直子（ＮＥＸＴはんのうを代表して）

新型コロナウイルス感染症への
各対応について

栗原　義幸（公明党を代表して）

新型コロナウイルス緊急対策
生活者・事業者支援について
学校・教育、危機管理について

マイナンバーカード（出典：総務省）マイナンバーカード（出典：総務省）マイナンバーカード（出典：総務省）

答

答

答

答

答

答

答

答

答

標準授業時数を満たすことができない可能性が
あるため、履修内容の削減、または次年度以降
に扱えることを可能とする箇所を検討、周知す
るよう国に要望すること、高校入試で出題する
範囲の限定の検討を埼玉県教育委員会教育長へ
要望した。文部科学省からは、不測の事態により
定められた標準授業時数を下回っても学校教育
法施行規則に反するものではなく、児童生徒や
教職員の負担軽減に配慮するようにとの通知が
あり、学年内に指導を終えることが難しい場合
には令和３年度または４年度までを見通した教
育課程の再編成が可能であり、無理なく学習の
遅れを取り戻すことを可能とする「基本的な考
え方」が示された。

２学期から小・中学校の児童生徒に配付される
タブレットを用い遠隔授業での学習保障をする。
その前に臨時休業となった場合に備え、納入業
者が決定次第早めの納品交渉をする。

運動会等の学校行事は大変貴重な経験である。
限られた状況の中で児童生徒が有意義な学習活
動に取り組めるよう各校で工夫し、教育委員会
としても可能な支援をする。

確認、審査等の作業に手間がかかるシステムで
あったためと考える。システムが改善されマイ
ナンバーカードの利用が拡大すれば同等の事態
が起きた際、よりスピーディーかつ簡単に様々
な手続きができ受取困難な方にも有効である。

住民票等の証明書発行手数料については、飯能市
手数料条例に定めているが、本事業の主体は社会
福祉協議会であり、証明書発行手数料の減免に
ついては、課題が多いと考える。

緊急経済対策の事業者支援として、小規模事業
者応援金、テイクアウト等導入支援補助金、中
小企業小口資金利子助成金事業を開始した。

本市では、同様の目的による市内事業者の取り
組み「飯能エールプロジェクト」を支援してい
る。３０％のプレミアム分を「がんばる商店街
等応援補助金」の補助対象経費としている。

国の第２次補正予算において、人的・物的体制
の緊急整備として予算計上されると聞いてい
る。本市としては、各学校規模に合わせて所要
数を要望していく。

感染症に対応した避難所運営マニュアルの改訂
の他、３密回避へ可能な限り多くの避難所を開
設する。感染症対策用の手指消毒液や非接触型
体温計等の物資を備蓄していく。

出典：公明新聞

ＮＥＸＴはんのう　会派構成（３名）
　大津　力議員、関田直子議員、野口和彦議員

公明党　会派構成（３名）
　栗原義幸議員、中元　太議員、松橋律子議員
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一 般 質 問

新型コロナウイルス感染症に関する窓口は、総合
窓口を開設し一本化するべきではないか。

特別定額給付金の最新申請状況等は。

市民に的確な情報を迅速に提供するため、広報の
号外版や新聞折込等を発行する考えはないか。

災害が発生した場合の避難所について、避難所内
の分散化をどのように行うのか。

教室も使用するとのことだが混乱を招かないよう
に地元との事前協議が重要と思うがどうか。

クイックパーテーション１００基配備とのこと
だが、全く足りないと思う。いつ配備するのか。

ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況と今後の計画
は。とくに開始時期に変更はないか。

感染症対策の影響で暑い中での授業が考えられ
るが、小中学校の空調設備の点検は万全か。

税収の見通しや減収規模、その対応は。

財政調整基金は既に減少、目途よりかなり少な
い状況。財政の緊急事態宣言を行い、今年度実
施不要な事業の見直しや中止を決断し、財源確
保に努めるべきでは。

各自治体でふるさと納税を活用した支援があ
る。寄附全体の８割に上るムーミン基金の活用
は幅広い支援へ対応可能な検討が必要では。

学校休業による学習の遅れに不安の声。補充授
業や補習、評価はどう行うか。家庭学習の範囲も
学校で授業を行い、評価を行うべきと考えるが。

学童の利用自粛要請、保護者の働き方も変化が
ある中、関心や期待が高まっている放課後子ど
も教室の今後の方向性や増設は。

社会が大きく変化している今こそ、導入を加速
させる必要があるのでは。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

空調設備修繕工事が予定されている　空調設備修繕工事が予定されている　
加治小学校加治小学校

空調設備修繕工事が予定されている　
加治小学校
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坂井　悦子（日本維新の会）

新型コロナウイルス感染症対策
財政面と学校休業の学習・評価
放課後子ども教室の増設と今後

新井　重治（清風会を代表して）

新型コロナウイルス感染症に対
する取り組みについて

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

危機管理室が全般的な窓口となり、担当課と連携
し、市民相談にしっかり対応していく。

6月15日現在の申請件数は33,927件、総世帯
数に対し95.9％の申請率。うち6月22日まで
に33,768件、99.5％が手続き完了予定。

現時点では月１回の広報や、ホームページ等に
よるが、ご提案も一つの手段として捉える。

避難所内の｢３密｣を回避するため、小中学校は
体育館のほか教室も使用する。さらに、多くの避
難所を開設する。また体育館ではクイックパーテ
ーションを配備し避難所内の分散化に対応する。

すでに避難所運営に関し自主防災組織と学校で
協議している地域もあり、今後、他地域について
も働きかけをしていく。

全国的に需要が高まり、納期が遅れているが、
できる限り早く配備できるよう努める。

２学期からの実施に向け発注手続きを順調に行
っている。

夏季休暇の短縮は避けられないので点検は既に
実施し、不具合箇所は修繕を依頼済みである。

市税全体で予算ベース１億４，０００万円減収の
見込み。特別創設の地方債活用等を検討、国の
財政支援を注視、財政運営に支障ないよう対応。

今年度末の残高は５億円未満の見込み。キャッ
シュ、ストックの両面から数値化し判断、財政
健全化と市民サービスのバランスを重視する。

ムーミン基金は基金条例に則り、引き続き「観
光施策の推進」において活用する。

家庭学習したものを、授業を行わず評価するこ
とはない。遅れを取り戻すため、詰込み型教育
ではなく、誰一人孤立させない質の高い学びを
確保する。

地域での多様な学びや体験、放課後の安心・安
全な居場所として推進を図る。増設は奥武蔵小
学校の成果を踏まえ、地域に合わせ検討する。

地域や時代に合った活動内容にしていく。公民
館で実施の「みんなの自習室」は、休校に対す
る学習支援、子どもたちの居場所を増やすた
め、夏季休暇期間中の増設を予定している。

清風会　会派構成（２名）
　新井重治議員、鳥居誠明議員
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一 般 質 問

２５年３月議会に初めて、飯能市土地開発公社所
有の阿須山中を取得する議案が提案された。我が
党は、「取得目的を自然公園として２０億円で取得
し、１０年間で取得後に利用を検討するというの
では、市民に理解が得られない。構想程度は示す
べきだ」と指摘し、反対した。賛成した議員は、
「利用目的は自然公園としてはっきりしている。
具体的な構想は取得後に検討していけばいい」と
主張した。２９年３月議会まで、賛否の主張は変
わらなかった。ところが、２９年６月議会の一般
質問で、「地方創生の観点から民間活力を取り入れ、
自然公園以外の活用をしていただきたい」との質問
があり、「自然公園として利活用していくことにし
ていたが、自然公園に限定することなく、地方創
生の観点から検討していく」と答弁。その直後の
９月議会の最終日、大久保市長は、「私の重点政
策として山林を新たな産業のフィールドにし
て、市有財産に関する民間事業者提案制度を創
設する」と挨拶し、１０月に公募した。「自然公園
という目的で取得し、取得したら、大規模に自
然を壊し、メガソーラー発電とサッカー場を建
設する」全く真逆であり、これで市民の理解が
得られるか。

公募要領に直近過去３年間の決算が債務超過、
純損失、キャッシュフロー赤字の全てに該当する
ものは応募できないとしている。これは少なく
とも、３年以上の経営実績がなければならな
い。しかし、この事業者の法人登録は平成２７
年７月１日であり、募集時に２年３か月しか経
っていない。これで適切だといえるか。

事業内容については、平面図が示された程度で、
その後の議会での質疑の中で、３５万立米の土
砂移動や太陽光発電の出力について明らかにな
った。しかし、市の土地を貸して行う事業にも
かかわらず、平面図しか示さないというのは市
が説明責任を果たしているとは思えないが。

市は事業内容を掴んでいないのか。

地方創生の事業であり、サッカースクール参加
者やその家族の移住定住や地場産品の産業振興
など地方創生に寄与するとしているが、具体的
に何をもって地方創生の事業となるのか。

現地の調査をしたが、数多くの貴重な動植物が
発見された。阿須山中の土地は自然の宝庫と言
える。市の認識は。

市の土地を貸す事業であり、市民説明会の開催
が必要ではないか。

飯能市は阿須山中など多くの自然が残されてお
り、自然が好きで飯能市に移住をした方もいる。
自然を守りたいとの願いの署名が１万３，０００
筆となった。阿須山中の自然を守り後世に残す
べきである。事業の白紙撤回を求める。

問問

問

問

問

問

問

要  

望
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新井　　巧（日本共産党）

自然公園という目的で取得し、
自然を壊してメガソーラー発電
施設を建設

滝沢　　修（日本共産党）

阿須山中土地有効活用事業は白
紙撤回し恵まれた自然を残せ

ヤマルリソウ 県絶滅危惧Ⅱ類（山中土地）ヤマルリソウ 県絶滅危惧Ⅱ類（山中土地）ヤマルリソウ 県絶滅危惧Ⅱ類（山中土地） 出典：飯能市ホームページ

答

答

答

答

答

答

答

３０年来の懸案で、議会や庁内論議を経て決定
したものであり、整合性が図られている。

公募要領に基づいた適切な審査により選定され
ている。

事業者の責任と負担により実施される事業で、
現在、林地開発許可申請手続の事前相談をして
いるが修正等がある状況である。計画が固まっ
た段階で報告をしたい。

現時点では明らかになっていないことを示すの
は難しい。

数値目標は設定していないが、消滅可能性都市
から脱却し地方創生を実現するために本事業を
実施していく意義は十分にある。

自然保護、環境保護と地方創生や青少年の健全
育成を天秤にかけることはできないが、未来や
将来につながるものであり事業者をバックアッ
プしていく。

説明会の開催は考えていない。
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一 般 質 問

サッカー場建設は、１haを超えると都市計画法
の第二種特定工作物を建設する目的で行う開発
行為にあたり、「開発行為の許可」が必要にな
る。そうなると最低幅員６ｍ以上の接続道路を
築造しなければならない。ところが計画では、
サッカー場ののり面全体を太陽光発電事業の面
積に参入しているために、サッカー場自体の面
積は、１ha未満に抑えた９，７００㎡で申請が
出されている。最低限、南側のり面はサッカー
場の面積に加えるべきであり、そうなると当然
１haを超える。子どもが夢を追う場所なので、
法の精神を生かして接続道路を築造し、良好な
環境を整えるべきでは。

今は、サッカー場の面積を１ha未満で工事を進
めても、今後、サッカー場に隣接・近接してい
る場所で、駐車場や管理棟などの「付帯設備」
が造られた場合、サッカー場と一体の施設と考
えられる。そうなると、当然１haを超えるの
で、唐沢川沿いの狭い市道を、最低幅員６ｍ以
上の道路に拡幅する大工事が必要になる。埼玉
県の審査基準では、申請時だけの判断ではな
く、事業目的が同じなら、何年先でも本体の事
業と一体の付帯施設となるので、開発許可の対
象になるという考え方を示している。見解はい
かがか。

市民は消費税の増税とコロナウイルスの二重苦
の中で市民生活と営業の再建に頑張っている。
今議会で地方創生臨時交付金の活用による、飯
能市独自の支援策を打ち出したが決して十分で
はない。小規模事業者の家賃等への国による補
助の不足分３分の１は市による独自補助を求め
るが。

高い国保税の軽減には、他の保険にはない子ど
もの均等割を免除することである。１８歳未満
の子どもの均等割は２，４００万円、第３子以
降だけなら２５０万円でできる。こういうとき
だからこそ、暫定的にでも免除すべきでは。

学校給食を無償化する自治体が広がっている。
給食は食育であり無償化は当然。暫定的でもい
いので無償にすべきでは。

臨時休校となり、朝から子どもたちの感染予防
や居場所づくりを頑張ってきた放課後児童支援
員等への慰労金を医療や介護現場と同様に市の
独自補助を求めるが。

市は、不要不急の事業の見直しを行うことと、
イベントの中止等で不要額が２，６００万円あ
る。これらも活用して、第２次の市独自支援策
は希望を持って足を踏み出せるような支援策を
講ずるよう求めた。また、感染症と自然災害との
複合災害に備えるよう求めた。

問

問

問

問

問

問

要  

望
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金子　敏江（日本共産党）

阿須山中のサッカー場建設は都
市計画法の精神を生かし、最低
限道路整備を指導すべき

山田　利子（日本共産党）

コロナウイルス感染症に対する
緊急経済対策は、生活再建に希
望の持てる独自支援策を

出典：管財課資料を加工出典：管財課資料を加工出典：管財課資料を加工 飯能銀座商店街飯能銀座商店街飯能銀座商店街

答

答

答

答

答

答

サッカー場ののり面は、サッカーグラウンド用
地及び太陽光発電施設用地の両方に接している
ことから、計画地盤の高い太陽光発電施設用地
に含むものと判断している。

本市の開発指導では、数年後であっても具体的
内容が決定している付帯設備等がある場合は、
当初の申請で協議するよう指導している。一方
で、申請時に具体的な計画が決定していない場
合は、事業者が市の申請に必要な書類作成が不
可能なことから、指導はできないと考える。

不足分は県が独自で補助すると報道があった。
今後、県と国の動向を注視する。

国の定額給付金や公的支援策を複数実施してい
る。子どもの均等割免除は考えていない。

収入が激減し就学が困難な家庭は就学援助制度
の活用がある。社協のフードバンクにお願いし
たが、利用者はいなかった。

長期間にわたり努力して頂いたことに感謝す
る。人件費、消耗品補助は国庫補助を今後も適
切に財政支援ができるよう努める。
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一 般 質 問

請　

願

陳　

情

「阿須山中土地有効活用事業の中止と白紙撤回
を求める請願書」には、「市議会では審議がなさ
れていない」と記載されているが、事実は、一般
質問１４回、質疑８回、反対討論１８回、賛成討
論１５回であり、十分な審議を尽くし進めてい
る。真実を市民に伝えていただきたいと思うが、
市長はどのように感じているか。

加治丘陵の自然を考える会・飯能から事業の中
止・白紙撤回を求める署名が提出されたが、市
長はどのように受け止めているのか。

地元文化新聞の記者が中立を離れて反対運動の
代表者長谷川順子氏へ加担し、自分の思想信条
を達成するため、新聞を私物化し、真実が捻じ
曲げられて市民に伝えられているということに
市長はどのように考えるか。

台風第１９号の大雨による大字原町・新町・中
山地区の溢水被害の防止に向けた調査費の予算
計上に感謝する。

問

問

問

  
請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法　
　

〜
市
民
の
声
を
市
政
に
〜

　

市
政
等
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願

ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員
（
２
名
ま
た
は
３
名
）
が
必
要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、

議
場
に
陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ
り
等
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
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提
出
者

加
治
丘
陵
の
自
然
を
考
え
る

会
・
飯
能代

表　

長
谷
川　

順
子

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

答

答

答

平成２５年３月定例会に阿須山中の土地取得議
案と補正予算が提出されて以来、多くの審議が
繰り返され、多くの意見表明もあり、議会で審
議がされていないというのは事実と全く違うと
認識している。

署名については、真摯に受け止めている。しか
し、市ホームページで回答書等を見て飯能市の
考えを理解し、署名活動に参加したことが軽率
だったと思っているので、署名用紙を返してほ
しいという方もいる。

報道機関、記者には、高い公共性、中立性、倫
理観が求められているのではと思っている。歴
史のある文化新聞で起きた今回の出来事につい
ては、とても残念である。

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

①
「
阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事

　

業
」
の
中
止
と
白
紙
撤
回
を
求

　
め
る
請
願
書

不
採
択
（
多
数
）

提
出
者

杉
山　

綾
子

②
（
自
家
増
殖
を
原
則
禁
止
と
す

　
る
）種
苗
法
改
定
の
取
り
下
げ
を

　
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願

不
採
択
（
多
数
）

提
出
者　

　
　
　
　

及
川　

裕
之

④
安
藤
提
言
を
早
急
に
実
行
す
る

　

よ
う
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る

　
よ
う
求
め
る
陳
情

加藤　由貴夫（みどりの会を代表して）

阿須山中土地有効活用事業につ
いて

みどりの会　会派構成（４名）
　野田直人議員、平沼　弘議員、加藤由貴夫議員、
　砂長恒夫議員
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　　　広報委員（◎委員長　○副委員長）
◎内田　健次　　○関田　直子　　松橋　律子
　滝沢　　修　　　砂長　恒夫　　鳥居　誠明

6月 5日

    10日

11日
12日
15日
16日
17日
19日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑、市長提出先議議案の討論・採決
議案及び請願の委員会付託
常任委員会（総務教育）
常任委員会（生活福祉）
常任委員会（経済建設）
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
閉会

広報委員会
埼玉県市議会議長会定期総会（書面会議）
埼玉県都市財政研究会定期総会（書面会議）
関東市議会議長会定期総会（書面会議）

　

政務活動費審査会
代表者会議
埼玉県市議会議長会第二区議長会定期総会（書面会議）
全員協議会
全国市議会議長会定期総会（書面会議）

　

議会運営委員会
第２回定例会（6月19日まで）
広報委員会

　

広報委員会

6日
17日
20日
23日

　

14日
19日

26日
27日

　

2日
5日

　

8日

　新型コロナウイルス感染症でお亡くなりになられた
方に哀悼の意を表するとともに、罹患された方の一日も
早い回復をお祈りいたします。
　飯能市議会では感染拡大防止に向け議会の新たな様
式を取り入れるべく対策を取りながら検討を重ねてま
いりました。例として本会議及び常任委員会時の人的・
空間的配慮、一般質問の時間短縮等となります。
　不安や焦りを抱えながら耐えた自粛期間は人々の価
値観を大きく変えたことと思います。例年であれば夏の
余暇を思う存分に楽しむ季節。今年は近場の魅力を再認
識すべく「マイクロツーリズム」を実践する方も多くい
らっしゃるのではないでしょうか。

（関田）

気軽に行ける近場の旅…マイクロツーリズム（多峯主山）

https://www.city.hanno.lg.jp

次回の９月定例会は
９月４日開会予定です。
会期日程等は９月１日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

オオムラサキ（市内撮影）オオムラサキ（市内撮影）オオムラサキ（市内撮影）

６月定例会

４月

５月

６月

７月

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
8/2～8/7、8/11～8/16、9/2～9/6、9/25～9/28
　
お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、本会議
及び委員会等の傍聴については、できる限りの自粛を
お願いしています。
　傍聴される方には、以下のお願いをしています。ご不
便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

　１ 咳エチケット、マスクの着用
　２ 手洗い及び傍聴席入り口での手指消毒
　３ 他の傍聴者との間隔をあけた着席

市議会傍聴のお知らせ

市議会だより156.ai   1   2020/07/09   13:27:19
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◎内田　健次　　○関田　直子　　松橋　律子
　滝沢　　修　　　砂長　恒夫　　鳥居　誠明

8月  6日

　
9月  4日

9日
10日

11日
16日
  17日
18日
25日
 28日
29日

10月 2日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
議員提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
閉会

　
開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑
議案質疑、議案の委員会付託、
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
常任委員会（総務教育）
常任委員会（生活福祉）
常任委員会（生活福祉・経済建設）
常任委員会（経済建設）
一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

代表者会議
広域飯能斎場組合議会定例会
議会運営委員会
埼玉西部消防組合議会定例会
　
第3回臨時会
代表者会議
全員協議会
　
議会運営委員会
第4回定例会（10月2日まで）
広報委員会
　
広報委員会

29日
30日
31日

　
　6日
18日
25日
　
1日
　4日
　
　
7日

No.157
令和２年１１月１日発行

名栗湖を望む

令和２年度一般会計補正予算案を可決

　
令和２年度一般会計補正予算案を可決
令和元年度一般会計・特別会計・公営企業会計の決算を認定

　「国家百年の計は教育にあり」また「教育は国家百
年の大計」とも言われ、長期的視点で人を育てるこ
との大切さを説いた言葉があります。
　８月臨時会では、「学びの改革」を目指す「ＧＩＧ
Ａスクール構想」が大きく予算付けされ、県内最速
となる９月１日から市立小・中学生１人１台のタブ
レット端末が導入されました。飯能市が目指す学び
の共同体が創る「２１世紀型の学校」は、「創造的、
探究的で協同的な学びによって、知識の活用能力と
情報処理能力、問題解決能力やコミュニケーション
能力を養う教育」に変換する改革です。１００年後
の飯能市をそっと覗いてみたいものです。

（松橋）

https://www.city.hanno.lg.jp

次回の１２月定例会は
１１月２７日開会予定です。
会期日程等は１１月２４日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で
　 一般質問の様子を録画放映しています。
☆ライブ中継をしています
　　  市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問
　  をライブ中継しています。

８月臨時会

９月定例会

７月

８月

９月

10月

８月臨時会

９月定例会

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
10/29～11/3、11/12～11/15、12/3～12/7、
12/11～12/14
お問い合わせ先

埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

富士山を望む富士山を望む



　８月臨時会は、８月６日に開かれ、市長提出議案１件、議員
提出議案２件について審議を行い、すべて議決いたしました。
　
　９月定例会は、９月４日から１０月２日までの２９日間開かれ、
市長提出議案１３件、決算認定案件１１件、議員提出議案１件
について審議等を行い、すべて議決いたしました。
　　　　　　　　　　　　 ○の中の数字は議案番号（順不同）

８ 

月 

臨 

時 

会

９ 

月 

定 

例 

会

▼
討
論
▲
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65
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
６
号
）

66
飯
能
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料

　

の
特
例
に
関
す
る
条
例

67
飯
能
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

70
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
　
新
し
い
生
活
様
式〝
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ

　
　
ス
タ
イ
ル
〞と
は
。

　
　
国
が
提
唱
す
る
新
し
い
生
活

　
　
様
式
の
定
着
の
た
め
、
本
市

で
は
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら
、

生
活
や
事
業
活
動
、
余
暇
、
楽
し

み
を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
し

て
い
く
こ
と
。

　
　
減
額
理
由
は
。

　　
　
健
康
福
祉
部
地
域
・
生
活
福

　
　
祉
課
の
元
職
員
（
懲
戒
免
職

処
分
）
が
、
飯
能
市
遺
族
会
の
口

座
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
窃
盗

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
ほ
か
、
複
数

の
団
体
会
計
事
務
に
お
い
て
不
正

処
理
等
が
発
見
さ
れ
た
不
祥
事
に

よ
る
も
の
。
な
お
、
元
職
員
か
ら

被
害
額
が
全
額
弁
済
さ
れ
、
示
談

が
成
立
し
て
い
る
。

　　
　
再
発
防
止
策
は
。

　
　
不
祥
事
を
重
く
受
け
止
め
、

　
　
庁
内
調
査
委
員
会
に
よ
る
再

発
防
止
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
公
務
員
倫
理
、
法
令
遵

守
、
意
識
啓
発
の
徹
底
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
強
化
徹
底
を
実
行
し
、

失
わ
れ
た
市
民
か
ら
の
信
用
と
信

頼
を
回
復
す
る
た
め
、
一
丸
と
な

り
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
、
全
職
員
対
象
の
研
修
等
も
予
定

し
て
い
る
。

　
　
生
徒
数
の
減
少
は
明
白
で
あ
っ

　
　
た
が
昨
年
度
ま
で
検
討
を
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
学
校
存
続
へ
の
努

　
　
力
を
し
て
き
た
が
、
学
校
運

営
の
限
界
を
超
え
る
状
況
に
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
適
切

な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
、
課
題
を
先
送
り
で
き
な
い

と
判
断
し
た
。

　
非
常
に
唐
突
な
提
案
で
あ
り
、

住
民
、
生
徒
が
主
人
公
の
立
場
か

ら
、
住
民
の
理
解
と
納
得
を
得
な

が
ら
進
め
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、

地
域
の
在
り
方
、
学
校
の
位
置
付

け
な
ど
の
議
論
が
全
く
さ
れ
て
い

　
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
11
万
７
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
３
９
３
億
９
４
６
０

万
１
千
円
と
し
、
地
方
債
を
変
更

す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
予
算
に
、そ
れ
ぞ
れ

７
億
８
８
６
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
９
３
億
９
４

７
１
万
８
千
円
と
す
る
た
め
提
案

す
る
も
の
。

　
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
、
市
長
及
び
副
市

長
の
給
料
の
支
給
額
を
減
額
す
る

た
め
提
案
す
る
も
の
。

　
飯
能
市
立
名
栗
中
学
校
を
廃
止

す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　　   主な追加の内容（万円未満切り捨て）
　歳入

国庫支出金　　　　　　　　 　  8億2,825万円
県支出金 　　　　　　　　　 　　　4,263万円
繰入金　　　　　　　　　 　　　 △6,465万円
　歳出
プレミアム付商品券発行事業　　 1憶5,000万円
小学校情報教育推進事業　　　　 　 6,864万円
体育施設管理事業　　　　　　　  　3,995万円

　
　

清
川
橋
架
替
事
業
つ
い
て
、

　
　
１
億
円
の
減
額
理
由
は
。

　
　

橋
脚
と
橋
台
の
撤
去
方
法
に

　
　

つ
い
て
、
当
初
は
一
般
的
な

ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
工
法
を
予
定
し
て

い
た
が
、
詳
細
設
計
の
中
で
工
事

費
の
削
減
を
検
討
し
、
ブ
レ
ー

カ
ー
工
法
に
す
る
こ
と
で
大
幅
に

工
事
費
を
削
減
で
き
た
た
め
。

　
　

名
栗
中
学
校
廃
止
に
伴
う
準

　
　
備
経
費
の
主
な
も
の
は
。

　
　

名
栗
中
学
校
の
保
護
者
か
ら

　
　

原
市
場
中
学
校
に
テ
ニ
ス
部

創
設
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
設
置
す
る
経
費
等
を

計
上
し
て
い
る
。

市 

長 

提 

出 

議 

案

市 

長 

提 

出 

議 

案

な
い
こ
と
等
か
ら
、
反
対
す
る
。

　　　
昨
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
で
は

庁
内
で
検
討
を
始
め
、
保
護
者
や

地
域
と
の
意
見
交
換
を
し
て
い
た

こ
と
、
４
回
の
地
域
説
明
会
に
お

い
て
丁
寧
な
説
明
を
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
た

こ
と
等
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　
　
地
域
公
共
交
通
確
保
事
業
の

　
　
効
果
に
つ
い
て
。

　
　
懸
案
で
あ
っ
た
公
共
交
通
不

　
　
十
分
地
域
の
移
動
手
段
と
し

て
、
買
物
や
通
院
な
ど
に
利
用
で

き
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
や
既

存
の
バ
ス
停
、
鉄
道
駅
な
ど
も
今

ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
く
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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70
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

69
飯
能
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

　

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

　

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

70
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

70
令
和
２
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
名
栗
中
学
校
の
廃
校
に
関
す
る

検
討
は
、
昨
年
５
月
に
庁
内
で
小

規
模
校
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
を
開
催
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
同
年
８
月
か
ら
名
栗
地
域

の
方
と
の
懇
談
会
を
積
み
重
ね
、

意
見
を
い
た
だ
き
、
本
年
４
月
に

名
栗
中
学
校
の
在
り
方
の
方
針
を

定
め
た
こ
と
。
そ
の
後
、
自
治
会

長
や
保
護
者
等
に
方
針
を
示
し
、

地
域
説
明
会
を
計
４
回
開
催
し
て

ご
理
解
い
た
だ
い
た
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

　
民
生
費
国
庫
負
担
金
の
児
童
入

所
施
設
措
置
費
等
負
担
金
は
、
母

子
生
活
支
援
施
設
へ
の
入
所
に
対

す
る
措
置
で
あ
り
、
国
の
負
担
割

合
が
２
分
の
１
、
県
の
負
担
割
合

が
４
分
の
１
で
あ
る
こ
と
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
今

年
度
末
の
見
込
み
で
約
10
億
４
０

０
０
万
円
と
な
る
こ
と
。

　
県
支
出
金
の
う
ち
農
林
水
産
業

費
県
補
助
金
に
は
、
未
利
用
農
地

の
利
活
用
促
進
事
業
費
補
助
金
を

新
た
に
計
上
し
た
こ
と
。

　
農
業
生
産
振
興
事
業
は
、
未
利

用
農
地
を
活
用
し
、
農
作
物
の
高

付
加
価
値
化
と
地
域
の
魅
力
向
上

等
に
寄
与
す
る
団
体
が
、
地
域
特

67
飯
能
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

74
令
和
２
年
度
飯
能
市
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査するため、
総務教育、生活福祉、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　９月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。
　

○の中の数字は議案番号（順不同）

　
介
護
支
援
専
門
員
が
主
任
介
護

支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
に
は
、

都
道
府
県
が
実
施
す
る
主
任
介
護

支
援
専
門
員
研
修
を
受
講
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
研
修
を
受
講
す

る
た
め
に
は
、
専
任
の
介
護
支
援

専
門
員
と
し
て
通
算
５
年
以
上
従

事
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が

あ
る
こ
と
。

　

市
内
20
の
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
の
う
ち
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
が
管
理
者
と
な
っ
て
い
る

の
は
12
事
業
所
で
、
介
護
支
援
専

門
員
が
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
の

は
８
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事

業
の
増
額
は
、
国
の
地
方
交
付
税

措
置
に
お
い
て
、
民
生
委
員
及
び

児
童
委
員
活
動
に
要
す
る
経
費
と

民
生
委
員
協
議
会
活
動
の
推
進
に

要
す
る
経
費
の
単
価
が
増
額
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
こ
と
。

　
児
童
援
護
事
業
の
増
額
は
、Ｄ
Ｖ

等
の
課
題
の
あ
る
家
庭
が
母
子
で

入
所
す
る
母
子
生
活
支
援
施
設
の
入

性
を
活
か
し
た
農
作
物
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
農
業
用

の
機
械
等
の
購
入
費
用
等
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
、
今
回
の
対
象
作
物
は
麦
で
、

コ
ン
バ
イ
ン
１
台
を
整
備
す
る
こ

と
。

　
宮
沢
た
め
池
管
理
事
業
は
、
昨

今
の
雨
量
の
多
さ
か
ら
洪
水
吐
の

水
路
の
高
さ
が
足
り
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
今
回
の
調
査
で

問
題
の
な
い
豪
雨
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
調
査
業
務
で
あ
る
こ

と
。

　
橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業
は
、

有
間
橋
の
修
繕
で
あ
り
、
１
５
０

カ
所
を
削
孔
し
薬
剤
を
注
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

台
の
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
た
め
の
工

事
で
あ
る
こ
と
。

所
委
託
料
の
増
加
及
び
生
活
保
護

世
帯
や
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
が

助
産
施
設
を
利
用
す
る
委
託
料
の

増
加
に
よ
る
こ
と
。

　
東
吾
野
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
基
金
積
立
金
は
、
当
該
セ

ン
タ
ー
の
診
療
所
及
び
介
護
老
人

保
健
施
設
の
稼
働
率
が
高
く
、
良

好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

返
還
金
が
生
じ
、
積
立
金
と
し
て

積
立
が
で
き
る
こ
と
。

75
令
和
元
年
度
飯
能
市
水
道
事
業

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に

　

つ
い
て

　
現
在
の
保
険
料
は
、
第
７
期
計

画
に
お
い
て
保
険
料
を
設
定
す
る

際
に
、
保
険
給
付
費
や
高
齢
者
数

の
伸
び
率
等
を
十
分
に
精
査
し
設

定
し
た
が
、
実
際
は
想
定
し
た
よ

り
も
保
険
給
付
費
が
少
な
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
差
額
を

積
み
立
て
て
い
る
基
金
の
残
高
に

つ
い
て
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た

額
よ
り
多
い
額
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。

　
平
成
30
年
度
の
未
処
分
利
益
剰

余
金
と
比
較
す
る
と
金
額
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
要
因
は
、
令
和
元

年
度
に
自
己
資
本
金
に
組
み
入
れ

た
約
１
億
３
４
５
０
万
円
が
平
成

30
年
度
の
純
利
益
の
額
で
、
こ
の

使
用
し
た
積
立
金
を
未
処
分
利
益

剰
余
金
に
振
替
え
た
額
が
前
年
度

に
比
較
し
て
少
な
く
な
っ
た
た
め

で
あ
る
こ
と
。



決算の
概要・審査

令和元年度各会計（一般・特別・公営企業）決算を
認定いたしました

議
会
決
算
審
査

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

特別会計歳入歳出決算額 一般会計歳入歳出決算額
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の
内
容
、
数
値
は
関
係
諸
帳
簿
及

び
証
書
類
と
符
合
し
、
適
正
な
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
各
事

務
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算
で
定

め
ら
れ
た
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良

好
に
執
行
さ
れ
、
所
期
の
目
的
は

達
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。
　

当
年
度
は
、
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
財
源
確

保
に
つ
い
て
、
地
方
創
生
に
関
す

る
交
付
金
を
は
じ
め
国
庫
支
出
金

な
ど
を
積
極
的
に
要
望
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
税
収
納
率
は
引
き

続
き
上
昇
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
額
は
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な

ど
自
主
財
源
の
確
保
に
も
努
め

た
。
し
か
し
、
今
後
の
行
財
政
運

営
を
展
望
す
る
と
社
会
保
障
関
連

の
経
費
や
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
引
き
続
き
財
政
健
全

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限
り

あ
る
財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用

し
、
既
存
の
事
業
に
つ
い
て
も
必

要
性
、
妥
当
性
、
効
率
性
の
観
点

か
ら
見
直
し
、
よ
り
効
果
的
な
財

源
配
分
と
効
率
的
な
執
行
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
第
５
次
飯
能
市
総
合

振
興
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
シ
ン
ボ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
発

展
都
市
を
目
指
し
た
積
極
的
な
事

業
展
開
に
よ
り
、
賑
わ
い
と
活
力

あ
る
市
の
創
造
に
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
切
望
し
て
意
見
と
す
る
。

　

市
税
調
定
額
は
約
１
２
４
億
５

３
５
１
万
円
で
前
年
度
比
約
９
４

７
７
万
円
（
０
・
８
％
）
の
増
、
収

入
済
額
は
約
１
２
１
億
９
０
０
２

万
円
で
前
年
度
比
約
１
億
４
５
５

１
万
円
（
１
・
２
％
）
の
増
と
な
っ

た
こ
と
。

　

納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
で
は
主
に

現
年
課
税
分
に
対
し
て
電
話
催
告

を
行
い
、
現
年
課
税
分
の
市
税
収

納
率
が
99
％
を
超
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
導
入
効
果
は
大
き
い
こ
と
。

　

学
校
給
食
費
の
民
間
委
託
は
前

年
度
比
１
７
０
０
万
円
の
増
額
で

あ
る
が
、
直
営
の
場
合
よ
り
各
校

と
も
調
理
員
が
増
員
さ
れ
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
の
た
め

に
適
正
な
経
費
で
あ
る
こ
と
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
昨

年
12
月
16
日
に
開
始
さ
れ
、
専
用

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
と

通
信
内
容
の
暗
号
化
に
よ
り
、
安

全
が
保
障
さ
れ
、
カ
ー
ド
の
普
及

が
進
め
ば
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

率
も
高
ま
り
、
市
民
課
窓
口
の
混

雑
緩
和
に
つ
な
が
る
こ
と
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
オ
ー
プ

ン
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
に
よ
り
修
繕
箇
所
が
増
え
て

お
り
、
今
後
の
修
繕
計
画
は
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

個
別
施
設
計
画
を
作
成
し
て
い
る

こ
と
。

　

保
育
所
給
食
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
昨
年
度
に
公
立
保
育
所
庁

内
検
討
委
員
会
を
４
回
開
催
し
た

が
、
献
立
や
食
材
調
達
は
市
の
管

理
栄
養
士
が
行
い
、
調
理
業
務
や

配
膳
等
を
民
間
委
託
す
る
こ
と

で
、
安
定
的
な
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
が
最
善
と
の
結
果
に
至
っ
た

こ
と
。

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事

業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
新
規
申

請
者
数
57
人
の
う
ち
６
人
が
所
得

制
限
を
超
え
る
た
め
、
助
成
対
象

外
と
な
っ
た
こ
と
。

　

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
森
林

認
証
制
度
の
構
築
に
お
い
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、
西
川

広
域
森
林
組
合
の
経
営
改
革
に
も

深
く
関
わ
る
な
ど
、
目
に
見
え
る

成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
。

　

道
路
橋
り
ょ
う
費
に
つ
い
て
、

昨
年
の
台
風
第
19
号
に
よ
る
被
害

対
応
を
予
備
費
か
ら
支
出
し
、
１

１
６
件
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
た

こ
と
。

　

繰
越
明
許
に
な
っ
て
い
た
有
間

ダ
ム
右
岸
側
の
工
事
は
、
法
面
か

ら
の
落
石
に
対
応
す
る
た
め
、
落

石
防
護
柵
の
延
長
工
事
30
ｍ
が
完

了
し
た
こ
と
。

　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
は
、
地

域
の
農
林
産
物
の
加
工
・
直
売
に

し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
施
設
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

改
修
工
事
を
実
施
し
、
現
在
も
同

様
に
進
め
て
い
る
こ
と
。

令和２年11月１日　はんのう市議会だより　第157号　●4

　今定例会に市長から提出された令和元年度一般会計、特別会計及び公営企業会計
の決算（認定第１号～認定第１１号）については、総務教育・生活福祉・経済建設委
員会に付託され、会期中に慎重な審査を行い、委員会、本会議でいずれも認定いた
しました。
　主な内容は次のとおりです。

※1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※2…前年度の実質収支を差し引いたもの

※1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※2…前年度の実質収支を差し引いたもの

歳　　　　入

歳　　　　出

実質収支※1

単年度収支※2

歳　　　　入

歳　　　　出

実質収支※1

単年度収支※2

令和元年度各会計（一般・特別・公営企業）決算を
認定いたしました

295億9,038万4,540円

285億2,404万9,098円

 9億551万1,442円

△4億1,337万8,790円

186億3,995万6,752円

180億6,221万2,986円

5億4,856万8,766円

△4,735万3,644円

　

各
会
計
の
決
算
書
と
そ
の
附
属

書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

一
般
会
計

特別会計歳入歳出決算額特別会計歳入歳出決算額特別会計歳入歳出決算額特別会計歳入歳出決算額特別会計歳入歳出決算額特別会計歳入歳出決算額 一般会計歳入歳出決算額一般会計歳入歳出決算額一般会計歳入歳出決算額一般会計歳入歳出決算額一般会計歳入歳出決算額一般会計歳入歳出決算額
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都
市
計
画
税
を
下
げ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
、
人
件
費
等
に
よ
り
増
額
と

な
っ
た
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間

委
託
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

多
額
の
投
資
を
し
て
き
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な

い
た
め
普
及
し
な
い
こ
と
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
給
付
制
度
の
改
悪
に

よ
り
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

等
か
ら
、
反
対
す
る
。

　　
財
政
運
営
は
健
全
か
つ
適
切
で
あ

り
、
積
極
的
に
自
主
財
源
の
確
保
の

努
力
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

始
ま
る
な
ど
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
世

界
最
先
端
の
教
育
に
挑
む
奥
武
蔵
創

造
学
園
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
は

注
目
に
値
す
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
療
養
給
付
費
等
に
係
る
費
用
は
、高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
医
療
の

高
度
化
か
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

　
収
納
率
は
83
％
で
あ
り
、
休
日
の

納
税
相
談
や
通
知
発
送
時
に
収
納
に

関
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
過
去
20
年
で
最
も
良
い
収
納
率

と
な
っ
た
こ
と
。

　
連
続
し
て
賦
課
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
て
93
万
円
に
な
り
、
影
響
世

帯
は
１
９
０
世
帯
、
影
響
額
は
７
７

０
万
で
あ
る
が
、
市
で
カ
バ
ー
で
き

る
額
で
あ
る
こ
と
、
国
保
税
が
家
計

を
圧
迫
し
滞
納
世
帯
が
多
い
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
し
て
負

担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
反
対
す
る
。

　
本
市
の
収
納
率
は
、
休
日
納
税
相

談
や
窓
口
で
の
丁
寧
な
相
談
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
値
の
83
％
で

あ
る
こ
と
、
広
域
化
も
さ
れ
安
定
運

営
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等

か
ら
、
賛
成
す
る
。

が
、９
割
か
ら
８
割
に
な
り
保
険
料
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
期
高
齢
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
診
で
き
る
制
度

と
は
言
え
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

 　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
に
お

い
て
、
現
年
度
分
の
収
納
率
は
99
・

７
％
で
あ
り
、
制
度
運
営
の
た
め
に

は
高
い
収
納
率
の
維
持
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
縮
小
さ

れ
、
９
割
か
ら
８
割
軽
減
に
な
っ
た

方
は
約
２
２
０
０
人
、
影
響
額
が
約

９
０
０
万
円
、
１
人
当
た
り
約
４
０

９
０
円
の
増
加
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
約
３

８
０
人
、
影
響
額
が
約
８
０
０
万

円
、
１
人
当
た
り
約
２
万
１
０
０
０

円
の
増
加
で
あ
る
こ
と
。

　
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
に
つ
い

て
は
、
制
度
発
足
時
の
暫
定
措
置
と

し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
国

と
し
て
は
段
階
的
に
本
来
の
軽
減
割

合
に
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
措
置

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
当
年
度
は

年
間
総
配
水
量
、
年
間
総
有
収
水
量

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
引
き
続

き
、
老
朽
施
設
の
更
新
事
業
や
機
能

の
向
上
等
に
資
金
を
要
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
事
業
経
営
は
厳
し
い
状
況

が
続
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
適

用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
経
営
成

績
や
財
政
状
況
を
明
確
に
把
握
で
き

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
事
業
運
営
に
期
待
す
る
。

 　
県
水
受
水
量
は
、
協
議
に
よ
り
４

０
０
０
㎥
か
ら
３
５
０
０
㎥
に
な
っ

た
こ
と
。
配
水
割
合
は
、
茜
台
、
美

杉
台
の
一
部
、
岩
渕
、
阿
須
、
落

合
、
征
矢
町
、
下
畑
、
前
ヶ
貫
、
矢

颪
の
各
一
部
の
地
域
が
、
現
状
の
自

己
水
35
％
、
県
水
65
％
か
ら
、
自
己

水
約
50
％
、
県
水
約
50
％
に
な
る
と

想
定
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
旧
市

街
地
、
宮
沢
等
の
地
域
が
、
現
状
の

自
己
水
70
％
、
県
水
30
％
か
ら
、
自

己
水
約
75
％
、
県
水
約
25
％
に
な
る

と
想
定
し
て
い
る
こ
と
。

　
赤
水
対
策
に
つ
い
て
、
飯
能
市
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
の
前
期
経
営
計
画
で

は
、
令
和
２
年
度
の
事
業
完
了
を
目

指
し
て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
で
約

90
％
の
完
了
を
見
込
ん
で
お
り
、
未

施
工
の
部
分
は
、
後
期
経
営
計
画
で

事
業
を
進
め
る
こ
と
。

　　　
県
水
受
水
量
を
見
直
し
た
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
県
水
導
入
当
初
の
１

０
０
０
㎥
に
す
る
こ
と
は
可
能
と
考

え
る
こ
と
、
本
郷
浄
水
場
の
廃
止
に

伴
い
、
水
利
権
を
な
く
す
可
能
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

 　
県
水
受
水
割
合
を
、
４
０
０
０
㎥

か
ら
３
５
０
０
㎥
に
し
た
こ
と
は
水

道
職
員
の
努
力
で
あ
る
こ
と
、
老
朽

管
布
設
替
事
業
な
ど
安
定
給
水
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
将

来
負
担
に
備
え
未
処
分
利
益
剰
余
金

を
減
債
積
立
金
に
積
立
て
る
な
ど
、

経
営
基
盤
の
強
化
と
健
全
財
政
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
す
る
。

 　
管
き
ょ
整
備
に
つ
い
て
は
、面
積

で
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
が
進
み
、

普
及
率
71
％
で
あ
る
こ
と
。
区
画

整
理
地
内
の
進
捗
状
況
は
、笠
縫
地

内
90
％
、双
柳
南
部
地
内
43
％
、岩

沢
北
部
地
内
30
％
、岩
沢
南
部
地
内

45
％
で
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
進
ん

だ
こ
と
。

　

訪
問
看
護
収
入
が
約
２
割
減
少

し
て
い
る
要
因
は
、
主
に
吾
野
・
東

吾
野
の
利
用
者
が
対
象
の
た
め
、
人

口
減
少
や
在
宅
生
活
が
困
難
と
な
り

入
院
す
る
方
が
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
こ
と
。
利
用
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
東
吾
野
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
や

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
い
る
こ
と
。

　　
歳
入
に
お
け
る
繰
入
金
が
６
割
弱

で
事
業
運
営
は
悪
化
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
手
法
が
持
続
可
能

な
構
造
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
緊
急

に
改
善
策
の
検
討
が
必
要
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

　　

経
営
改
善
は
必
要
だ
が
、
山
間

地
域
の
利
用
者
へ
の
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と
地
域
医
療
に

お
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、賛
成
す
る
。

水
道
事
業
会
計

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計
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新野　豊次 氏

77
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
新
野
豊
次

氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

引
き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま

し
た
。

小金井　千秋 氏

78
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
古
玉
由
香
子
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
新
た
に
小
金
井

千
秋
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

令和２年８月臨時会　　議決結果

議案
番号 議決結果

65 原案可決

議提5 滝沢修議員に対する問責決議 ○ × ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ 除 × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議提6 飯能市議会のハラスメント根絶に関する決議 ○ × ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

■賛否が分かれた議案・認定等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

新
井
　
重
治

坂
井
　
悦
子

関
田
　
直
子

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

松
橋
　
律
子

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌
　
弘
貴

野
田
　
直
人

67 飯能市立学校設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認定1 令和元年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定2 令和元年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定8 令和元年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定9 令和元年度飯能市訪問看護ステーション特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定10 令和元年度飯能市水道事業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案
番号 議決結果

77 同　意

78 同　意

66 原案可決

68 原案可決

69 原案可決

70 原案可決

71 原案可決

72 原案可決

73 原案可決

74 原案可決

75 原案可決

76 原案可決

認定3 認　定

認定4 認　定

認定5 認　定

認定6 認　定

認定7 認　定

認定11 認　定

議提7 原案可決

令和元年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度飯能市下水道事業決算の認定について

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第７号）

令和２年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議決
結果

議決
結果

議案
番号

令和元年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

飯能市長及び副市長の給料の特例に関する条例

令和２年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和元年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度飯能市下水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和２年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

議　　　　　案　　　　　名

　　　　※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略■全会一致の議案・認定等

教育委員会委員の任命について（新野　豊次　氏）

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

■賛否が分かれた議案　　　　　　　　　　　　　　※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略、○は賛成の議員、×は反対の議員、「欠」は欠席の議員、「除」は除斥（※１）の議員

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

※１　除斥：議会における審議の公正を期するために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参与することができない制度のこと。

令和元年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和元年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

固定資産評価審査委員会委員の選任について（小金井　千秋　氏）

令和元年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意見書

■全会一致の議案

議　　　　　案　　　　　名

令和２年度飯能市一般会計補正予算（第６号）

飯能市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

飯能市保育の必要性の認定に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名
　
　
　　議　案　名

　　　　※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名
　
　
　　議　案　名

令和２年９月定例会　議決結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

新
井
　
重
治

坂
井
　
悦
子

関
田
　
直
子

大
津
　
　
力

野
口
　
和
彦

内
田
　
健
次

平
沼
　
　
弘

栗
原
　
義
幸

中
元
　
　
太

松
橋
　
律
子

滝
沢
　
　
修

山
田
　
利
子

新
井
　
　
巧

金
子
　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長
　
恒
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌
　
弘
貴

野
田
　
直
人
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般　
 

質　

 

問

市内感染者の人数、年代、性別は報告があるが
その後の動向が一切不明。隔離も入院、ホテル、
自宅療養等あるが選択できるのか。また重症者
や死亡者はいるのか、仕事に復帰したか等、不
要な不安を抱かぬよう市民目線で知りたい。

陽性と診断された場合の動向は。

自宅療養も選択肢に入るのか。

台風シーズンの避難所には感染症対策で段ボー
ルベッドを導入すべきだが。

ＴＫＢ４８（トイレ、温かい料理、ベッドを４
８時間以内に）が必要というがトイレも段ボー
ル製を活用すべきでは。

「ノーラ名栗」は前年比３.４倍の来場者であり
期待できるが、地方創生はどう考えているか。

市街地と名栗線上の原市場のまちづくりは。

問

問

問

問

問

問

問

内田　健次（飯能みらい）

ＣＯＶＩＤ-１９対策
地方創生について

●7　令和２年11月１日　はんのう市議会だより　第157号

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
市
長
（
執
行

部
）
に
対
し
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
し
、
説

明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
質
問
す
る
議
員
は
、
質
問
内
容
を
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

原
稿
は
、
質
問
者
自
ら
が
執
筆
し
た
も
の
を
発
言
順
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
を
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
該
当
議

員
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（　
　
）
の
中
は
会
派
名
で
す
。

市
政
に
対
す
る

市役所別館に展示してある段ボールベッド市役所別館に展示してある段ボールベッド

答

答

答

答

答

答

答

市民の陽性者は31人で最小限に抑えられてい
る。県の検査数は13万5,235人で陽性者は
4,494人。現在の患者は247人で入院169
人、重症8人、宿泊療養48人、自宅療養9人、
退院4,147人、死亡者100人。厚生労働省の
基本方針に沿い県が対応し、個人を特定できる
情報は公表されていない。

陽性診断後10日間は入院や施設療養となり、
改善すれば72時間後に退院。費用は県の負担。

どうしても施設で療養できない場合のみ可能。

災害時の各種協定を活用する。段ボールベッド
は8月26日に事業者と協定を締結した。中長期
の避難所開設の場合に活用する。

協定締結事業者と協議する。

山間地域の様々な思いを提供し、観光・産業振
興により人口増加、賑わい・雇用の創出で地方
経済の活性化につなげる。

山間５地区・原市場地区のプロジェクトがポイ
ントであり、庁内で議論を始めている。地域の
方と共通のイメージを作り上げていく。

市内感染者の人数、年代、性別は報告があるが市内感染者の人数、年代、性別は報告があるが市内感染者の人数、年代、性別は報告があるが市内感染者の人数、年代、性別は報告があるが市内感染者の人数、年代、性別は報告があるが
その後の動向が一切不明。隔離も入院、ホテその後の動向が一切不明。隔離も入院、ホテその後の動向が一切不明。隔離も入院、ホテその後の動向が一切不明。隔離も入院、ホテその後の動向が一切不明。隔離も入院、ホテル、ル、ル、ル、ル、
自宅療養等あるが選択できるのか。また重症者自宅療養等あるが選択できるのか。また重症者自宅療養等あるが選択できるのか。また重症者自宅療養等あるが選択できるのか。また重症者自宅療養等あるが選択できるのか。また重症者
や死亡者はいるのか、仕事に復帰したか等、不や死亡者はいるのか、仕事に復帰したか等、不や死亡者はいるのか、仕事に復帰したか等、不や死亡者はいるのか、仕事に復帰したか等、不や死亡者はいるのか、仕事に復帰したか等、不
要な不安を抱かぬよう市民目線で知りたい。要な不安を抱かぬよう市民目線で知りたい。要な不安を抱かぬよう市民目線で知りたい。要な不安を抱かぬよう市民目線で知りたい。要な不安を抱かぬよう市民目線で知りたい。

陽性と診断された場合の動向は。陽性と診断された場合の動向は。陽性と診断された場合の動向は。陽性と診断された場合の動向は。陽性と診断された場合の動向は。

自宅療養も選択肢に入るのか。自宅療養も選択肢に入るのか。自宅療養も選択肢に入るのか。自宅療養も選択肢に入るのか。自宅療養も選択肢に入るのか。

台風シーズンの避難所には感染症対策で段ボー台風シーズンの避難所には感染症対策で段ボー台風シーズンの避難所には感染症対策で段ボー台風シーズンの避難所には感染症対策で段ボー台風シーズンの避難所には感染症対策で段ボー
ルベッドを導入すべきだが。ルベッドを導入すべきだが。ルベッドを導入すべきだが。ルベッドを導入すべきだが。ルベッドを導入すべきだが。

ＴＫＢ４８（トイレ、温かい料理、ベッドを４ＴＫＢ４８（トイレ、温かい料理、ベッドを４ＴＫＢ４８（トイレ、温かい料理、ベッドを４ＴＫＢ４８（トイレ、温かい料理、ベッドを４ＴＫＢ４８（トイレ、温かい料理、ベッドを４
８時間以内に）が必要というがトイレも段ボー８時間以内に）が必要というがトイレも段ボー８時間以内に）が必要というがトイレも段ボー８時間以内に）が必要というがトイレも段ボー８時間以内に）が必要というがトイレも段ボー
ル製を活用すべきでは。ル製を活用すべきでは。ル製を活用すべきでは。ル製を活用すべきでは。ル製を活用すべきでは。

「ノーラ名栗」は前年比３.４倍の来場者であり「ノーラ名栗」は前年比３.４倍の来場者であり「ノーラ名栗」は前年比３.４倍の来場者であり「ノーラ名栗」は前年比３.４倍の来場者であり「ノーラ名栗」は前年比３.４倍の来場者であり
期待できるが、地方創生はどう考えているか。期待できるが、地方創生はどう考えているか。期待できるが、地方創生はどう考えているか。期待できるが、地方創生はどう考えているか。期待できるが、地方創生はどう考えているか。

市街地と名栗線上の原市場のまちづくりは。市街地と名栗線上の原市場のまちづくりは。市街地と名栗線上の原市場のまちづくりは。市街地と名栗線上の原市場のまちづくりは。市街地と名栗線上の原市場のまちづくりは。
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問

問

問

問

問
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林地開発申請の道路（路地敷）面積は０.１６３
２ｈａ、都市計画法上の道路面積は、０.０５１
４ｈａとなっている。林地開発申請の道路面積
とサッカーグラウンドを合わせると開発面積が
１.０８８６ｈａとなり、１ｈａを超える。都市
計画法では１ｈａを越えると県道から６ｍ道路
が必要になることから都市計画法逃れのために
１ｈａ未満にしたのではないか。

林地開発許可の基準は、３０年に一度の確率を
想定して、調整池を建設することになっている。
降雨量には総雨量、日雨量、短時間雨量がある。
近年、記録を塗り替えるような異常気象が日常
になっている。市長は、５０年に一度の風水害
を想定したら何もできなくなると答弁している
が、昭和４１年の台風による土砂災害では、阿
須地区で５名亡くなっている。昨年の台風は、
征矢町で３８７ｍｍ、山間部では６００ｍｍ以
上にもなった。専門家の指摘によると一日に２
００ｍｍ以上降る日が４割増加、１００年に一
度というような大雨が１.５倍に増えると予想さ
れている。市の見解は。

名栗中学校統合の強引な進め方を反省して、今
後の小規模校のあり方の検討にあたっては、統
廃合を前提とせず、地域コミュニティー、地域
づくりや学校の位置づけ、教育のあり方を十分
検討していくことが必要ではないか。

ＳＤＧｓとは、地球的な様々な課題に対して、
２０３０年を達成目標とする国連の掲げる「持
続可能な開発目標」である。「誰も置き去りにし
ない」を理念として、合計１７項目のゴールと
１６９のターゲットを示すもの。自治体が実施
する業務がＳＤＧｓの取り組みそのものである
ことから、職員自らがＳＤＧｓの価値観や意義
を強く認識し、取り組みに光を当てるため、担
当職員の窓口や名刺にＳＤＧｓのアイコンを表
示してはどうか。

申請手続きのオンライン（デジタル）化は、ウ
ィズコロナの社会において「人が集まらない行
政」、「ニューノーマル社会の自治体業務」の実
現、推進に欠かせない。見解を伺う。

社会福祉法が改正され、分野ごとの「縦割り」
ではなく、複合的な課題を抱える相談者を包括
的に支援する「断らない相談支援体制の構築」、
「重層的支援整備事業」の実施を市町村の努力義
務としている。本市の考えを伺う。

グラウンド設計平面図 出典：国際連合広報センターサッカーグラウンド周辺図 出典：国際連合広報センター

新井　　巧（日本共産党）

阿須山中のサッカー場は都市計
画法逃れではないか
小規模校の検討にあたって

６ｍ道路と管理通路は、調整池の維持管理に使
う道路で、通常はフェンスに鍵をかけており、
サッカー場には使用しない。

単純に答えることはできないが、昨年の台風第
19号並の降雨量があったとしても、問題なく
十分調整が可能な構造になっている。

少子化がさらに進むと考えられる。地域の実情
を踏まえ、教育の場であることから学校の役割
と重要性なども含めて検討していきたい。

1年間策定を延期した総合振興計画後期計画で
は、それぞれの事業に関する主なＳＤＧｓのア
イコンを示すことを検討している。窓口や名刺
へのアイコン表示については調査・研究する。

行政手続きのデジタル化は市民サービスや利便
性の向上、事務の合理化・効率化等による効果が
高いものと認識している。国の動向を注視し、
費用対効果を踏まえ積極的に取り組みたい。

「断らない相談支援」については、「第1次はん
のうふくしの森プラン」に基づき、「相談・窓口
応対に関する基本方針」を策定し、相談者のた
らい回しをしない、断らない相談支援体制を構
築し、取り組んでいる。「重層的支援整備事業」
については、少子高齢化や核家族化等による、
市民の抱える課題の複雑化・複合化に即した、
包括的支援体制の構築を調査・研究していく。

令和２年11月１日　はんのう市議会だより　第157号　●8

答

答

答

答

答

答

栗原　義幸（公明党）

ＳＤＧｓと自治体業務
自治体手続きのオンライン化
断らない相談支援体制の構築

林地開発申請の道路（路地敷）面積は０.１６３林地開発申請の道路（路地敷）面積は０.１６３林地開発申請の道路（路地敷）面積は０.１６３林地開発申請の道路（路地敷）面積は０.１６３林地開発申請の道路（路地敷）面積は０.１６３
２ｈａ、都市計画法上の道路面積は、０.０５１２ｈａ、都市計画法上の道路面積は、０.０５１２ｈａ、都市計画法上の道路面積は、０.０５１２ｈａ、都市計画法上の道路面積は、０.０５１２ｈａ、都市計画法上の道路面積は、０.０５１
４ｈａとなっている。林地開発申請の道路面積４ｈａとなっている。林地開発申請の道路面積４ｈａとなっている。林地開発申請の道路面積４ｈａとなっている。林地開発申請の道路面積４ｈａとなっている。林地開発申請の道路面積
とサッカーグラウンドを合わせると開発面積がとサッカーグラウンドを合わせると開発面積がとサッカーグラウンドを合わせると開発面積がとサッカーグラウンドを合わせると開発面積がとサッカーグラウンドを合わせると開発面積が
１.０８８６ｈａとなり、１ｈａを超える。都市１.０８８６ｈａとなり、１ｈａを超える。都市１.０８８６ｈａとなり、１ｈａを超える。都市１.０８８６ｈａとなり、１ｈａを超える。都市１.０８８６ｈａとなり、１ｈａを超える。都市
計画法では１ｈａを越えると県道から６ｍ道路計画法では１ｈａを越えると県道から６ｍ道路計画法では１ｈａを越えると県道から６ｍ道路計画法では１ｈａを越えると県道から６ｍ道路計画法では１ｈａを越えると県道から６ｍ道路
が必要になることから都市計画法逃れのためにが必要になることから都市計画法逃れのためにが必要になることから都市計画法逃れのためにが必要になることから都市計画法逃れのためにが必要になることから都市計画法逃れのために
１ｈａ未満にしたのではないか。１ｈａ未満にしたのではないか。１ｈａ未満にしたのではないか。１ｈａ未満にしたのではないか。１ｈａ未満にしたのではないか。

林地開発許可の基準は、３０年に一度の確率を林地開発許可の基準は、３０年に一度の確率を林地開発許可の基準は、３０年に一度の確率を林地開発許可の基準は、３０年に一度の確率を林地開発許可の基準は、３０年に一度の確率を
想定して、調整池を建設することになってい想定して、調整池を建設することになってい想定して、調整池を建設することになってい想定して、調整池を建設することになってい想定して、調整池を建設することになっている。る。る。る。る。
降雨量には総雨量、日雨量、短時間雨量があ降雨量には総雨量、日雨量、短時間雨量があ降雨量には総雨量、日雨量、短時間雨量があ降雨量には総雨量、日雨量、短時間雨量があ降雨量には総雨量、日雨量、短時間雨量があるるるるる。。。。。
近年、記録を塗り替えるような異常気象が日常近年、記録を塗り替えるような異常気象が日常近年、記録を塗り替えるような異常気象が日常近年、記録を塗り替えるような異常気象が日常近年、記録を塗り替えるような異常気象が日常
になっている。市長は、５０年に一度の風水害になっている。市長は、５０年に一度の風水害になっている。市長は、５０年に一度の風水害になっている。市長は、５０年に一度の風水害になっている。市長は、５０年に一度の風水害
を想定したら何もできなくなると答弁しているを想定したら何もできなくなると答弁しているを想定したら何もできなくなると答弁しているを想定したら何もできなくなると答弁しているを想定したら何もできなくなると答弁している
が、昭和４１年の台風による土砂災害では、阿が、昭和４１年の台風による土砂災害では、阿が、昭和４１年の台風による土砂災害では、阿が、昭和４１年の台風による土砂災害では、阿が、昭和４１年の台風による土砂災害では、阿
須地区で５名亡くなっている。昨年の台風は、須地区で５名亡くなっている。昨年の台風は、須地区で５名亡くなっている。昨年の台風は、須地区で５名亡くなっている。昨年の台風は、須地区で５名亡くなっている。昨年の台風は、
征矢町で３８７ｍｍ、山間部では６００ｍｍ以征矢町で３８７ｍｍ、山間部では６００ｍｍ以征矢町で３８７ｍｍ、山間部では６００ｍｍ以征矢町で３８７ｍｍ、山間部では６００ｍｍ以征矢町で３８７ｍｍ、山間部では６００ｍｍ以
上にもなった。専門家の指摘によると一日に２上にもなった。専門家の指摘によると一日に２上にもなった。専門家の指摘によると一日に２上にもなった。専門家の指摘によると一日に２上にもなった。専門家の指摘によると一日に２
００ｍｍ以上降る日が４割増加、１００年に一００ｍｍ以上降る日が４割増加、１００年に一００ｍｍ以上降る日が４割増加、１００年に一００ｍｍ以上降る日が４割増加、１００年に一００ｍｍ以上降る日が４割増加、１００年に一
度というような大雨が１.５倍に増えると予想さ度というような大雨が１.５倍に増えると予想さ度というような大雨が１.５倍に増えると予想さ度というような大雨が１.５倍に増えると予想さ度というような大雨が１.５倍に増えると予想さ
れている。市の見解は。れている。市の見解は。れている。市の見解は。れている。市の見解は。れている。市の見解は。

名栗中学校統合の強引な進め方を反省して、今名栗中学校統合の強引な進め方を反省して、今名栗中学校統合の強引な進め方を反省して、今名栗中学校統合の強引な進め方を反省して、今名栗中学校統合の強引な進め方を反省して、今
後の小規模校のあり方の検討にあたっては、統後の小規模校のあり方の検討にあたっては、統後の小規模校のあり方の検討にあたっては、統後の小規模校のあり方の検討にあたっては、統後の小規模校のあり方の検討にあたっては、統
廃合を前提とせず、地域コミュニティー、地域廃合を前提とせず、地域コミュニティー、地域廃合を前提とせず、地域コミュニティー、地域廃合を前提とせず、地域コミュニティー、地域廃合を前提とせず、地域コミュニティー、地域
づくりや学校の位置づけ、教育のあり方を十分づくりや学校の位置づけ、教育のあり方を十分づくりや学校の位置づけ、教育のあり方を十分づくりや学校の位置づけ、教育のあり方を十分づくりや学校の位置づけ、教育のあり方を十分
検討していくことが必要ではないか。検討していくことが必要ではないか。検討していくことが必要ではないか。検討していくことが必要ではないか。検討していくことが必要ではないか。

ＳＤＧｓとは、地球的な様々な課題に対して、ＳＤＧｓとは、地球的な様々な課題に対して、ＳＤＧｓとは、地球的な様々な課題に対して、ＳＤＧｓとは、地球的な様々な課題に対して、ＳＤＧｓとは、地球的な様々な課題に対して、
２０３０年を達成目標とする国連の掲げる「持２０３０年を達成目標とする国連の掲げる「持２０３０年を達成目標とする国連の掲げる「持２０３０年を達成目標とする国連の掲げる「持２０３０年を達成目標とする国連の掲げる「持
続可能な開発目続可能な開発目続可能な開発目続可能な開発目続可能な開発目標」標」標」標」標」であであであであである。る。る。る。る。「誰も置き去りにし「誰も置き去りにし「誰も置き去りにし「誰も置き去りにし「誰も置き去りにし
ない」を理念として、合計１７項目のゴールとない」を理念として、合計１７項目のゴールとない」を理念として、合計１７項目のゴールとない」を理念として、合計１７項目のゴールとない」を理念として、合計１７項目のゴールと
１６９のターゲットを示すもの。自治体が実施１６９のターゲットを示すもの。自治体が実施１６９のターゲットを示すもの。自治体が実施１６９のターゲットを示すもの。自治体が実施１６９のターゲットを示すもの。自治体が実施
する業務がＳＤＧｓの取り組みそのものであるする業務がＳＤＧｓの取り組みそのものであるする業務がＳＤＧｓの取り組みそのものであるする業務がＳＤＧｓの取り組みそのものであるする業務がＳＤＧｓの取り組みそのものである
ことから、職員自らがＳＤＧｓの価値観や意義ことから、職員自らがＳＤＧｓの価値観や意義ことから、職員自らがＳＤＧｓの価値観や意義ことから、職員自らがＳＤＧｓの価値観や意義ことから、職員自らがＳＤＧｓの価値観や意義
を強く認識し、取り組みに光を当てるため、担を強く認識し、取り組みに光を当てるため、担を強く認識し、取り組みに光を当てるため、担を強く認識し、取り組みに光を当てるため、担を強く認識し、取り組みに光を当てるため、担
当職員の窓口や名刺にＳＤＧｓのアイコンを表当職員の窓口や名刺にＳＤＧｓのアイコンを表当職員の窓口や名刺にＳＤＧｓのアイコンを表当職員の窓口や名刺にＳＤＧｓのアイコンを表当職員の窓口や名刺にＳＤＧｓのアイコンを表
示してはどうか。示してはどうか。示してはどうか。示してはどうか。示してはどうか。

申請手続きのオンライン（デジタル）化は、ウ申請手続きのオンライン（デジタル）化は、ウ申請手続きのオンライン（デジタル）化は、ウ申請手続きのオンライン（デジタル）化は、ウ申請手続きのオンライン（デジタル）化は、ウ
ィズコロナの社会において「人が集まらない行ィズコロナの社会において「人が集まらない行ィズコロナの社会において「人が集まらない行ィズコロナの社会において「人が集まらない行ィズコロナの社会において「人が集まらない行
政」政」政」政」政」、「ニューノーマル社会の自治体業、「ニューノーマル社会の自治体業、「ニューノーマル社会の自治体業、「ニューノーマル社会の自治体業、「ニューノーマル社会の自治体業務」務」務」務」務」の実の実の実の実の実
現、推進に欠かせない。見解を伺う。現、推進に欠かせない。見解を伺う。現、推進に欠かせない。見解を伺う。現、推進に欠かせない。見解を伺う。現、推進に欠かせない。見解を伺う。

社会福祉法が改正され、分野ごとの「縦割り」社会福祉法が改正され、分野ごとの「縦割り」社会福祉法が改正され、分野ごとの「縦割り」社会福祉法が改正され、分野ごとの「縦割り」社会福祉法が改正され、分野ごとの「縦割り」
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新型コロナウイルスの感染拡大と風邪の流行期
に備え、６５歳以上のインフルエンザ予防接種が
無償化された。子どもの無償化と合わせ多くの方
が受診し混乱が予想される。予防接種可能時期を
含め分かりやすい丁寧な周知を。また、発熱外来
ＰＣＲセンターの継続設置を要望し、医療検査体
制を万全にしていく必要があると思うがどうか。

昨年の美杉台拳銃発砲事件を契機に交番設置要
望が高まっている。市街地を担当する３つの交
番の担当地域は極めて広範囲で緊急事態への迅
速な対応に不安が残る。人口が急増している美杉
台、茜台地区に４か所目の新たな交番を設置し
市内交番の担当区域の再編成により市全体の防
犯、治安力の強化に繋げていただきたいが。

美杉台小学校では住宅開発により入学児童が大
幅に増え、令和６年度に普通教室が不足する可
能性があることが確認された。多額の財政負担も
生じることから設計や予算措置など庁内議論も必
要。新たな校舎が必要と判断された場合に備え本
年度中に市の方針を決定し、今後のスケジュール
を決める必要があると思うがどうか。

リース校舎とはどのようなものなのか。早急に
ＰＴＡを始め地元との十分な協議をお願いしたい。
合わせて過密となったトイレや水栓の増設など
コロナ対策としても早急な改善を要望する。

名栗中学校廃校の方向性が示された。「山間地で
も教育を受けることができる場の存在が重要」
と教育機関である幼稚園を創設した名栗の教育
における歴史がある。この教育理念を残すため
にも小学校、幼稚園を存続させる対策を伺う。

名栗地区のまちづくりと移住政策を伺う。

令和３年度成人式開催の協議状況を伺う。

要  

望

飯能市立名栗中学校飯能市立名栗中学校

加涌　弘貴（飯能みらい）

新型コロナウイルス対策
拳銃発砲事件と交番設置要望
美杉台小学校普通教室不足問題

関田　直子（ＮＥＸＴはんのう）

名栗地区の教育・移住政策
成人式の開催

65歳以上は10月1日から、それ以外の方は
10月26日から接種が可能。効果的な周知方法
を検討し周知を行う。県と医師会は現在の感染
状況を鑑み、10月末までの発熱外来ＰＣＲセン
ターを延長する方向で調整が進められている。

交番の新設は非常に厳しい状況だが、住民要望
を引き続き飯能警察署にしっかりと伝えていく。

南高麗小・中学校への通学を可能とする希望選択
制度を有効と考え推進する。状況次第で新たに
リースでの校舎設置も視野に検討していく。

名栗幼稚園については魅力ある幼稚園づくりの
努力を続け広報等による情報の発信に努める。
名栗幼稚園のホームページを８月２５日に開
設、公開した。名栗小学校においても、複式学
級における効果的な学習指導法の研究や魅力あ
る学校づくりの努力を続けるとともにホームペ
ージ等による情報の発信に努める。今後も様々
な施策と関連付け、地域のご意見を伺いながら
恒久的に存続できるよう尽力する。

観光という視点を通して地域の生活や事業活動
を維持する取り組みを進め、移住・定住につな
げられるよう様々な施策を展開していく。現在
のコロナ禍の状況において、豊かな自然や都心
への良好なアクセス、充実した子育て支援策を
背景とし移住相談や現地案内の希望が増加。移
住施策「飯能市空き家バンク」などを活用し、
本市の魅力発信の他リモートワークを実践して
いる移住者の方との交流、建築業者による住宅
の紹介や設計のポイント説明、また、市街地か
ら山間部まで多様な土地や魅力的な施設の紹介
など移住後の生活を含め、本市への移住をより
具体的にイメージし魅力的に感じていただける
ような日帰りツアーを予定している。

成人式の意義やその目的の再確認を行い、新型
コロナウイルス感染症拡大防止や、事前に感染
症予防への協力等の徹底した対策を検討し、開
催できるかどうかの検証を行う。開催は感染症
対策本部会議において協議し、決定する。
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児童数の増加に伴い教室不足が懸念される
美杉台小学校
児童数の増加に伴い教室不足が懸念される
美杉台小学校
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飯能市では避難所における感染防止のため、今
年度予算でクイックパーテーションを購入しそ
れぞれ避難所に配備するとのことだが、規模と
購入時期、配置場所について伺いたい。

コロナ禍での避難所運営について研修会の実施
を検討するとのことであったが実施状況は。

西武鉄道南側の阿須小久保線西側の土地が大雨
により冠水する心配がある。敷地全体の高さ調
整で解消する提案をしてきたが検討状況は。

跨線橋南側の阿須小久保線と交差する市道１－
１９００号線が盛土工事でトンネルになる。長
さ十数ｍだが、内部が暗く防犯上大丈夫か。

清川橋架け替えの進捗状況は。現状では説明会
の開催は難しいと思うが地元に情報提供を。

橋の高さ及び幅員構成はどのように考えている
か。前後の取り付け部についてはいかがか。

関東財務局理財部融資課による財務状況把握の
結果概要に、実質債務は増加する見通し、今後
の債務償還能力の低下及び資金繰り状況の悪化
が想定されるとある。どう対応し生かすか。

路上喫煙禁止地域の設定が進み、多くの自治体
が罰則付き条例を制定。市民の健康及び観光推
進のため、屋外の公共の場に路上喫煙禁止区域
を設け、受動喫煙を防止する必要があるのでは。

禁煙治療や禁煙外来への支援等、がん対策と家
庭内を含めた受動喫煙に対し、対策が必要では。

改正健康増進法の施行で、屋内禁煙、受動喫煙
防止対策が徹底され、市役所敷地内は禁煙だ
が、赤い屋根の「特定屋外喫煙場所」も感染症
対策で閉鎖中。今後の敷地内受動喫煙対策は。

国の生活道路対策エリアは、国土交通省からＥ
ＴＣ２.０のビッグデータの活用も可能。安全策
強化情報及び技術支援を得るため登録しては。

地域の皆様による交通安全、防犯活動等のご協
力に、保険適用等の支援の検討は。

坂井　悦子（日本維新の会）

財政状況
受動喫煙対策
交通安全対策

新井　重治（清風会）

避難所における感染防止対策
阿須小久保線について
清川橋架け替えについて

6月補正予算で100基購入し既に奥武蔵小学校
と原市場小学校に配備した。また、8月補正予
算で75基購入し納品を待っている状況。

8月にマニュアルを作成し避難所運営に携わる
職員を対象に研修会を開催した。自治会につい
ても8月に避難所運営について周知した。

指摘箇所については、提案のとおり宅地造成高
を見直し施工することにより冠水の心配を解消
したいと考えている。

トンネルは長さ12.6ｍ、幅4ｍ、高さ2.5ｍで
出入口に街路灯を設置する。今後は必要に応じ
防犯照明の設置について判断したい。

現在は予備設計に基づき詳細設計に着手してい
る。今年11月以降に今の橋の撤去を予定。説
明会はコロナの状況により対応する。

幅員は車道部6ｍ、歩道部2.5ｍ、全幅は10.5
ｍで、高さは今の橋より約2.5ｍ高くなる計
画。前後の取り付けは現在進めている詳細設計
の中で検討していく。

財政の健全性と安定性、持続可能性、発展性を
検討し、総合振興計画実施計画と予算編成を連
動させ、行政改革大綱、定員適正化計画など行
財政経営を進める。

喫煙者のマナーが大きいと考え、キャンペーン
やまちなか清掃活動など、啓発活動を継続する。

リーフレットや特定保健指導の健康相談を活用
し、喫煙が健康に与える影響の周知を図る。

市民の方の喫煙所がないこと、法令違反の未然
防止等を検討し、屋根のない喫煙所を、年内を
目途に市役所敷地内に設置することを予定。

ゾーン30と併せて整備していくのが効果的。
令和4年度以降、推進計画に位置付けられれば
検討する。

自治会保険の加入を働きかけ、その一部の補助
や防犯パトロール用品で活動を支援している。
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跨線橋の工事が進む阿須小久保線跨線橋の工事が進む阿須小久保線地域の見守り活動地域の見守り活動

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

飯能市では避難所における感染防止のため、今飯能市では避難所における感染防止のため、今飯能市では避難所における感染防止のため、今飯能市では避難所における感染防止のため、今飯能市では避難所における感染防止のため、今
年度予算でクイックパーテーションを購入しそ年度予算でクイックパーテーションを購入しそ年度予算でクイックパーテーションを購入しそ年度予算でクイックパーテーションを購入しそ年度予算でクイックパーテーションを購入しそ
れぞれ避難所に配備するとのことだが、規模とれぞれ避難所に配備するとのことだが、規模とれぞれ避難所に配備するとのことだが、規模とれぞれ避難所に配備するとのことだが、規模とれぞれ避難所に配備するとのことだが、規模と
購入時期、配置場所について伺いたい。購入時期、配置場所について伺いたい。購入時期、配置場所について伺いたい。購入時期、配置場所について伺いたい。購入時期、配置場所について伺いたい。

コロナ禍での避難所運営について研修会の実施コロナ禍での避難所運営について研修会の実施コロナ禍での避難所運営について研修会の実施コロナ禍での避難所運営について研修会の実施コロナ禍での避難所運営について研修会の実施
を検討するとのことであったが実施状況は。を検討するとのことであったが実施状況は。を検討するとのことであったが実施状況は。を検討するとのことであったが実施状況は。を検討するとのことであったが実施状況は。

西武鉄道南側の阿須小久保線西側の土地が大雨西武鉄道南側の阿須小久保線西側の土地が大雨西武鉄道南側の阿須小久保線西側の土地が大雨西武鉄道南側の阿須小久保線西側の土地が大雨西武鉄道南側の阿須小久保線西側の土地が大雨
により冠水する心配がある。敷地全体の高さ調により冠水する心配がある。敷地全体の高さ調により冠水する心配がある。敷地全体の高さ調により冠水する心配がある。敷地全体の高さ調により冠水する心配がある。敷地全体の高さ調
整で解消する提案をしてきたが検討状況は。整で解消する提案をしてきたが検討状況は。整で解消する提案をしてきたが検討状況は。整で解消する提案をしてきたが検討状況は。整で解消する提案をしてきたが検討状況は。

跨線橋南側の阿須小久保線と交差する市道１－跨線橋南側の阿須小久保線と交差する市道１－跨線橋南側の阿須小久保線と交差する市道１－跨線橋南側の阿須小久保線と交差する市道１－跨線橋南側の阿須小久保線と交差する市道１－
１９００号線が盛土工事でトンネルになる。長１９００号線が盛土工事でトンネルになる。長１９００号線が盛土工事でトンネルになる。長１９００号線が盛土工事でトンネルになる。長１９００号線が盛土工事でトンネルになる。長
さ十数ｍだが、内部が暗く防犯上大丈夫か。さ十数ｍだが、内部が暗く防犯上大丈夫か。さ十数ｍだが、内部が暗く防犯上大丈夫か。さ十数ｍだが、内部が暗く防犯上大丈夫か。さ十数ｍだが、内部が暗く防犯上大丈夫か。

清川橋架け替えの進捗状況は。現状では説明会清川橋架け替えの進捗状況は。現状では説明会清川橋架け替えの進捗状況は。現状では説明会清川橋架け替えの進捗状況は。現状では説明会清川橋架け替えの進捗状況は。現状では説明会
の開催は難しいと思うが地元に情報提供を。の開催は難しいと思うが地元に情報提供を。の開催は難しいと思うが地元に情報提供を。の開催は難しいと思うが地元に情報提供を。の開催は難しいと思うが地元に情報提供を。

橋の高さ及び幅員構成はどのように考えている橋の高さ及び幅員構成はどのように考えている橋の高さ及び幅員構成はどのように考えている橋の高さ及び幅員構成はどのように考えている橋の高さ及び幅員構成はどのように考えている
か。前後の取り付け部についてはいかがか。か。前後の取り付け部についてはいかがか。か。前後の取り付け部についてはいかがか。か。前後の取り付け部についてはいかがか。か。前後の取り付け部についてはいかがか。

関東財務局理財部融資課による財務状況把握の関東財務局理財部融資課による財務状況把握の関東財務局理財部融資課による財務状況把握の関東財務局理財部融資課による財務状況把握の関東財務局理財部融資課による財務状況把握の
結果概要に、実質債務は増加する見通し、今後結果概要に、実質債務は増加する見通し、今後結果概要に、実質債務は増加する見通し、今後結果概要に、実質債務は増加する見通し、今後結果概要に、実質債務は増加する見通し、今後
の債務償還能力の低下及び資金繰り状況の悪化の債務償還能力の低下及び資金繰り状況の悪化の債務償還能力の低下及び資金繰り状況の悪化の債務償還能力の低下及び資金繰り状況の悪化の債務償還能力の低下及び資金繰り状況の悪化
が想定されるとある。どう対応し生かすか。が想定されるとある。どう対応し生かすか。が想定されるとある。どう対応し生かすか。が想定されるとある。どう対応し生かすか。が想定されるとある。どう対応し生かすか。

路上喫煙禁止地域の設定が進み、多くの自治体路上喫煙禁止地域の設定が進み、多くの自治体路上喫煙禁止地域の設定が進み、多くの自治体路上喫煙禁止地域の設定が進み、多くの自治体路上喫煙禁止地域の設定が進み、多くの自治体
が罰則付き条例を制定。市民の健康及び観光推が罰則付き条例を制定。市民の健康及び観光推が罰則付き条例を制定。市民の健康及び観光推が罰則付き条例を制定。市民の健康及び観光推が罰則付き条例を制定。市民の健康及び観光推
進のため、屋外の公共の場に路上喫煙禁止区域進のため、屋外の公共の場に路上喫煙禁止区域進のため、屋外の公共の場に路上喫煙禁止区域進のため、屋外の公共の場に路上喫煙禁止区域進のため、屋外の公共の場に路上喫煙禁止区域
を設を設を設を設を設け、け、け、け、け、受動喫煙を防止する必要があるので受動喫煙を防止する必要があるので受動喫煙を防止する必要があるので受動喫煙を防止する必要があるので受動喫煙を防止する必要があるのでは。は。は。は。は。

禁煙治療や禁煙外来への支援等、がん対策と家禁煙治療や禁煙外来への支援等、がん対策と家禁煙治療や禁煙外来への支援等、がん対策と家禁煙治療や禁煙外来への支援等、がん対策と家禁煙治療や禁煙外来への支援等、がん対策と家
庭内を含めた受動喫煙に対庭内を含めた受動喫煙に対庭内を含めた受動喫煙に対庭内を含めた受動喫煙に対庭内を含めた受動喫煙に対し、し、し、し、し、対策が必要で対策が必要で対策が必要で対策が必要で対策が必要では。は。は。は。は。

改正健康増進法の施行で、屋内禁煙、受動喫煙改正健康増進法の施行で、屋内禁煙、受動喫煙改正健康増進法の施行で、屋内禁煙、受動喫煙改正健康増進法の施行で、屋内禁煙、受動喫煙改正健康増進法の施行で、屋内禁煙、受動喫煙
防止対策が徹底され、市役所敷地内は禁煙だ防止対策が徹底され、市役所敷地内は禁煙だ防止対策が徹底され、市役所敷地内は禁煙だ防止対策が徹底され、市役所敷地内は禁煙だ防止対策が徹底され、市役所敷地内は禁煙だ
が、赤い屋根の「特定屋外喫煙場所」も感染症が、赤い屋根の「特定屋外喫煙場所」も感染症が、赤い屋根の「特定屋外喫煙場所」も感染症が、赤い屋根の「特定屋外喫煙場所」も感染症が、赤い屋根の「特定屋外喫煙場所」も感染症
対策で閉鎖中。今後の敷地内受動喫煙対策は。対策で閉鎖中。今後の敷地内受動喫煙対策は。対策で閉鎖中。今後の敷地内受動喫煙対策は。対策で閉鎖中。今後の敷地内受動喫煙対策は。対策で閉鎖中。今後の敷地内受動喫煙対策は。

国の生活道路対策エリアは、国土交通省からＥ国の生活道路対策エリアは、国土交通省からＥ国の生活道路対策エリアは、国土交通省からＥ国の生活道路対策エリアは、国土交通省からＥ国の生活道路対策エリアは、国土交通省からＥ
ＴＣ２.０のビッグデータの活用も可能。安全策ＴＣ２.０のビッグデータの活用も可能。安全策ＴＣ２.０のビッグデータの活用も可能。安全策ＴＣ２.０のビッグデータの活用も可能。安全策ＴＣ２.０のビッグデータの活用も可能。安全策
強化情報及び技術支援を得るため登録しては。強化情報及び技術支援を得るため登録しては。強化情報及び技術支援を得るため登録しては。強化情報及び技術支援を得るため登録しては。強化情報及び技術支援を得るため登録しては。

地域の皆様による交通安全、防犯活動等のご協地域の皆様による交通安全、防犯活動等のご協地域の皆様による交通安全、防犯活動等のご協地域の皆様による交通安全、防犯活動等のご協地域の皆様による交通安全、防犯活動等のご協
力に、保険適用等の支援の検討は。力に、保険適用等の支援の検討は。力に、保険適用等の支援の検討は。力に、保険適用等の支援の検討は。力に、保険適用等の支援の検討は。



一 般 質 問

問 問

問

今秋から冬にかけて、新型コロナウイルス感染
症とともに季節性インフルエンザの同時流行が
懸念されている。高齢者など重症化のリスクが
高い人への積極的なインフルエンザワクチン接
種が呼びかけられているが、ピーク時にワクチ
ンが不足しないか、検査キットは確保されてい
るのか伺う。

公衆衛生と感染症対策の中核を担う狭山保健所
を訪問して、４月の感染ピーク時をどのように
して乗り越えてきたのか、感染ピーク時に十分
な対応を可能とする職員体制は、あと何人必要
かなど伺ってきた。技術職（保健師や看護師）
３８名、事務職３２名、計７０名の増員が必要。
狭山保健所は、管轄５市（所沢市、狭山市、入
間市、飯能市、日高市）約７８万人を対象とし、
現在６６名の職員体制で運営している。今回の
経験を通して、保健所がもう１か所必要だとい
うことが分かった。飯能保健所も廃止されて久
しいが、１９９１年に全国８５２か所あった保
健所は、２０２０年には４６９か所にまで統廃
合されている。保健所の機能強化と再編（増設）
を求めるが。

阿須山中土地有効活用事業の公募要領には接触
の禁止がある。選定委員会の名簿と会議録の開
示を求めたが、名簿は「黒ぬり･のり弁」。会議
録はメモ程度のもので、どのような審査が行わ
れたのかわからない。選定委員は市職員で、接
触はないとのことだが、市政の私物化・市長案
件ではないかという市民の声にどう答えるの
か。サッカー練習場は常設トイレやシャワー施
設もなく、メガソーラーの調整池の底になる。
雨がやんでも土砂を撤去しなければ練習できな
い。要するにサッカー場はメガソーラーの隠れ
蓑である。これで子どもたちの安全が守れるの
か。この市有地は小山市長の時、５０億円とい
う巨費を投じて、土地開発公社が先行取得した
ものである。その一部が今は運動公園・あけぼ
の子どもの森公園になっている。それ以来、市
民と市が一緒になって守り続けてきた市民共有
の財産を大規模に開発する。こんなことが許さ
れたら、今後、民間事業者が他の場所にメガソー
ラーを造るといってもやめさせることができな
くなってしまうのではないか。市は、サッカー
を通じて世界に通用する選手を育成する「地方
創生事業」であるというが、本当に市民のた
め、子どもたちのためだというのであれば、他
の適切な場所に、子どもたち誰もが使えるサッ
カー練習場にすべきではないか。

金子　敏江（日本共産党）

インフルエンザと新型コロナウイ
ルス同時流行への備えは
保健所の機能強化と再編を

山田　利子（日本共産党）

阿須山中のサッカー場はメガソ
ーラーの隠れ蓑！これでいいの
か地方創生事業！

インフルエンザ予防接種は、例年１０月２０日
から実施していたが、今年度は、地区医師会の
協力により、１０月１日から開始できることに
なった。また、６５才以上の方で年末までに接
種した方は、自己負担額を県が全額免除するこ
とになった。まずは高齢者を優先し、子どもや
基礎疾患のある方は、１０月２６日から開始と
いうことで調整している。また、検査キット等
は十分に確保されるものと考える。

感染拡大期に備えた万全な体制が求められるこ
とから、保健所機能の強化と、保健師や検査技
師をはじめ、専門職員の確保及び検査態勢の整
備を県に強く要望したところである。

疑惑とか市民の間でとか言われたがどこに証拠
があるのか、誰が言ったのか。歴代の市長がな
かなかできなかったことを子どもたちのため、
市民のためにやっている。今までできなかった
こともしっかりやるのが、大久保市政イコール
副市長以下職員だ。私が何か癒着、疑惑がある
という心外な言葉が発せられた。癒着、疑惑は
一切ない。選定についてはきれいな水、上流の
水と同じ透明性のある選定をした。
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答

答

選定委員名簿と会議録選定委員名簿と会議録

今秋から冬にかけて、新型コロナウイルス感染今秋から冬にかけて、新型コロナウイルス感染今秋から冬にかけて、新型コロナウイルス感染今秋から冬にかけて、新型コロナウイルス感染
症とともに季節性インフルエンザの同時流行が症とともに季節性インフルエンザの同時流行が症とともに季節性インフルエンザの同時流行が症とともに季節性インフルエンザの同時流行が
懸念されている。高齢者など重症化のリスクが懸念されている。高齢者など重症化のリスクが懸念されている。高齢者など重症化のリスクが懸念されている。高齢者など重症化のリスクが
高い人への積極的なインフルエンザワクチン接高い人への積極的なインフルエンザワクチン接高い人への積極的なインフルエンザワクチン接高い人への積極的なインフルエンザワクチン接
種が呼びかけられているが、ピーク時にワクチ種が呼びかけられているが、ピーク時にワクチ種が呼びかけられているが、ピーク時にワクチ種が呼びかけられているが、ピーク時にワクチ
ンが不足しないか、検査キットは確保されていンが不足しないか、検査キットは確保されていンが不足しないか、検査キットは確保されていンが不足しないか、検査キットは確保されてい
るのか伺う。るのか伺う。るのか伺う。るのか伺う。

公衆衛生と感染症対策の中核を担う狭山保健所公衆衛生と感染症対策の中核を担う狭山保健所公衆衛生と感染症対策の中核を担う狭山保健所公衆衛生と感染症対策の中核を担う狭山保健所
を訪問して、４月の感染ピーク時をどのようにを訪問して、４月の感染ピーク時をどのようにを訪問して、４月の感染ピーク時をどのようにを訪問して、４月の感染ピーク時をどのように
して乗り越えてきたのか、感染ピーク時に十分して乗り越えてきたのか、感染ピーク時に十分して乗り越えてきたのか、感染ピーク時に十分して乗り越えてきたのか、感染ピーク時に十分
な対応を可能とする職員体制は、あと何人必要な対応を可能とする職員体制は、あと何人必要な対応を可能とする職員体制は、あと何人必要な対応を可能とする職員体制は、あと何人必要
かなど伺ってきた。技術職（保健師や看護師）かなど伺ってきた。技術職（保健師や看護師）かなど伺ってきた。技術職（保健師や看護師）かなど伺ってきた。技術職（保健師や看護師）
３８３８３８３８名、事務職名、事務職名、事務職名、事務職３２３２３２３２名、計名、計名、計名、計７０７０７０７０名の増員が必名の増員が必名の増員が必名の増員が必要。要。要。要。
狭山保健所は、管轄５市（所沢市、狭山市、入狭山保健所は、管轄５市（所沢市、狭山市、入狭山保健所は、管轄５市（所沢市、狭山市、入狭山保健所は、管轄５市（所沢市、狭山市、入
間市、飯能市、日高市）約間市、飯能市、日高市）約間市、飯能市、日高市）約間市、飯能市、日高市）約７８７８７８７８万人を対象と万人を対象と万人を対象と万人を対象とし、し、し、し、
現在６６名の職員体制で運営している。今回の現在６６名の職員体制で運営している。今回の現在６６名の職員体制で運営している。今回の現在６６名の職員体制で運営している。今回の
経験を通して、保健所がもう１か所必要だとい経験を通して、保健所がもう１か所必要だとい経験を通して、保健所がもう１か所必要だとい経験を通して、保健所がもう１か所必要だとい
うことが分かった。飯能保健所も廃止されて久うことが分かった。飯能保健所も廃止されて久うことが分かった。飯能保健所も廃止されて久うことが分かった。飯能保健所も廃止されて久
しいが、１９９１年に全国８５２か所あった保しいが、１９９１年に全国８５２か所あった保しいが、１９９１年に全国８５２か所あった保しいが、１９９１年に全国８５２か所あった保
健所は、２０２０年には４６９か所にまで統廃健所は、２０２０年には４６９か所にまで統廃健所は、２０２０年には４６９か所にまで統廃健所は、２０２０年には４６９か所にまで統廃
合されている。保健所の機能強化と再合されている。保健所の機能強化と再合されている。保健所の機能強化と再合されている。保健所の機能強化と再編（編（編（編（増増増増設）設）設）設）
を求めるが。を求めるが。を求めるが。を求めるが。

阿須山中土地有効活用事業の公募要領には接触阿須山中土地有効活用事業の公募要領には接触阿須山中土地有効活用事業の公募要領には接触阿須山中土地有効活用事業の公募要領には接触
の禁止がある。選定委員会の名簿と会議録の開の禁止がある。選定委員会の名簿と会議録の開の禁止がある。選定委員会の名簿と会議録の開の禁止がある。選定委員会の名簿と会議録の開
示を求めたが、名簿は「黒ぬり･のり示を求めたが、名簿は「黒ぬり･のり示を求めたが、名簿は「黒ぬり･のり示を求めたが、名簿は「黒ぬり･のり弁」弁」弁」弁」。会議。会議。会議。会議
録はメモ程度のもので、どのような審査が行わ録はメモ程度のもので、どのような審査が行わ録はメモ程度のもので、どのような審査が行わ録はメモ程度のもので、どのような審査が行わ
れたのかわからない。選定委員は市職員で、接れたのかわからない。選定委員は市職員で、接れたのかわからない。選定委員は市職員で、接れたのかわからない。選定委員は市職員で、接
触はないとのことだが、市政の私物化・市長案触はないとのことだが、市政の私物化・市長案触はないとのことだが、市政の私物化・市長案触はないとのことだが、市政の私物化・市長案
件ではないかという市民の声にどう答えるの件ではないかという市民の声にどう答えるの件ではないかという市民の声にどう答えるの件ではないかという市民の声にどう答えるの
か。サッカー練習場は常設トイレやシャワー施か。サッカー練習場は常設トイレやシャワー施か。サッカー練習場は常設トイレやシャワー施か。サッカー練習場は常設トイレやシャワー施
設もなく、メガソーラーの調整池の底になる。設もなく、メガソーラーの調整池の底になる。設もなく、メガソーラーの調整池の底になる。設もなく、メガソーラーの調整池の底になる。
雨がやんでも土砂を撤去しなければ練習できな雨がやんでも土砂を撤去しなければ練習できな雨がやんでも土砂を撤去しなければ練習できな雨がやんでも土砂を撤去しなければ練習できな
い。要するにサッカー場はメガソーラーの隠れい。要するにサッカー場はメガソーラーの隠れい。要するにサッカー場はメガソーラーの隠れい。要するにサッカー場はメガソーラーの隠れ
蓑である。これで子どもたちの安全が守れるの蓑である。これで子どもたちの安全が守れるの蓑である。これで子どもたちの安全が守れるの蓑である。これで子どもたちの安全が守れるの
か。この市有地は小山市長の時、５０億円といか。この市有地は小山市長の時、５０億円といか。この市有地は小山市長の時、５０億円といか。この市有地は小山市長の時、５０億円とい
う巨費を投じて、土地開発公社が先行取得したう巨費を投じて、土地開発公社が先行取得したう巨費を投じて、土地開発公社が先行取得したう巨費を投じて、土地開発公社が先行取得した
ものである。その一部が今は運動公園・あけぼものである。その一部が今は運動公園・あけぼものである。その一部が今は運動公園・あけぼものである。その一部が今は運動公園・あけぼ
の子どもの森公園になっている。それ以来、市の子どもの森公園になっている。それ以来、市の子どもの森公園になっている。それ以来、市の子どもの森公園になっている。それ以来、市
民と市が一緒になって守り続けてきた市民共有民と市が一緒になって守り続けてきた市民共有民と市が一緒になって守り続けてきた市民共有民と市が一緒になって守り続けてきた市民共有
の財産を大規模に開発する。こんなことが許さの財産を大規模に開発する。こんなことが許さの財産を大規模に開発する。こんなことが許さの財産を大規模に開発する。こんなことが許さ
れたられたられたられたら、、、、今後今後今後今後、、、、民間事業者が他の場所にメガ民間事業者が他の場所にメガ民間事業者が他の場所にメガ民間事業者が他の場所にメガソーソーソーソー
ラーを造るといってもやめさせることができなラーを造るといってもやめさせることができなラーを造るといってもやめさせることができなラーを造るといってもやめさせることができな
くなってしまうのではないか。市は、サッカーくなってしまうのではないか。市は、サッカーくなってしまうのではないか。市は、サッカーくなってしまうのではないか。市は、サッカー
を通じて世界に通用する選手を育成する「地方を通じて世界に通用する選手を育成する「地方を通じて世界に通用する選手を育成する「地方を通じて世界に通用する選手を育成する「地方
創生事業」であるというが、本当に市民のた創生事業」であるというが、本当に市民のた創生事業」であるというが、本当に市民のた創生事業」であるというが、本当に市民のた
め、子どもたちのためだというのであれば、他め、子どもたちのためだというのであれば、他め、子どもたちのためだというのであれば、他め、子どもたちのためだというのであれば、他
の適切な場所に、子どもたち誰もが使えるサッの適切な場所に、子どもたち誰もが使えるサッの適切な場所に、子どもたち誰もが使えるサッの適切な場所に、子どもたち誰もが使えるサッ
カー練習場にすべきではないか。カー練習場にすべきではないか。カー練習場にすべきではないか。カー練習場にすべきではないか。



一 般 質 問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

本事業について、様々な資料を確認したが、太
陽光発電、サッカーグラウンドの造成など、大
和リースが設計等を行っている。事業と大和リ
ースの関わりについては。

発電事業が承継された場合に事業者の合併、買
収などにより、発電事業だけが独立することは
ないか。市民の財産が一事業者の儲けとなるだ
けで、地方創生どころではないが。

林地開発について県森林審議会の答申が出され
た。審議会では「事業により水源の涵養機能が
損なわれる、周辺環境、急傾斜地に置くソーラ
ーパネルが土砂災害で流出など、机上の計算で
は測れないものがある」などの意見が出されて
いるが見解は。

市は事業について、広報やホームページに掲載
しているが、市民の財産を貸す事業である。全
市民対象の説明会を開催すべきではないか。

大半が太陽光発電のパネルで埋め尽くされて
しまうことを市民の皆さんに伝えているとは
思えない。既に作業道に隣接する土地を太陽光
発電業者が取得している。この地域が太陽光発
電の事業地域となってしまうこととなれば市
の責任が問われる。考え直すべきであると要望
した。

飯能市民で感染された方の感染した場所は。

感染者が入る病院やホテルは市内にあるのか。

病院やホテルに入る際の交通手段は。

クラスター化が心配される施設の対応は。

核家族で両親が感染した子どもへの対応は。

感染者への誹謗中傷やいじめの防止策は。

中心市街地、駅周辺に森林文化都市らしさを。

久下六道線は狭く危険。電柱の早期撤去を。

県道富岡入間線の阿須ガード拡幅の進捗は。

芦苅場地区の南小畦川の改修工事がこの数年遅
くなっているが新設道路も含め進捗は。

耐震性がなく指定緊急避難場所から除外した施
設が指定避難所になっているのは不適切では。

東飯能駅東口駅前通り線の信用金庫前とＢｉｇ
-Ａ前に歩行者の安全確保に横断歩道設置を。

間柴医院前の交差点にガードポールの設置を。

要  

望

大和リースは、インターナショナル・スポーツ
アカデミーから設計、太陽光パネルなどの調
達、設置、造成などの業務の発注を受けた業者
である。また、当該社団が事業継続できなくな
った時の協力事業者でもある。

昨年９月に締結した「基本協定書」に定めのあ
るとおり、市が承認することが前提となってい
る。発電事業のみ実施することは認めない。

昨今の気候変動などを踏まえ、事業を進めるべ
きとの意見であると理解している。

全市民対象の説明会の開催は考えていない。

県から発表された内容以外の情報はない。

市内にはない。ホテルは入間市に１つある。

入院や宿泊療養する際の搬送は保健所が担う。

学校など市の施設で陽性者が出た場合は保健所
から連絡が入る。民間の施設では国の考えを踏
まえ各企業や団体がガイドラインを作る。

両親と相談し保育者や預け先等を調整する。

相手を思いやり冷静に行動するよう広報で周知
し、学校へは全校集会等で差別、偏見を許さな
いように指導するよう各校長に指示した。

商工会議所や図書館で西川材を使っている。第
5次総合振興計画の後期基本計画で検討する。

道路管理が県から市に移管後、検討していく。

県がＪＲに設計委託をした。工期はその後。

今年度は護岸35ｍと新設道路の工事を行う。

誤解が生じないようホームページ等で表記す
る。

地元の要望は承知している。警察署に伝える。

関係機関と連携し交通安全対策に取り組む。

令和２年11月１日　はんのう市議会だより　第157号　●12

滝沢　　修（日本共産党）

阿須山中土地有効活用事業
開発の大半は太陽光発電
計画は考え直すべきである
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鳥居　誠明（清風会）

新型コロナウイルス対応
中心市街地や道路問題について
危機管理、歩行者安全について

本事業について、様々な資料を確認したが、太本事業について、様々な資料を確認したが、太本事業について、様々な資料を確認したが、太本事業について、様々な資料を確認したが、太本事業について、様々な資料を確認したが、太
陽光発電、サッカーグラウンドの造成など、大陽光発電、サッカーグラウンドの造成など、大陽光発電、サッカーグラウンドの造成など、大陽光発電、サッカーグラウンドの造成など、大陽光発電、サッカーグラウンドの造成など、大
和リースが設計等を行っている。事業と大和リ和リースが設計等を行っている。事業と大和リ和リースが設計等を行っている。事業と大和リ和リースが設計等を行っている。事業と大和リ和リースが設計等を行っている。事業と大和リ
ースの関わりについては。ースの関わりについては。ースの関わりについては。ースの関わりについては。ースの関わりについては。

発電事業が承継された場合に事業者の合併、買発電事業が承継された場合に事業者の合併、買発電事業が承継された場合に事業者の合併、買発電事業が承継された場合に事業者の合併、買発電事業が承継された場合に事業者の合併、買
収などにより、発電事業だけが独立することは収などにより、発電事業だけが独立することは収などにより、発電事業だけが独立することは収などにより、発電事業だけが独立することは収などにより、発電事業だけが独立することは
ないか。市民の財産が一事業者の儲けとなるだないか。市民の財産が一事業者の儲けとなるだないか。市民の財産が一事業者の儲けとなるだないか。市民の財産が一事業者の儲けとなるだないか。市民の財産が一事業者の儲けとなるだ
けで、地方創生どころではないが。けで、地方創生どころではないが。けで、地方創生どころではないが。けで、地方創生どころではないが。けで、地方創生どころではないが。

林地開発について県森林審議会の答申が出され林地開発について県森林審議会の答申が出され林地開発について県森林審議会の答申が出され林地開発について県森林審議会の答申が出され林地開発について県森林審議会の答申が出され
た。審議会では「事業により水源の涵養機能がた。審議会では「事業により水源の涵養機能がた。審議会では「事業により水源の涵養機能がた。審議会では「事業により水源の涵養機能がた。審議会では「事業により水源の涵養機能が
損なわれる、周辺環境、急傾斜地に置くソーラ損なわれる、周辺環境、急傾斜地に置くソーラ損なわれる、周辺環境、急傾斜地に置くソーラ損なわれる、周辺環境、急傾斜地に置くソーラ損なわれる、周辺環境、急傾斜地に置くソーラ
ーパネルが土砂災害で流出など、机上の計算でーパネルが土砂災害で流出など、机上の計算でーパネルが土砂災害で流出など、机上の計算でーパネルが土砂災害で流出など、机上の計算でーパネルが土砂災害で流出など、机上の計算で
は測れないものがある」などの意見が出されては測れないものがある」などの意見が出されては測れないものがある」などの意見が出されては測れないものがある」などの意見が出されては測れないものがある」などの意見が出されて
いるが見解は。いるが見解は。いるが見解は。いるが見解は。いるが見解は。

市は事業について、広報やホームページに掲載市は事業について、広報やホームページに掲載市は事業について、広報やホームページに掲載市は事業について、広報やホームページに掲載市は事業について、広報やホームページに掲載
しているが、市民の財産を貸す事業である。全しているが、市民の財産を貸す事業である。全しているが、市民の財産を貸す事業である。全しているが、市民の財産を貸す事業である。全しているが、市民の財産を貸す事業である。全
市民対象の説明会を開催すべきではないか。市民対象の説明会を開催すべきではないか。市民対象の説明会を開催すべきではないか。市民対象の説明会を開催すべきではないか。市民対象の説明会を開催すべきではないか。

大半が太陽光発電のパネルで埋め尽くされて大半が太陽光発電のパネルで埋め尽くされて大半が太陽光発電のパネルで埋め尽くされて大半が太陽光発電のパネルで埋め尽くされて大半が太陽光発電のパネルで埋め尽くされて
しまうことを市民の皆さんに伝えているとはしまうことを市民の皆さんに伝えているとはしまうことを市民の皆さんに伝えているとはしまうことを市民の皆さんに伝えているとはしまうことを市民の皆さんに伝えているとは
思えない。既に作業道に隣接する土地を太陽光思えない。既に作業道に隣接する土地を太陽光思えない。既に作業道に隣接する土地を太陽光思えない。既に作業道に隣接する土地を太陽光思えない。既に作業道に隣接する土地を太陽光
発電業者が取得している。この地域が太陽光発発電業者が取得している。この地域が太陽光発発電業者が取得している。この地域が太陽光発発電業者が取得している。この地域が太陽光発発電業者が取得している。この地域が太陽光発
電の事業地域となってしまうこととなれば市電の事業地域となってしまうこととなれば市電の事業地域となってしまうこととなれば市電の事業地域となってしまうこととなれば市電の事業地域となってしまうこととなれば市
の責任が問われる。考え直すべきであると要の責任が問われる。考え直すべきであると要の責任が問われる。考え直すべきであると要の責任が問われる。考え直すべきであると要の責任が問われる。考え直すべきであると要望望望望望
した。した。した。した。した。

飯能市民で感染された方の感染した場所は。飯能市民で感染された方の感染した場所は。飯能市民で感染された方の感染した場所は。飯能市民で感染された方の感染した場所は。飯能市民で感染された方の感染した場所は。

感染者が入る病院やホテルは市内にあるのか。感染者が入る病院やホテルは市内にあるのか。感染者が入る病院やホテルは市内にあるのか。感染者が入る病院やホテルは市内にあるのか。感染者が入る病院やホテルは市内にあるのか。

病院やホテルに入る際の交通手段は。病院やホテルに入る際の交通手段は。病院やホテルに入る際の交通手段は。病院やホテルに入る際の交通手段は。病院やホテルに入る際の交通手段は。

クラスター化が心配される施設の対応は。クラスター化が心配される施設の対応は。クラスター化が心配される施設の対応は。クラスター化が心配される施設の対応は。クラスター化が心配される施設の対応は。

核家族で両親が感染した子どもへの対応は。核家族で両親が感染した子どもへの対応は。核家族で両親が感染した子どもへの対応は。核家族で両親が感染した子どもへの対応は。核家族で両親が感染した子どもへの対応は。

感染者への誹謗中傷やいじめの防止策は。感染者への誹謗中傷やいじめの防止策は。感染者への誹謗中傷やいじめの防止策は。感染者への誹謗中傷やいじめの防止策は。感染者への誹謗中傷やいじめの防止策は。

中心市街地、駅周辺に森林文化都市らしさを。中心市街地、駅周辺に森林文化都市らしさを。中心市街地、駅周辺に森林文化都市らしさを。中心市街地、駅周辺に森林文化都市らしさを。中心市街地、駅周辺に森林文化都市らしさを。

久下六道線は狭く危険。電柱の早期撤去を。久下六道線は狭く危険。電柱の早期撤去を。久下六道線は狭く危険。電柱の早期撤去を。久下六道線は狭く危険。電柱の早期撤去を。久下六道線は狭く危険。電柱の早期撤去を。

県道富岡入間線の阿須ガード拡幅の進捗は。県道富岡入間線の阿須ガード拡幅の進捗は。県道富岡入間線の阿須ガード拡幅の進捗は。県道富岡入間線の阿須ガード拡幅の進捗は。県道富岡入間線の阿須ガード拡幅の進捗は。

芦苅場地区の南小畦川の改修工事がこの数年遅芦苅場地区の南小畦川の改修工事がこの数年遅芦苅場地区の南小畦川の改修工事がこの数年遅芦苅場地区の南小畦川の改修工事がこの数年遅芦苅場地区の南小畦川の改修工事がこの数年遅
くなっているが新設道路も含め進捗は。くなっているが新設道路も含め進捗は。くなっているが新設道路も含め進捗は。くなっているが新設道路も含め進捗は。くなっているが新設道路も含め進捗は。

耐震性がなく指定緊急避難場所から除外した施耐震性がなく指定緊急避難場所から除外した施耐震性がなく指定緊急避難場所から除外した施耐震性がなく指定緊急避難場所から除外した施耐震性がなく指定緊急避難場所から除外した施
設が指定避難所になっているのは不適切では。設が指定避難所になっているのは不適切では。設が指定避難所になっているのは不適切では。設が指定避難所になっているのは不適切では。設が指定避難所になっているのは不適切では。

東飯能駅東口駅前通り線の信用金庫前とＢｉｇ東飯能駅東口駅前通り線の信用金庫前とＢｉｇ東飯能駅東口駅前通り線の信用金庫前とＢｉｇ東飯能駅東口駅前通り線の信用金庫前とＢｉｇ東飯能駅東口駅前通り線の信用金庫前とＢｉｇ
-Ａ前に歩行者の安全確保に横断歩道設置を。-Ａ前に歩行者の安全確保に横断歩道設置を。-Ａ前に歩行者の安全確保に横断歩道設置を。-Ａ前に歩行者の安全確保に横断歩道設置を。-Ａ前に歩行者の安全確保に横断歩道設置を。

間柴医院前の交差点にガードポールの設置を。間柴医院前の交差点にガードポールの設置を。間柴医院前の交差点にガードポールの設置を。間柴医院前の交差点にガードポールの設置を。間柴医院前の交差点にガードポールの設置を。



一 般 質 問

意
見
書

問

問

問

新型コロナウイルス感染症対応は予断を許さな
い状況であり、一刻の猶予もない。市民生活に
おける命と暮らしを守るための支援・応援、事
業者への支援等は喫緊の課題である。そのよう
な中、地方創生の視点からの緊急経済対策等の
状況は。

ＧＩＧＡスクール構想の推進状況は。

特別支援教育での取り組みは。

　
　
　

国
等
へ
提
出

市
議
会
か
ら

　
　
　

国
等
へ
提
出

加藤　由貴夫（みどりの会）

コロナ禍での地方創生
特別支援教育でも進むＧＩＧＡ
スクール構想
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 （
９
月
定
例
会
）

答

答

答

コロナ禍において、飯能市の進めている飯能住
まい制度は特に注目されており、問い合わせは
2.5倍に増え、観光入込客数も1.5～3.4倍に
増加している。企業活動や生活スタイル、就業
スタイル、余暇活動の志向の変化によるものが
大きく影響し、飯能市の取り組んできた政策の
魅力、その成果が表れていると思われる。ま
た、「新しい生活様式”HANNOスタイル”」
を提唱し感染拡大防止と社会経済活動の両立を
持続的に可能とする取り組みを進めていく。

飯能市のシンボルプロジェクトのひとつでもあ
る「ＧＩＧＡスクール構想」のもと、市内の全
ての小・中学生にタブレット端末を使った授業
を推進している。奥武蔵創造学園の小中一貫教
育から始まった「学びの改革」とともに、誰一
人漏れのない「子どもの学びを保障」するもの
で全国に注目されている。特に、国の方針転換
前から全ての児童生徒にタブレット端末を配布
する計画を進めていたことで、コロナ禍でもい
ち早く導入に至ることができた。

特別支援教育におけるタブレット端末を使った
授業は、障害を持った子どもたちにとって学習
や生活での困難を改善・克服させ、指導の効果
が高まっている。コロナ禍以前から取り組んで
きた飯能市の各プロジェクトは、コロナ禍でも
確実に推進しており、市民誰一人漏れのない対
応を進めている。

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ

提
出
し
た
も
の
。

　　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
道
路
事
情
に

関
係
な
く
医
師
や
看
護
師
を
乗
せ

て
時
速
２
０
０
キ
ロ
で
現
場
に
急
行

し
、
患
者
を
機
内
で
治
療
し
な
が
ら

医
療
機
関
に
搬
送
で
き
る
。
２
０
０

１
年
の
本
格
運
航
以
来
、
こ
れ
ま
で

全
国
43
道
府
県
に
53
機
が
配
備
さ
れ

て
い
る
。
搬
送
件
数
も
年
々
増
加

し
、
２
０
１
８
年
度
に
は
２
万
９
０

０
０
件
を
超
え
た
。
７
月
に
九
州
地

方
を
襲
っ
た
豪
雨
被
害
で
も
出
動
し

て
お
り
、〝
空
飛
ぶ
治
療
室
〞の
役
割

は
着
実
に
増
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
・

出
動
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
運
航

経
費
と
公
的
支
援
と
の
間
に
乖
離

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
・
持
続
的

運
用
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る

意
見
書

が
生
じ
て
い
る
。
出
動
件
数
の
増

加
は
、
整
備
費
や
燃
料
代
、
さ
ら

に
は
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
な
ど
の
経

費
増
に
直
結
す
る
た
め
、
事
業
者
の

財
政
的
な
負
担
は
年
々
重
く
な
っ
て

い
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
係

る
費
用
の
多
く
は
国
が
交
付
金
な
ど

で
手
当
て
し
て
い
る
が
、
追
い
付
い

て
い
る
状
況
に
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
全

国
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航

状
況
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
、
今
後
も
救
命
救
急

の
切
り
札
と
し
て
、
安
定
的
か
つ

持
続
的
な
運
用
の
下
、
引
き
続
き

多
く
の
人
命
救
助
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
早

急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。記

１　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
に
係
る
必

要
経
費
増
加
の
実
態
を
は
じ

め
、
地
域
ご
と
の
年
間
飛
行
回

数
や
時
間
の
違
い
を
的
確
に
把

握
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
運

用
に
見
合
う
補
助
金
の
基
準
額

を
設
定
す
る
こ
と
。

２　

消
費
税
の
増
税
に
伴
い
運
行

事
業
者
の
財
政
的
な
負
担
が
増

大
し
た
現
状
を
踏
ま
え
た
適
切

な
補
助
金
基
準
額
の
改
善
及
び

予
算
措
置
を
図
る
こ
と
。

３　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
の
待
機

時
間
や
飛
行
前
後
の
点
検
時
間

を
含
め
た
操
縦
士
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
勤
務
実
態
を
的
確
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
労
働

環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

４　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
機
体
の
突

発
的
な
不
具
合
時
に
お
け
る
、

代
替
機
の
提
供
や
運
航
経
費
の

減
額
な
ど
、
実
質
的
に
運
行
事

業
者
に
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い

る
現
状
を
是
正
す
る
と
と
も

に
、
安
全
基
準
に
基
づ
い
た
代

替
機
提
供
責
務
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て 新型コロナウイルス感染症対応は予断を許さな新型コロナウイルス感染症対応は予断を許さな新型コロナウイルス感染症対応は予断を許さな新型コロナウイルス感染症対応は予断を許さな新型コロナウイルス感染症対応は予断を許さな

い状況であり、一刻の猶予もない。市民生活にい状況であり、一刻の猶予もない。市民生活にい状況であり、一刻の猶予もない。市民生活にい状況であり、一刻の猶予もない。市民生活にい状況であり、一刻の猶予もない。市民生活に
おける命と暮らしを守るための支援・応援、事おける命と暮らしを守るための支援・応援、事おける命と暮らしを守るための支援・応援、事おける命と暮らしを守るための支援・応援、事おける命と暮らしを守るための支援・応援、事
業者への支援等は喫緊の課題である。そのよう業者への支援等は喫緊の課題である。そのよう業者への支援等は喫緊の課題である。そのよう業者への支援等は喫緊の課題である。そのよう業者への支援等は喫緊の課題である。そのよう
な中、地方創生の視点からの緊急経済対策等のな中、地方創生の視点からの緊急経済対策等のな中、地方創生の視点からの緊急経済対策等のな中、地方創生の視点からの緊急経済対策等のな中、地方創生の視点からの緊急経済対策等の
状況は。状況は。状況は。状況は。状況は。

ＧＩＧＡスクール構想の推進状況は。ＧＩＧＡスクール構想の推進状況は。ＧＩＧＡスクール構想の推進状況は。ＧＩＧＡスクール構想の推進状況は。ＧＩＧＡスクール構想の推進状況は。

特別支援教育での取り組みは。特別支援教育での取り組みは。特別支援教育での取り組みは。特別支援教育での取り組みは。特別支援教育での取り組みは。



決　
　

 　

議
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て
い
る
が
、「
暴
言
や
罵
声
」を
許
す

も
の
で
は
な
い
。
地
方
自
治
法
第

１
３
２
条
に
お
い
て
、
議
員
は
無

礼
な
言
葉
を
使
用
す
る
発
言
は
慎

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
、
ま
た
飯
能
市
議
会
会
議
規
則

第
１
５
０
条
に
お
い
て
も
、
議
員

は
議
会
の
品
位
を
重
ん
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

　

滝
沢
議
員
が
、
６
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
マ
イ
ク
越
し
に
大
き

な
声
で「
暴
言
や
罵
声
」を
執
行
部

職
員
に
浴
び
せ
た
行
為
に
対
し
、

砂
長
議
員
か
ら「
罵
声
は
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
疑
い
が
あ
る
」と
指

摘
さ
れ
、
平
沼
議
長
は
滝
沢
議
員

に
厳
重
注
意
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
滝
沢
議
員
か
ら
謝
罪
発
言

が
行
わ
れ
た
が
、
後
日
、
謝
罪
内

容
を
録
音
テ
ー
プ
で
改
め
て
確
認

す
る
限
り
で
は
、
当
該
職
員
に
対

す
る
謝
罪
が
一
切
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

直
後
の
答
弁
す
ら
で
き
な
か
っ

た
ほ
ど
大
き
な
精
神
的
苦
痛
を
与

え
た
当
該
職
員
の
状
況
を
知
り
つ

つ
も
、
当
該
職
員
に
対
し
一
言
の

謝
罪
も
な
か
っ
た
こ
と
は
、
議
会

と
し
て
決
し
て
容
認
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

　

滝
沢
議
員
の
言
動
は
職
員
に
対

す
る
重
大
な
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
卑
劣

な
行
為
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
議

会
を
も
冒
涜
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
議
会
の
品
位
を
著
し
く
傷
つ

け
、
大
き
な
混
乱
を
招
い
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
滝
沢
修
議
員
に
対
し
、

議
員
と
し
て
責
任
を
取
る
よ
う
強

く
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　

 （
８
月
臨
時
会
）

飯
能
市
議
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根

絶
に
関
す
る
決
議

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員（
２
名
ま
た
は
３
名
）が

必
要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、原

則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、議
場

に
陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ

り
等
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または記名押印）をお願いします。

請願・陳情の提出方法について　･･･市民の声を市政に･･･

 
本文（例） 

 

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・

　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 

住 所 

氏 名         ㊞
 

外○名 

紹介議員   ◇◇◇◇ 
同     ▽▽▽▽ 
同     □□□□ 

飯能市議会議長 ○○○○様 

署名簿（例） 

住 所 氏 名 印  

滝
沢
修
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

　

議
会
に
お
け
る
議
員
の
発
言

は
、
他
か
ら
制
約
を
受
け
る
こ
と

な
く
自
由
に
な
し
え
る
と
い
う
発

言
自
由
の
原
則
に
よ
り
保
障
さ
れ

が
生
じ
て
い
る
。
出
動
件
数
の
増

加
は
、
整
備
費
や
燃
料
代
、
さ
ら

に
は
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
な
ど
の
経

費
増
に
直
結
す
る
た
め
、
事
業
者
の

財
政
的
な
負
担
は
年
々
重
く
な
っ
て

い
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
係

る
費
用
の
多
く
は
国
が
交
付
金
な
ど

で
手
当
て
し
て
い
る
が
、
追
い
付
い

て
い
る
状
況
に
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
全

国
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航

状
況
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
、
今
後
も
救
命
救
急

の
切
り
札
と
し
て
、
安
定
的
か
つ

持
続
的
な
運
用
の
下
、
引
き
続
き

多
く
の
人
命
救
助
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
早

急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。記

１　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
に
係
る
必

要
経
費
増
加
の
実
態
を
は
じ

め
、
地
域
ご
と
の
年
間
飛
行
回

数
や
時
間
の
違
い
を
的
確
に
把

握
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
運

用
に
見
合
う
補
助
金
の
基
準
額

を
設
定
す
る
こ
と
。

２　

消
費
税
の
増
税
に
伴
い
運
行

事
業
者
の
財
政
的
な
負
担
が
増

大
し
た
現
状
を
踏
ま
え
た
適
切

な
補
助
金
基
準
額
の
改
善
及
び

予
算
措
置
を
図
る
こ
と
。

３　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
の
待
機

時
間
や
飛
行
前
後
の
点
検
時
間

を
含
め
た
操
縦
士
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
勤
務
実
態
を
的
確
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
労
働

環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

４　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
機
体
の
突

発
的
な
不
具
合
時
に
お
け
る
、

代
替
機
の
提
供
や
運
航
経
費
の

減
額
な
ど
、
実
質
的
に
運
行
事

業
者
に
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い

る
現
状
を
是
正
す
る
と
と
も

に
、
安
全
基
準
に
基
づ
い
た
代

替
機
提
供
責
務
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て

　

私
た
ち
飯
能
市
議
会
は
、
市
民

か
ら
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
責
任

を
重
く
受
け
止
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
根
絶
し
市
民
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
及
び
議
員
で
あ
る
こ
と
を
決

意
し
、
左
記
の
と
お
り
表
明
す
る
。

記

１　
「
飯
能
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
の
指
針
」を
策
定
し
、
市

民
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
。

２　

す
べ
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根

絶
を
目
指
し
て
、
議
会
が
率
先
し

て
防
止
策
に
取
り
組
み
、
逸
脱
す

る
議
員
に
対
し
て
は
議
会
と
し
て

責
任
を
も
っ
て
対
処
す
る
。

３　

議
員
と
職
員
、
議
員
と
議
員
と

い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重

し
、
対
等
な
良
識
あ
る
関
係
を

構
築
す
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、本会議及び委員会等の
傍聴については、できる限りの自粛をお願いしています。
　また、傍聴される方には、以下のお願いをしています。ご不便をおかけ
しますが、ご理解ご協力をお願いします。
　

１ 咳エチケット、マスクの着用
２ 手洗い及び傍聴席入り口での手指消毒
３ 他の傍聴者との間隔をあけた着席

市議会傍聴のお知らせ

～ 議会活動あれこれ ～

　 新型コロナウイルス感染症対応に係る議会費の削減について
　新型コロナウイルス感染症は依然として予断を許さない状況が続
いており、経済活動の停滞により市税等の歳入の減少も懸念されます。
　飯能市議会ではこのような状況を鑑み、令和２年度における議会
活動のうち常任委員会及び議会運営委員会の行政視察を中止し、その経費（約２００万円）を新
型コロナウイルス感染症対策の財源の一部として活用されるよう、１０月２日に大久保市長へ申
し入れを行いました。　

　 飯能市議会ＢＣＰ（業務継続計画）の策定について
　飯能市議会では、市内で大規模災害が発生した場合や感染症の大規模な流行が発生した場合
に、市の対策本部と連携し、議決機関としての議会が迅速な意思決定と多様な市民ニーズを反映
するため、議会機能を継続して果たすことができるよう組織体制や議員の行動などを定めた議会

ＢＣＰを９月２８日に策定しました。
　

※ＢＣＰとは

　ＢＣＰとは業務継続計画（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ
Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ　Ｐｌａｎ）の頭文字を取った
言葉です。議会機能を概ね平常に運用できる
までの期間を想定し、当該期間における議
会、議員等の役割や具体的な取り組み等につ
いて定めた計画です。
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◎内田　健次　　○関田　直子　　松橋　律子
　滝沢　　修　　　砂長　恒夫　　鳥居　誠明

8月  6日

　
9月  4日

9日
10日

11日
16日
  17日
18日
25日
 28日
29日

10月 2日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
議員提出議案の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決
閉会

　
開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑
議案質疑、議案の委員会付託、
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
常任委員会（総務教育）
常任委員会（生活福祉）
常任委員会（生活福祉・経済建設）
常任委員会（経済建設）
一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

代表者会議
広域飯能斎場組合議会定例会
議会運営委員会
埼玉西部消防組合議会定例会
　
第3回臨時会
代表者会議
全員協議会
　
議会運営委員会
第4回定例会（10月2日まで）
広報委員会
　
広報委員会

29日
30日
31日

　
　6日
18日
25日
　
1日
　4日
　
　
7日

No.157
令和２年１１月１日発行

名栗湖を望む

令和２年度一般会計補正予算案を可決

　
令和２年度一般会計補正予算案を可決
令和元年度一般会計・特別会計・公営企業会計の決算を認定

　「国家百年の計は教育にあり」また「教育は国家百
年の大計」とも言われ、長期的視点で人を育てるこ
との大切さを説いた言葉があります。
　８月臨時会では、「学びの改革」を目指す「ＧＩＧ
Ａスクール構想」が大きく予算付けされ、県内最速
となる９月１日から市立小・中学生１人１台のタブ
レット端末が導入されました。飯能市が目指す学び
の共同体が創る「２１世紀型の学校」は、「創造的、
探究的で協同的な学びによって、知識の活用能力と
情報処理能力、問題解決能力やコミュニケーション
能力を養う教育」に変換する改革です。１００年後
の飯能市をそっと覗いてみたいものです。

（松橋）

https://www.city.hanno.lg.jp

次回の１２月定例会は
１１月２７日開会予定です。
会期日程等は１１月２４日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で
　 一般質問の様子を録画放映しています。
☆ライブ中継をしています
　　  市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問
　  をライブ中継しています。

８月臨時会

９月定例会

７月

８月

９月

10月

８月臨時会

９月定例会

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
10/29～11/3、11/12～11/15、12/3～12/7、
12/11～12/14
お問い合わせ先

埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

富士山を望む富士山を望む
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